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「ねえ射(しや)精(せい)ってさ。……気持ちいいものなの？」

「なっ――！　なにいきなりヘンなこと言ってるんですか！　やめてくださいよ！　あぶないですよ！　チロリさん！」

　機械を操作していた陸(りく)は、あやうく手をコンベヤーにのまれてしまいそうになった。

　この《マーベラス》で働くようになって、しばらく経(た)つが、エロ成分を空気がわりに呼吸しているイキモノたちの、ぽろりと飛びだしてくる過激発言には、一向に慣れない。

「それ関(かん)羽(う)のところでしょ？　自分でやらせりゃいいでしょーに」

　背中をぺたりと押しつけて、肩越しに陸の作業を覗(のぞ)きこんで、チロリさんは言う。

　貧相な体型の彼女だから、そんな体勢でも、あんま気にならない。

「きょう関羽さんって、シフト遅いじゃないですか。今日発売の新刊何冊か出てますし。塔(フロア)に並べておいてあげないと」

　陸は「シュリンカー」を使って届いたばかりの本を「ビニ本」に加工しているところだった。本を専用のフィルムの袋に入れて機械に通すと、こんがりとまんべんなくヒーターであぶられる。出てきたときにはフィルムがすっかり縮んでいて、ぱっつんぱっつんのビニ本が出来上がり！　――という仕組みだ。

　この《マーベラス》ではあまり「ビニ本」は置かれていない。ホントの店長――おヒゲの店長の意向である。シュリンクされていて、中身を見ることのできない本は、関羽さんの支配する東の塔(とう)くらいだ。もっともあの場所はいわゆる〝道場〟のようなものであり、普通の書店のように、立ち読み防止（中身確認で地雷回避ともいう）対策として、ビニ本にしているわけではないのだが……。

「でさあ。――射精ってどうなの？　やっぱ気持ちいいものなの？」

「やっぱそこに戻ってくるんですね。空気読んでくださいよ。せっかく僕が華麗にスルーしていたのに」

「なんで？」

　そんな。なんでとか真顔で訊(き)かれたって……。だってそんな。はずいし。

「もしかして陸、したことない？　――まだなの？　射精？」

「いえその」

「そんなわけないわよね。だって毎週毎週、何十冊も、エッチマンガを家に持ち帰っているんだし。――ちゃんと使ってるんでしょ？」

「ですからその」

「どうなの？　もう出したことあるの？　ないの？　精液」

　見た目だけなら充分可(か)愛(わい)くて、なおかつ低年齢（に見える）の少女が、「射精」とか「精液」だとか、そんな淫(いん)語(ご)をばりばり口から発している様は、ちょっと非現実的であり、その手の趣味の者であれば泣いて喜ぶべきところなのかもしれないが――。陸はそこまで剛の者ではない。功(くん)夫(ふー)が足りない。

「な……、なんでっ。なんで……、そんなこと訊くんですかっ」

「だって知らないもの。あたし女のコだから。射精とかしたことないし。でもほらエロマンガの中では、男のコって、みんな気持ち良さそうにシてるでしょ。射精」

「お。女の子だったら……、そんな、〝しゃせい〟とかって……、連呼せんでください」

「なんで」

「なんででも、です」

「言い換えればいいわけ？　じゃ精子出すときって気持ちいいの？」

「ぜんぜん変わってないですよ」

「変えたわよ。〝射精〟と〝精子〟で――ほうら一文字変わってる」

「もっと変えてください」

「じゃあ〝どっぴゅん〟って気持ちいいの？」

「どっぴゅんもだめです」

「言いかたなんてどうでもいいのよ。あたしは射精が気持ちいいかどうかを訊いてるの」

「頼みますから、ひどく答えにくいことを訊かんでください」

「いまちょっと出してみよっか？」

　チロリさんの腕がお腹(なか)に回されてきた。そこからさらに下へとさがる。女の子の細い指の感触が、ズボンの股(こ)間(かん)へと――。

「わー！　わー！　わーっ！　――チロリさん！　それはセクハラです！」

「冗(じよう)談(だん)よ」

「ゼッタイ本気でしたっ！　エロマンガ星の住人はいつだって本気に違いありません！」

「冗談だってば。だって白いのかけちゃったら、本、売り物にならなくなるし」

「論点はそこですかっ」

「いいこと。陸。これはいたって真(ま)面(じ)目(め)かつ学術的な興味に基づく質問なの。だから貴方(あなた)もひどく真面目な心境になって答えなさい」

　こんなときだけチロリさんは年上ぶる。一説によれば、彼女の年齢は一万と十二歳。

　義務教育はとっくに終了している、と、これは本人談。

　女は十二歳から年をとらなくなるものよ、と、これも本人談。

「どんな理由だって恥(は)ずかしいものは恥ずかしいですよ。お……、男だったら他にもいるじゃないですか。たとえば……、と、鳥(とり)の巣(す)さんとか。そうですよ。鳥の巣さんなら平気で答えてくれるんじゃないですか。だってエロマンガ星の住人なんだし」

「いやよ。だってそれじゃセクハラにならないでしょ」

「やっぱりセクハラだったんだーっ！」

「うん？　なになにー？　なんだか僕の話、してたー？」

　チロリさんと絡(から)みあっていたら――ていうか一方的に絡みつかれていたら、鳥の巣さんがやってきた。

「うんあのね。いま陸を生(なま)搾(しぼ)りしようとしているところ」

　チロリさんは背中側から手を回してきた。陸の股間をまさぐりにかかる。

「あっはっは。商品汚しちゃ困るなぁ。――陸くん」

「やっぱり論点はそこですかっ。てか、叱(しか)られるの僕のほうですかっ」

「ところでいったいなんの話なのかな？」

「射精って気持ちいいものなのかどうか。陸が白状するまでセクハラする日ね。今日は」

「勝手に記念日を作らんでください」

「記念日にするなら、陸の精液放出初体験記念日」

「だからセクハラやめてくださいってば！」

　陸はチロリさんの手からようやく逃れた。

「ええっ？　陸くん！　精通まだだったの？」

「鳥の巣さん！　そっちもセクハラ発言やめてください！」

　びしりと指さして、陸は言った。

「ええっ？　どこがセクハラ？　なにがセクハラ？　僕なにか変なこと訊いちゃった？」

　鳥の巣さんはわけがわからないという顔をした。

　きっと本当にわけがわからないのだろう。なぜならエロマンガ星の住人だから。エロ成分を酸素のように補給しつづけていないと、死んでしまうような生き物だから。

「射精を他の言葉に言い換えればいいみたいよ」

「じゃ〝どっぴゅん〟」

「それはもうやりました。一杯で充分ですよ。わかってくださいよ」

「勢いないとだめ？　なら〝びゅっ〟で」

「勢いあってもだめです」

「これもだめ？　ならえーと。〝びびゅーっ〟ってどう？　量を少し増やしてみたけど」

「多ければいいってもんじゃないです」

「ああうん。一回目って大事だよね。ならそこにスポットをあてて――〝びゅるっ〟ってどうだろう」

「一回目ってなに？　射精って終わるまでが一回って数えるのでないの？」

「ふふふん。あるんだよー。一撃、二撃と脈打つカンジで。ねー、陸くん？」

「だからそこで僕に振らんでください」

「あ。うん。なーる。……なんかわかった。オンナノコでいうと、小さくイッたり大きくイッたりするカンジね。そうでしょ」

「あははは。僕オトコノコだから、オンナノコの感覚はよくわかんないなー」

「いい年したオッサンが男の子の代表者ヅラすんな」

「うわー。陸くんがヤクザ化したー」

　くねくねと身をくねらせる鳥の巣さんに、陸は怒る気もなくなった。

　なんで男女で射精談義をしなくてはならないのだろう――とか、途方にくれる。

「だけど。射精の擬(ぎ)音(おん)ってたくさんあるよね」

「そうね。あたしは〝ごぷう〟っていうのが好きかな」

「うっわー。溢(あふ)れてる溢れてるそれ逆流してるよ」

　チロリさんが言って、鳥の巣さんにウケている。

「僕は変わったやつだと、〝ぶぺっ〟っていうの見たことあるなぁ」

「あハハはっ！　固い！　固い！　固すぎる！　きっとそれゼリーみたいに固形物っ！」

「僕ねあとね〝ぼぐっ〟っていうのも見たことあるなぁ」

「アハハハハハハ！　それどんな勢い!?　殴(なぐ)られてる殴られてる！　腹の奥殴られてるゥ！　おなか裂(さ)けちゃウゥ！」

　こんどは鳥の巣さんが言う。チロリさんは脚をばたばたとやってウケまくりだ。

「あれだね。射精擬音は文化だね」

「素晴らしいわね」

　二人はうなずきあった。エロマンガ星の統一見解はそう決まった。

「皆さん。サボってちゃだめですよ。――なんのお話なんですか？」

　青いエプロンのよく似合う綾(あや)乃(の)が、とたたーと駆けてくる。

　もちろん店が暇なので話しこんでいる。エロマンガ星の住人であっても、そこんところはしっかりとやっている。

「なに綾乃？　聞きたいの？」

　チロリさんが獲(え)物(もの)を見つけた肉食獣のカオになった。ぺろりと舌なめずりをして――。

「第一の擬音。〝びゅーっ〟――これなーんだ？」

「はい？　なんか出てます？　水道のホースから水だとか？」

「あー近い近い近いかもね――大(たい)抵(てい)そんなような勢いで」

「有り得ません。完全にフィクションの世界です」

　陸は呆(あき)れてそう言った。ぜんぜん近くもなんともない。

　綾乃はきっと、その手の話題であるのだと、気づいていないに違いない。

　いつもいつも皆の餌食になっているというのに、人が好(よ)すぎるからか、それとも真面目すぎるのが原因か、綾乃はまったく警戒していない。

「じゃあ僕から第二の擬音ね。〝ばしゅう〟」

「ええと。バケツの水を撒(ま)いたとか……ですか？」

「ああうん。近いかもね。量的に」

「だからすべてファンタジーですって。バケツ一杯とかありえませんって」

「さっきからうるさいよ。もう。陸くんは」

「そうです。うるさいですよ。紫(し)東(とう)くん。ていうか紫東くんもヒント出してくれない？」

　だめだった。綾乃は完全にこれをゲームだと思っている。楽しんじゃっている。

「ええと。あのじゃあ、まあ……、どうしてもっていうなら……。その。ごく普通に。〝どくっ〟だとか」

「あーあーあー！　そうそう！　それだ！」

　鳥の巣さんがなんか急にエキサイトした。陸はびくっと驚いた。

「普通のを忘れてた！　そうだよ陸くん！　僕たちだめだったね！　特殊なものばっかりやっていちゃだめだよ！」

「基本は大切ね」

　二人は揃(そろ)ってうなずいた。

　このひとたち。だめだった。

「あの。えっと。その。もしかして。あのそのっ」

　綾乃が慌(あわ)てた声をあげている。

「第四の擬音いくわよ。綾乃。〝ぶびゅーっ〟――これなーんだ？」

「第五のヒントだよ。店長。〝どぷう〟――そろそろわかってきました？」

「あのっ。えっとっ」

　綾乃はだんだんと顔色を変えていった。

「えっとそのっ。……そのちょっとキタナイ感じのする音って、あのそれって。まさかそんなっ」

「ねえ綾乃。汚いはないんじゃない？　男女の営(いとな)みの結果よ？　エロマンガのなか限定だけど。リアルでそんな音しねーって、さっきから陸が小うるさいんだけど」

「いや僕リアル知りませんけど」

「ああっ……！　やっぱり……！」

　綾乃の顔色は完全に真(ま)っ赤(か)に染まった。これまでの一連の擬音がなんの音だったのか、ついにわかってしまった。

　そして――。

　綾乃は今日もはなぢを流した。

　今夜のはなぢは、普段よりもちょっと勢いがあった。

「今日の綾乃。擬音でいったら〝とぴっ〟――ってところかしらね」
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　その日最後のお客さんが、半閉じのシャッターから出て行った。

　シャッターを本格的に閉じて、有線放送で流していた蛍(ほたる)の光を止めて、皆で手分けして閉店作業に取りかかる。レジのお金を数える者。床を掃(は)く者。掃き終わったところからモップを掛けてゆく者。午前中の開店前より、夜遅い閉店後のほうが人が多くなるので、《マーベラス》では掃除の大部分を閉店後に行う。お客さんもいなくて、見知った顔だけのアットホームな空気が流れる。

　陸(りく)はこの時間がなんとなく好きだった。

「お疲れさまー。陸。どう。もう慣れてきた？」

　モップを手に陸がぼんやりしていると、チロリさんがやってきた。伸ばした腕をぐるぐる回しながら、ついでに首をこきこきとやりながら――十二歳くらいの外見の割にはなんともババくさい仕草である。

「毎日それ言ってませんか。チロリさん」

「ええ？　そうだっけ？」

　陸がこの《マーベラス》でバイトするようになってから、もう一ヶ月以上が経(た)っている。陸が綾(あや)乃(の)の助けになろうと思ったのは、まだ春の新学期が始まってすぐの頃だ。

　いまはもう季節が変わりつつある。衣(ころも)替(が)えも待ち遠しい季節であった。

「そこ。通るから」

「はい」

　チロリさんの言葉を受けて、陸は壁に貼(は)りつくようにして道を譲(ゆず)った。

《マーベラス》の店内はひどく狭(せま)い。フロアというより通路と呼ぶべき形状で、長く延びては何回も直角に折れ曲がってゆく。そのただでさえ狭い〝通路〟のど真ん中に、一メートル四方の平台が置かれているのだった。

　おのずと、すれ違うときには、体が触れあうことになる。女の子が相手のときには、正直、嬉(うれ)しかったりもする。チロリさんはロリだけどツン系美少女だし。関(かん)羽(う)さんはナイスバディだし。ヤオイちゃんは大学生で腐(くさ)った女子だけどでも可(か)愛(わい)いし。

　ツインテールの先にくすぐられる。体どうしの接触もまったく気にしないで、チロリさんが陸の前を抜けてゆく。

　その彼女のエプロンのぺったんこな胸に、名札が付いていた。そこにはご丁(てい)寧(ねい)にも〝チロリ〟と書いてあったりする。それは陸が付けたあだ名だ。心の中だけで使っていた自分だけの「コードネーム」を、ついうっかり口に出してしまったところ、面白がられて、皆はその名前を使うようになったのだ。悪ノリして名札にまで書いてある始末だ。本名はいまだに教えてもらっていない。

　ちなみにチロリとは「痴(ち)ロリ」のこと。ロリ痴(ち)女(じよ)のことだ。

　他のみんな――。鳥(とり)の巣(す)さん。関羽さん。ヤオイちゃんなども同様だった。ヤオイちゃんの場合には〝八〇一〟と書いてヤオイと読むわけだ。

　鳥の巣さんは頭が鳥の巣になっている。関羽さんは、槍(やり)を背負っているところと、武士(もののふ)調なところとが、三国志に出てくる関羽雲(うん)長(ちよう)を思わせる。

　皆の本名を陸は知らない。教えてくれない。あきらかに面白がっている。

「朝(あさ)倉(くら)綾乃……四時間。鳥の巣……八時間と残業四時間。チロリ……八時間と残業四時間。ヤオイ……六時間。関羽は今日はシフトなし。そして陸が四冊……と」

　チロリさんが、なんの変(へん)哲(てつ)もない大学ノートに書き込んでいるのは、皆の勤務時間だ。毎月の月末に集計されて、皆の給料を算出する材料となる。

　一般的には、タイムカードというものを使うものだと思う。しかしここ《マーベラス》では大学ノートだ。書きこむのも店長ではなくバイトの誰(だれ)かだ。

　ちなみに陸の勤務時間が〝四時間〟でなくて〝四冊〟となっているのは、陸の給与が現物支給になっているせいだ。しかも日給だ。好きな四冊を本日持ち帰っていいわけだ。

　しかし勤務ノートにまで、書かれているのは〝コードネーム〟だ。

　徹底的に意地悪されている。

「本名、なんていうんですか？」

「うん？　なんか言いました？　紫(し)東(とう)くん」

　各地にあるレジの中身を全部抜いてきて、売り上げを数えながら、綾乃が言う。

「いやあの。みんなの名前が本当はなんていうのか、僕、知らなくてね……。これなんなの？　ひょっとしてイジメ？」

「ええっ？　朝倉綾乃だけど？　知らなかったの紫東くん？」

「いや朝倉さんじゃなくてね。他のみんなの名前なんだけど……」

「あああっ！」

　突然、綾乃が大声で吠(ほ)えた。

「なっ、なにっ!?」

「何枚だったかわかんなくなっちゃった！」

　お札(さつ)を数えるその手が、わなわなと震(ふる)えている。責めるような目つきで、にらまれる。

「ごめんなさい」

　陸は逃げだした。モップを持ち直して、ずっと先のほうを掃いてゆく鳥の巣さんの後を追いかけた。

「ねえ鳥の巣さん。本名なんてゆーんですかー？」

　モップを振って床を左右に拭(ふ)きあげながら、ホウキを手にした鳥の巣さんに訊(き)く。

「うふふ。ひみっちゅ♡」

「たいがいにしとけよオッサン」

　しなを作る鳥の巣さんに対応して、こちらもヤクザ化する。

「で。本名なんてゆーんですかー？」

　すぐに素に戻って、しつこく訊く。

「綾乃さん。明日の新刊並べておきますかー？」

　手の空いたヤオイちゃんが綾乃に訊いている。

「夜の便でさっき届いたの、あれそうですよねー？」

　小首を傾(かし)げて返事を待つ。その仕草が年上ながらに愛らしい。でも腐(ふ)だけど。

「あーいえ。まだシュリンクするぶん、分けてなくって……。あっ」

　と、そこで綾乃は顔色を変えた。また一枚目に戻ってお札を数えはじめる。真(ま)面(じ)目(め)で几(き)帳(ちよう)面(めん)だけど不器用なのが朝倉綾乃というキャラだ。十枚数えたら、そこで分けておけば、ダメージだって少ないのに。

「ヤオイさーん。本名なんてゆーんですかー？」

「本名はヤオイですよ」

「だからそれは僕の呼んでた名前でしょう」

「うふふ。秘密。ひみつ。ヒミツです。女の子にはヒミツがあるものなのです」

　ヤオイちゃんは、くすくすと花のように笑った。腐だけど。花は花でも、きっとドライフラワーとか造花とかのほうだけど。

「まったくもー。みんなでひどいですよ。楽しんでますよねー。ぜったいに」

「陸くん差別だよ!?　差別してるよ！　僕差別されちゃってるよ！」

「だまれオッサン」

　ヤクザ化して鳥の巣さんを黙らせて、最後の一人――チロリさんのほうにモップを走らせてゆく。

「ねーチロリさーん」

「だから、あたしの名前はチロリ」

「だから、それは偽(ぎ)名(めい)です。仮名です。世を忍(しの)ぶ仮の名前です」

「あら陸。貴方(あなた)があたしに名前をくれたのよ」

「はい？」

「あたしはほらエロマンガの精(せい)霊(れい)だから。概念としてのみ存在しているだけで、名前とかは個体名とかって、特に持っていなかったのよね。だから陸。貴方があたしの名付け親みたいなもんね。あたしの特別な人♡」

　真面目なカオをしてチロリさんはそんなことを言う。

　からかっている。ぜ～ったいに、からかわれている。

「ふ～ん、精霊だったら、なんか証拠見せてくださいよ」

「あら。陸がエロマンガ一万冊読んだら、いつだって現れてあげるわよ？」

「なんですかそれは。それでなんの証明になるんですか」

「エロマンガ一万冊読むごとに、なんでも一つだけ、お願いを叶(かな)えてあげる決まりなの。エロマンガの精霊の務めね」

　また煙(けむ)に巻かれた。一万冊なんて読めるはずがない。

　一万冊なんていう数は、ええと、月に十冊読んだとしたって――。

「ちょっと貸して」

　レジの綾乃のところから電卓を取ってきて、ＡＣを押して０にして、計算を始める。

「あーっ！」

　綾乃がなんか叫んでいる。またなんかきっと数え間違いでもしたのだろう。

「一万冊なんてそんな読めっこないですよ。ほら！　月に十冊読んだとしたって、八十三年も掛かりますよ！」

「簡単に読めちゃう数じゃ、〝ご褒(ほう)美(び)〟の意味がないでしょー。精霊界から、頑(がん)張(ば)ったコへのご褒美なんだから。それに、いまの陸だったら、そうでもないんじゃない？　時給一冊。一日四冊くらい軽いでしょ？」

「そっか。……じゃあ一日四冊で、一年は三百六十五日で、それでええと――六・八年！　無理！　無理！　やっぱムリ！」

「あら。ど～んな〝お願い〟だって、いいんだけど？」

　チロリさんは赤い唇(くちびる)をぺろりと舐(な)めた。

　痴ロリの本領発揮だ。なんつーか……。エロい。

「――ああでも〝エロマンガ的〟なお願い限定だけどね。でも若いコがお願いするとしたら、もお、お願いなんて、ひとつしかないでしょ……？」

「え？　あ？　う？　……いやその」

　陸は口ごもった。

「七年も経ったら、陸くん、ちょうど大学卒業する頃だねー」

「それまで童(どう)貞(てい)守ってなさいね」

「いえあのその」

　陸は顔をあちこちに向けた。まったくもって答えにくい話であった。

「はうっ」

　綾乃の声があがった。ぽたたっ。と音がする。

　振り向いてみれば、綾乃が顔を押さえていた。今日はめずらしく、はなぢを流さなかったのだが……。

　陸の記憶するかぎり、彼女がはなぢを流さなかった日は、一度もない。
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「販(はん)促(そく)グッズ……、ですか？」

「そう。一度に一万円以上買ってくれた人には、普通の紙袋でなくって、オリジナルの手(て)提(さ)げ袋(ぶくろ)に本を入れるとか、そういうサービスをしてみたらどうかな？」

　いつものバイト。いつもの《マーベラス》の店内。

　綾(あや)乃(の)と鳥(とり)の巣(す)さんが、フロアで立ち話をしていた。

「なんの話？」

　陸(りく)も加わっていった。

「ううん……。紙袋の原価が百何十円かだとしても、でも、一万円まとめ買いしてもらえるなら、ぜんぜん元が取れちゃいそう……。あとでオーダー紙バッグの原価とか調べなきゃ……」

　形のいい眉(まゆ)毛(げ)をきりりと寄せて、綾乃は考えこんでいる。

「いったい、なんの話なんです？」

　綾乃は忙しそうなので鳥の巣さんのほうに訊(き)く。

「販促グッズの話だよ。ほら、何冊か買って、何千円かになるようなお客さんって、うちってわりと多いじゃない？」

「はぁ。まあ夕方からは社会人のお客さんが多いですからね」

　定職についている方々は、学生とはどうも金銭感覚が違うようで、普通に数冊ぐらいお買い上げになってゆく。

　エロマンガって、一冊千円もするものなのだけど。

「もうちょっと買ってくれたら一万円でキリがよくなるのにー、とか思っちゃったのがきっかけでねっ。そこで考えてみたんだ。なにかグッズとかが貰(もら)えたら、お客さんも、もう何冊か買っていったりしない？　しない？　ねえしない？」

「なるほど。……ああでも、グッズにお金かかっちゃったら、赤字になっちゃったりしませんか？」

「えっとね」

　皮算用が一段落ついたのか、綾乃が教えてくれる。

「本の仕入れ価格って、定価の八割なの。エロマ……、ううんっ、うちで取り扱っている本は、だいたい一冊千円が相場でしょ。すると八百円で仕入れて、千円で売っていて、差し引き二百円が粗(あら)利(り)となるわけ。――ここまではいい？」

「はい先生。粗利ってなんですか？」

「え？　ああ。えーっと、経費を引いていなくて仕入れ原価を引いただけの……」

「じゃあまあ、それはいいとして」

　なんかムズカシイ話になりそうなので、その話は横にのけておいた。綾乃はちょっと傷ついたカオをした。

「ええと。つまり一万円をお買い上げになっていただいた場合には、二千円が粗利となるわけね。紙袋の原価のほうは、調べてみないと詳しくはわからないけど、まあ百円くらいだろうから、だから赤字とかにはならないから……。うん。平気」

　このへんがさらさらと出てくる彼女はすごいと思う。

　同じ高校生なのに店の帳簿もきっちりと付けている。おヒゲの店長のときより経営は上向きになっていると聞く。

　きっと猛勉強したのだろう。優等生的に。

「店長っ。店長っ。はいこれグッズ用のイラスト」

　鳥の巣さんがスマートフォンを取り出して、綾乃に見せる。

「わあ。――かわいいです」

　綾乃の歓声を聞きつつ、陸もその肩越しに覗(のぞ)きこんでみた。

　青いエプロンをつけて、二頭身くらいのカワイイ女の子のイラストが描かれている。

「紙袋フルオーダーにして、このイラストワンポイントで入れましょうよー。店長」

「いいですね」

　盛りあがっている二人をよそに、陸はじいっと画面に見入った。

　そこに映る絵柄に、なんだか見覚えがあるような……？

「ああっ！」

　思いだして、陸は声を上げた。

「この絵って――！　あの人じゃないですかっ!?　あっあの――何十万部も売れてる！　あの伝説のっ!!」

「このお店の常連さんだよ。あと僕の昔からの友達で――」

「ええっ！　鳥の巣さんってそんなエラい人だったんですかっ！」

「べつに偉(えら)くないよ。昔から友達だったっていうだけで――。あと彼もべつにエロマンガが好きだっていうだけで、そんなべつに――」

「能あるブタは蹄(ひづめ)を隠すってホントだったんですねっ！」

「陸くん。そこは鷹(たか)で。あと爪(つめ)だと思うんだなそこって」

「ていうか！　――来てたんですか！　この店に!?　こんどサイン貰えますかあああっ色紙買ってこなきゃ朝(あさ)倉(くら)さん駅向こうの画材屋ってまだ開いてたかなどうかなっ!?」

「えっ？　そろそろ閉まる頃だと思うけど？」

「ああっじゃあ僕ちょっと買ってこなきゃ色紙たくさん――痛っ！」

　後頭部をゴツンと叩(たた)かれて、陸は我に返った。

「落ちつけ。少年」

　振り向けば、関(かん)羽(う)さんの長い髪の毛の先が、角の向こうに消えてゆくところだった。

　後頭部を叩いていったのは、関羽さんがいつも背負ってる〝槍(やり)〟の柄(え)だろうか。

　先っちょのほうで叩かれていたら切れてるし。ざっくりいくし。流(りゆう)血(けつ)沙(ざ)汰(た)だし。綾乃がはなぢで流血沙汰なのはいつものことだけど。

「このエプロンの赤い模様が、なんだか、かあいいです」

　陸がエキサイトして、それから正気に返るあいだも、綾乃はマイペースだった。ＳＤキャラの女の子を眺めて顔を上気させている。

「ああ。それね。模様じゃなくて、はなぢなんだ」

「え？」

　ほんわかしていた綾乃の顔が、急に石と化して強(こわ)ばった。

「店長そんなに気に入ってくれるなんて。よかったなぁ。やっぱり、あやのたん描いてもらって正解だったなぁ」

「あやの……たん？」

　綾乃の顔が、石からモアイに変わった。

「うん。そう。このマスコットキャラね。名前が〝あやのたん〟なんだ。はなぢ店長のことを彼に話したらね、そしたらファンになって――」

「は――話さないでください！　ていうかはなぢ店長って!?　なんなんですかそれは!?」

「ええっ？　店長のことに決まってるじゃない。だっていつもはなぢを――」

「いつもじゃないですいつもじゃないです！　そりゃよくやっちゃいますけど――でもそんないつもってほどじゃないです！」

　ダウト。

　陸の記憶するかぎり、彼女がはなぢを流さなかった日は――一度もない。

「――まあそれはともかく。彼。ファンになってくれてね。だからノリノリで――ああそうだ、こんなのも描いてくれたんだ」

　と、スマホの画面をスワイプして、次の画像を出してくる。

　さっきまでの《あやのたん》はＳＤキャラでカワイかったが、今度の絵は、急に七頭身になっていた。

　年(ねん)齢(れい)も上がった感じで――。

　しかも、だいぶ巨乳で――。

「わ、わたしこんなに大きくありませんっ！　そ、それになんだかっ――え、えっちいです！」

　綾乃が言うように、アダルトバージョン《あやのたん》は、なんだか雰(ふん)囲(い)気(き)が色っぽかった。金属のポールを太(ふと)股(もも)で挟(はさ)みこみ、目元を潤(うる)ませて、吐(と)息(いき)を洩(も)らすその顔は、なんだかアレなときのアレな感じだ。

　アレというのは具体的に言うと「アレ」のことだ。

　しかしなぜゆえにポールに摑(つか)まっているのだろう？

「だってほら。うち。エロマンガ屋だし。サービスっていったらそーゆー方面だし。グッズはサービスのために作るんだし」

「でっ、でっ、でもっ……、これってちょっと、その……」

　画像を直視していられずに、綾乃はうつむいてしまう。

「そっちのほうの絵はポスターとかにしたらいいんじゃないかなって思うんだけど。その日発売の新刊を買ってくれた人に、毎日限定十名様とかって、どうかなぁ？」

「買います！」

　陸は身を乗りだして叫(さけ)んでいた。握る拳(こぶし)にも力がみなぎる。

「このポールはなんですか！　けしからんですよ！　なんで太股で挟みこんでるんですか！　なんで顔赤いんですか！　いいぞもっとやれ！」

「よくないですっ！」

　ごすっと殴(なぐ)られて、陸はまたもや我に返った。

　ほっぺたを押さえて涙目を綾乃に振り向けると、彼女も我に返った顔になっていた。

「ご――ごめんなさいっ！」

「いや。……いいんだけどね。鉄拳制裁は勘(かん)弁(べん)してもらえる？」

「ごめん。ごめん！　ほんとにごめん！　だいじょうぶ紫(し)東(とう)くん!?　ああ――口の端に、血、血、血がっ」

「ということで。じゃあ店長。ポスターのほうも見積もりよろしく～。画像データのほうは、あとでＰＳＤファイルで送ってもらいますね～。三五〇ｄｐｉで～」

　なにか専門用語をつぶやきながら、鳥の巣さんは行ってしまった。

　陸は綾乃と二人、気まずく取り残された。

「あ。……はなぢ」

　綾乃が言う。つうと生暖かい感触が鼻の下を伝っていって、陸も気がついた。

　どうして綾乃がはなぢを流さない日は、自分がはなぢを流すことになるんだろう。
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　とある日の店内。

　皆が固まって話しこんでいるのを見つけて、陸(りく)は訊(き)いてみた。

「なに話しているんですか？」

「ああ陸。ちょうどいいところに来たわね」

　と言ってきたのは、チロリさん。見た目はまるきり小学生の彼女だが、いつも年上のように話す。本当の年(ねん)齢(れい)は誰(だれ)にもわからない。

「あなたは、どう思う？」

「主語も述語も省略して質問されたって、なにも答えられませんが」

「僕はエッチマンガって呼ぶのが風(ふ)情(ぜい)があっていいと思うんだよねー」

　そう言ったのは鳥(とり)の巣(す)さん。頰(ほお)に手をあてて首を傾(かし)げて、その仕草はなんとなく女性的だが、れっきとした男性だ。鳥の巣のようなもじゃもじゃ頭がトレードマークだ。

「まぐわい本だな」

　ぴしりと決めつけてきたのは関(かん)羽(う)さん。凜(り)々(り)しい系の美女。

「わたしはぁ、ＢＬ本って言ってますけど」

　おっとりと片手を頰にあてて話すのはヤオイちゃん。鳥の巣さんとまったく同じ仕草だが、女子大生の彼女がやると、まったくぜんぜん様になっている。

「ヤオイさん。それちょっと特殊だと思いますよ」

「じゃあ……、ティーンズラブ？」

「ああ。それなら……」

　陸はなんとなく納得した。なんの話なのか、ぜんぜん教えてもらっていないけど。この店で扱う〝商品〟の呼称を、皆で討論しているようだと推察できる。

「陸は、どう思うのよ？」

「えーと。僕はやっぱり――」

　と、そこでうちの店の店長――朝(あさ)倉(くら)綾(あや)乃(の)が顔を出す。

「皆さん。なんの話をしてるんですか？」

　よせばいいのに。綾乃は興(きよう)味(み)津(しん)々(しん)。きゅるんと無防備にもその顔を向けてくる。

「ああ。綾乃。いいところに来た。あなたは、なんて呼んでる？」

「はい？　なんのことですか？　どれのことですか？」

「これよ。これ。こういう本のこと」

　――と、チロリさんは、そこらにあった本を手に取って、その表紙を、ぐいこぐいこと綾乃の目前に押しつける。なにしろここはエロマンガ専門店のなか。手を伸ばすその範囲のなかに、エロマンガは何百冊という単位で存在している。

「え。あ。――はうっ」

　過激な表紙を見せられて、ぷしっと、綾乃は、はなぢを噴(ふ)いた。

　陸はふと思いだしてしまった。

　自分が常連客をやめて、バイトになった日のことを――。

　あの日も、そう、こんなふうに綾乃は、はなぢを流していたっけ。




＊




　雑(ざつ)居(きよ)ビルが群れ合う一角に踏みこんでゆくと、突然のように、照明にライトアップされた明るい空間に出くわす。

　細長いフロアが、右へ左へ折れ曲がりながら奥へと続いている。

　果てがないかのようにどこまでも延びるフロアの左右には、棚(たな)、棚、棚――。見える範囲に壁はなく、かわりにあるのは、すべてが本の背表紙だ。

　手の届く範囲に数百冊。フロア全体では数千冊。店全体では――たぶん何万冊とか、そうした規模。

　エロマンガ専門店《マーベラス》。この店の名だ。

　しかし通はこう呼ぶ――『蛇(へび)の道(みち)』と。

　大量の「エロマンガ」に囲まれて、陸は緊(きん)張(ちよう)していた。週に一度はこの店を訪れている陸だが、一向に慣れない。

　こんな店にいるところを誰かに見られたら――などと、つい心配してしまう。もちろんこんな店に来るのは、その手の人たちばかりであり、誰に見られたところで心配することなんてないのだが――。いくら頭でわかっていても、体のほうが勝手にビビってしまう。イケナイ場所にいる実感で、足元がふわふわとする感じ。その「イケナイ感じ」が、また、スリリングで、ちょっぴり良かったりもする。

　細く長く奥へと続くフロアの中央には、でんとばかりに、平台が置かれている。

　つい一週間前にもやってきたのに、平台に置かれた新刊は、半数近くが入れ替わっていた。その新しい表紙が視界に飛びこんでくる。どの本も「エロマンガ」の名にふさわしく、直視するのもはばかられるような表紙ばかり。

　わー。ひゃー。

　今週の新刊の表紙はまた過激なものばかりだった。

　陸は平台からきっかり一メートルの距離に立ち、フロアの先を眺めるふりをしながら、ちらっ、ちらっと横目を使って、表紙を覗(のぞ)いていた。

　つまり新刊チェックに余念がなかった。

「ああ。陸くん。例のアレ――入ってるよ」

　大声で呼びかけられて、陸はぎょっとなった。

　もじゃもじゃのアフロヘアが特徴的なその男性店員のことを、陸はこっそり〝鳥の巣さん〟と呼んでいた。他にも、関羽さん、痴(ち)ロリ、八(ヤ)〇(オ)一(イ)ちゃん――などなど。すべて陸が勝手に名付けた名前だが。この店の店員は、皆、超がつくほどの個性派揃(ぞろ)いだ。

　鳥の巣さんはむしろ一番マトモなほうである。しかしそれでもエロマンガ星の住人。エロマンガを酸素がわりに呼吸して生きているようなイキモノのこと。どんな危険なコトバを二酸化炭素がわりにポロリと口から出してしまうかもわからない。

「ほら陸くん。このあいだお薦(すす)めした本なんだけど。あれ中出し率百パーセントで良かったでしょー？」

「わーわーわー！」

「どしたの陸くん？」

　やっぱり鳥の巣さんはわかっていない。自分がいま二酸化炭素を吐いているのだということを、まったく意識していない。

「あと女の子のおねだりする表情がいいんだよね。何が欲しいのか女の子の口から直接言わせるプレイのねちっこさが――」

「わーわーわー！」

「だからどうしたの。陸くん。さっきからおかしいよ？」

「声っ。声が大きすぎるんですってば」

「ええっ？　べつに普通だけどなぁ」

　鳥の巣さんは周囲を見回す。夕方のこの時間、店には客がけっこういる。

「――で、なんなんです？　なにが入ったんです？」

　さっきなにかを言いかけていた。それがじつは気になっていた。

「例のオススメ作家さんの新刊だけど」

「なんですと！」

　平積みにされたうちの一冊に、陸はさっそく飛びついた。表紙では女の子が自分の手で大きく股(また)を割り広げている。その誘う表情がなんともいえずに官能的だ。

　本日の軍資金は五冊分。そのうちの一冊が、これで確定した。

〝鳥の巣さん〟のお薦めにはハズレがない。さすがはエロ仙(せん)人(にん)。

　手にとってじっくりと眺めていて――ふと気がつくと、鳥の巣さんの姿は、もう消えていた。店は広く、客は多く、そして店員の人数は少ない。夕方からのこの時間は稼ぎどきらしく、特に混(こ)みあう。

　陸は残りの四冊の吟味をはじめた。実際、これが難問なのだった。

　一冊千円というのが、エロマンガの相場である。財布の中では、野(の)口(ぐち)英(ひで)世(よ)が戦隊を組んでいる。その戦力によって、今日はなんと五冊も買うことができるわけだが――。

　しかし五冊しか買えないともいう。平台に毎週積まれる新刊は十数冊もあるのだった。

　わずか四冊を厳(げん)選(せん)するのに――一時間近く、たっぷりと悩んだ。

　そして陸はレジへと向かった。

　浮かれていたせいか。ついうっかりと――。

　一番上に、最も「エグい」表紙の本を置いてレジに載(の)せてしまった。鳥の巣さんオススメのアレだ。女の子が大きく脚を広げているアレだった。〝白い液体〟がたっぷりとドレッシングのように掛けられていて――。

　やばいと思ったが、出してしまったからには、もうどうにもならない。いまさら入れ替えたとしたら、ワザとらしすぎる。

「え？」

　陸は目を疑った。レジに立っていたのは女の子だった。

　鳥の巣さんでもなければ、ヒゲもじゃの店長でもなく――。

　表情を硬(かた)くさせて、陸が一番上に置いてしまった「エグい表紙のエロマンガ」に視線を落としている、その女の子は――。

　陸の高校のクラスメートなのだった。

「い、いらっしゃい……ませっ」

「え？　あ？　あの？　朝倉……さん？」

　うろたえぎみに訊(たず)ねる陸に、彼女はぎこちない会(え)釈(しやく)で返してきた。

　どうやら本人ということで間違いないようだった。優等生で、清純で、男子からの人気もあって――と、あの朝倉綾乃に間違いない。

　――おわた。

　陸がまず思ったのは、そんな感慨だった。自分の「エロマンガ好き」という隠し通してきた趣味が、これで白日のもとに晒(さら)される――って。

　ちょっと待て。

　なんで朝倉綾乃が、こんなところでバイトしているんだろう？　普通の本屋ならともかく、こんな――「エロマンガ専門店」で？

　性格も容(よう)姿(し)もいたって清(せい)潔(けつ)なイメージの、あの朝倉綾乃が、なんでまた「エロマンガ専門店」で？

　いまになって陸は、彼女の胸にネームプレートが付いていることに気がついた。

　そこには「店長」と書いてある。

　ええっ？　――店長っ!?

「あ……、あははは、はは」

　陸はなぜだか笑いをこぼしていた。なんで笑っているのか、自分でもわからない。

　ただ混乱していた。

　クラスメートと出くわしてしまった陸と同じように、彼女もまた、どうしていいかわからないようだった。

　気まずそうな顔をして、ただ、うつむくばかりだ。

　――あーっ！

　陸は大変なことに気がついてしまった。

　一番上にして出してしまっていたのだった！　一番エグい表紙のやつを！　鳥の巣さん絶賛推薦のやつを！

　具体的には「くぱぁ」のやつをッ！

　オーマイガっ！

「いや……、あのね、これはね……、僕が買うんじゃなくてね……、そ、そう……親(しん)戚(せき)のお兄さんに頼まれちゃって仕方なく……って、ねえ朝倉さん、聞いてる？」

　彼女の返事はない。うつむいたまま、レジに置いた本の表紙を注視している。

「いえですからっ――すんませんッ！　僕のなんですっ。自分で買う本ですっ。ウソつきましたッ！　それはそうと！　どうか――学校のみんなには内緒にッ！」

　ずばっと頭を下げる。

　四十五度を超えて六十度の近辺で、じっと彼女の返事を待っていると……。

　ぽた。

　レジに置かれた表紙の上に、赤い染(し)みが生まれた。

　ぽた。ぽた。ぽたたっ。

　つぎつぎと赤い染みは増えてゆく。

　血だ。

　はなぢだ。

　朝倉綾乃が、はなぢを流している。

「ちょ――ちょっ。ちょ――、だいじょうぶっ？」

「ら――、らいようふ――れふっ」

　鼻を手で押さえつつ、綾乃がなんか言う。たぶん「大丈夫」と言っている。ぜんぜん大丈夫そうでない。

「あー店長、店長っ――。うわあ。血。血っ。血いっ」

　鳥の巣さんが駆けつけてきた。しかし血を見ておろおろするばかりだ。

「綾乃さん――あなたはなぢっ。またはなぢですよう」

　鳥の巣さんのほかにも、女性の店員もやってきた。上の階の担当のヤオイちゃんだ。

　はなぢを流しながらも、綾乃はまだレジを打とうとしていた。それを二人がかりで羽(は)交(が)い締(じ)めにして、バックヤードのほうに引っぱってゆく。

〝はなぢ店長〟が退場してゆき、血しぶきのかかった新刊だけが、その場に残される。

「えーと……」

　無人となったレジを前に、陸は立ち尽くしていた。

　どうしていいのかわからない。後ろに並んだ客たちと顔を見合わせて、なんの意味もなく、馬(ば)鹿(か)みたいに、うすら笑いを浮かべあった。

「なに綾乃またはなぢ噴(ふ)いたの？」

　――と、店員の女性が急ぐでもなく歩いてやってきた。いいや女性でなくて少女だ。小学生くらいに見える。というか小学生にしか見えない。頭のてっぺんが陸の肩の下にきている。〝精(せい)霊(れい)ロリ子〟と陸が内心でこっそり呼んでいる店員であった。

　ツインテールの片方をひゅんと弧(こ)を描いて振り抜いて、彼女はその小さな指先で、ぴしりと陸のことを指差した。

「陸。あんたレジね」

「えっ？　ええーっ！」

　鳥の巣さんだけでなく彼女にまで名前を覚えられていたことに、まずぎょっとした。そして彼女の言った内容のほうには、もっとギョッとした。

　陸は自分の顔を指差して、驚きもしくは抗議の声を張りあげた。

「――なんで僕がっ？　ていうか僕、客なんですけど」

　どんなに小学生にしか見えなくても――相手はたぶん年上。だからここは敬語。

「いつも見てるからわかるでしょ。まずバーコードにぜんぶ通す。そしたら小計ボタン押す。預かった金額入れたら現計ボタンを押す。以上」

　以上、とか言って、陸の返事も聞かないうちに、彼女はさっさと店のバックヤードに入っていってしまった。さっき朝倉綾乃が連れていかれた方角だ。戸口の向こうの薄暗がりは、常連でしかない陸にとっては未知の場所だ。

「え……、ええっと？」

　陸は後ろを振り返った。ほかの客たちと目線が合う。

　皆、困ったような顔で笑っていた。

　たぶん自分も同じような顔をしているんだろうと、そう思った。
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　それから小一時間ほど、レジ打ちを行った。

　なんでなのか考える暇なんて、ぜんぜんなかった。夕方の書店はまさに戦争だった。

　しかし人間やればなんとかできてしまえるもので――。鳥の巣さんたちが戻ってきて、臨時バイトが終わる頃には、レジ打ちにもだいぶ慣れてしまっていた。

　その日は、結局、朝倉綾乃は戻ってこなかった。

　明日、いったい学校で、どんな顔をして会えばいいのだろう。
















　きれいな英語が教室に流れる。教師よりもぜんぜん上手な朗読だ。

　午後のうららかな日差しが教室に差しこんでいる。退屈な授業のはずなのに、ここだけ時間の流れが違っているかのようだった。

　艶(つや)やかな黒髪を背中に流して、彼女は背筋をまっすぐに伸ばして教科書を読む。

　その声が朗々と流れていると、退屈なはずの授業も、楽しいものに思えてくるから不思議だった。しかしその魔法も、彼女の朗読が続いている間だけ。テキストの二ページほどを読み終えて、彼女が着席してしまうと、追い払われていた倦(けん)怠(たい)がまた戻ってくる。

　朝倉綾乃という少女に、好感を持たない者は、クラスの中にはきっといないだろう。

　新学期が始まってまだ二週間ほどだが、朝倉綾乃は早くもクラスの中心的人物となりつつあった。優しく面倒見がよくて、話しかけるとはっきりとした受け答えが返ってきる。頭も良さそう。そしてなによりも美人。

　美人だと、男子の受けは良くても同性である女子の受けは悪い――ということになりそうに思える。だが彼女の場合にはそんなこともない。男子とも女子とも同じように話すし、同じように話しかけられている。

　――と、そのようなことも、陸は今日一日の観察を通じて知ったわけだった。

　これまで彼女のことをよく知らなかった。まったくのノーマークで――。というか、そもそもマークしている女子なんて、一人もいなかったわけだけど。

　今日一日、朝倉綾乃のことをじっと見ていた。

　昨日、店で出会ってしまったときには、本当に驚いた。彼女が店で働いているなんて知らなかった。しかも「店長」だなんて――。陸のよく知るヒゲ面(づら)の店長はいったいどうしたのだろう？

　いろいろ訊いてみたいことはあった。しかし、なんと話しかければいいものやら――。

　最初のうち、陸の頭にあったのは「皆にバラされたらどうしよう」だった。

　午前中あたりはそのことがずっと心配だった。しかし朝倉綾乃は「あのこと」を誰かに言いふらすようなこともなく、陸が皆から囃(はや)し立(た)てられるようなことも起きなかった。

　現金なもので、そうすると気持ちにも余裕が生まれてくる。朝倉綾乃の様子に気づくこともあった。向こうもたまに、こちらに視線を向けてくるのだ。ただ視線が合った瞬間に、お互い顔を伏せてしまうものだから、彼女の視線のニュアンスはよくわからない。

　そんなことを考えていると、チャイムが鳴った。

　六時間目の授業が終わりを告げて、放課後のざわめきが教室にやってくる。

　部活に出る者。帰り支(じ)度(たく)をする者。さまざまに散ってゆき、教室の中の人数が次第に減っていった。朝倉綾乃も帰り支度をしていた。教科書もノートもわざわざ全部入れて、重くなったカバンを持って、席を立つ。

　教室を出てゆくとき、彼女の視線はこちらに向いていた。なにか言いたげな彼女の顔が、戸のところで一瞬だけ引っかかり――そして廊(ろう)下(か)に消えてゆく。

　陸は席を立った。朝倉綾乃を追いかけて、その背中に――。

「朝倉さん」

　今日はじめて、陸は自分から行動を起こした。朝倉綾乃に声をかけた。

「は。はいっ！」

　すごく大きな声をあげて、彼女はいきなり振り返ってきた。思わずぶつかってしまいそうになる。顔と顔とがすごく近い距離にきて、至近距離で、見つめ合った。

　不意打ちに近かった。思わず飛(と)び退(の)いて距離を取ったのは、陸のほうだ。

「あ。あのさっ――」

　手をぐっと握って力を込めて、話しかけようとした矢先、彼女のほうが口を開いた。

「――あ。あ。あの。あのね。中休みも昼休みもついさっきも話しかけようと思っていたんだけどでもやっぱりできなくて。でもいま紫(し)東(とう)くんが声かけてきてくれたからようやく話せて、あのもしわたしの勘(かん)違(ちが)いだったらごめんなさいね。きのうお店に来たのってあれってやっぱり紫東くんよね」

　そこまで一気にしゃべり続ける。

　こくんと、陸がうなずいて返すと、彼女はまたその先を早口で続けようとする。

　陸は手で制した。

「落ちついて――落ちついて。朝倉さん」

「ああ。うん。……はい」

　彼女はようやく口を閉ざした。いつもの彼女とキャラが違っている。それだけ慌(あわ)てていたということか。

　彼女が慌ててくれたせいで、陸のほうは逆に落ちついてしまった。

「あのさ？　あのね。違ってたらごめん。でもその話……、ここじゃちょっとしにくいんじゃないかな。すくなくとも僕は、そうなんだけど……」

　放課後の廊下。

　顔をめぐらせて、行きかう生徒たちに視線を送る。

「あっ――」

　朝倉綾乃は、はっとした顔で息を呑(の)む。やっぱり気づいていなかったらしい。一つのことに集中すると、まわりが見えなくなってしまうタイプらしい。優等生でしっかりしていると思っていたが、いろいろと隙(すき)のあるキャラだったらしい。はなぢ出してたし。

　こそこそと、二人で人目を忍んで移動する。教室から一番近くて、人(ひと)気(け)のない場所というと――。

　一階下がったところの廊下の突きあたり――社会科資料室の前あたりに流れついた。

　ようやく落ちついて話をはじめられる。

「昨日はあれから紫東くん店番やってくれたんだって聞かされて――。だけどお礼の一つも言えなくてごめんなさい」

「い。いいよ。いいよ」

「だからあの。お礼っていうかバイト代っていうか。紫東くんが買うはずの本が五冊あったでしょ。あれ持ってきたから――」

　と言って、カバンに手を入れて、がさごそと――。

「うわあああ。やめやめ。やめてやめて」

　陸は慌てて止めた。学校であんな危険な物体を持ち出そうとするなんて！

　ていうか！　カバンに入れて持ってきていたわけだ！　あの朝倉綾乃が！　あの優等生が！　エッチなマンガを！

　ちょっと萌(も)え。

「え？　これ違った？　だけどレジのところに残っていたやつって――」

　レシートを取り出してきた彼女は、なにを思ったか、書名を読みあげはじめる。

「えと。――『そんなにシタいの？』『お姉さんと一緒』『好色げえむ』『彼女とボクと噓(うそ)とセックス』『ビッチドビッチテラビッチ』の五冊で間違いないかしら」

　陸は顔をうつむかせて、読みあげに耐えていた。

「これってなんの罰ゲーム？」

「え？」

「袋から現物取り出されるよりいいけど。自分のチョイスを読みあげられるって、こんな恥ずかしいことだったなんて……」

「あのちがうのこれは――単に確認の意味で。間違いがあっちゃいけないと思ったから」

　彼女は、たったいま気づいたかのように、はっと顔色を変えた。

　本当にたったいま陸に言われて気づいたのだろう。その顔が、赤く赤く染まってゆく。

「あ……、あのっ……。これで……、間違い、なかった……ですか？」

　陸はそこで「はぁ」とため息をついた。

「えっ？　あの？　……ちがった？」

「エリート戦士だったら――」

「はい？」

「もし僕が高い戦(せん)闘(とう)力(りよく)を持つエリート戦士だったら、ここで、〝よく聞こえなかったからもう一度読んでよ〟とか言えちゃうところなんだろうけど」

「え？　エリート戦士って……？　戦闘力っ？」

「僕せいぜい五〇くらいだから。天下一武道会に初出場しているくらいのレベルだから。無理。そんなの無理」

「えっ？　あの？」

　朝倉綾乃はきょときょと落ち着かなげな顔だ。きっと陸がヘンなことを口走っていたせいだろう。

　陸自身もだいぶ混乱しているようだった。自分でもそう思う。

　しばらくして冷静になってくると、二人のあいだに共通している問題点が見えてきた。

「あの――朝倉さん」

「は、はい！」

　陸が呼びかけると、朝倉綾乃は背筋を正して、しゃんとなった。

「あ。それはそれで貰(もら)っておくけど」

　彼女が後ろ手にしまった本の包みを、手を振って催(さい)促(そく)する。しっかりと受け取って、自分の背中側に隠してから――。

「実際、いま僕の心配ごとって、朝倉さんが言いふらしたりするんじゃないかってことなんだよね」

「し――しない。しません！　そんなこと」

「うんわかってる」

　陸はうなずいた。そのうえで続ける。

「間違ってたらごめん。――朝倉さんも、おなじようなことを心配してるんじゃないかな。あの店のレジに立っていたってことを、……他の人に言って回って欲しくない？」

「あのわたしは、じつは――」

　なにか言いかける彼女を、陸は手を振って制した。

「いいよいいよ。なにか事情があるんだろうって思うけど、話さないでいいから」

　そうやって片付けて、話の続きを彼女にする。

「とにかく。僕たち二人は、ともに秘密にしておきたいってことでは一致しているわけだし……。だから、おたがい秘密にするってことで……、どうかな？」

　陸の申し出が、彼女のツボにはまったか――。

「うん！　うん！」

　朝倉綾乃は、何度も何度も、首を力強く振りたくった。

　陸がエロマンガ専門店の「常連」であることを秘密にしてもらいたいのと同じように、彼女もエロマンガ専門店の「店長」であることを秘密にしてもらいたいわけだ。

「大丈夫。守るから。誰にも絶対話さないから心配しないで」

「わ。わたしも秘密は守るから」

　――と。

　すっと彼女の手が伸びてきた。

　陸の目の前に、小指が一本、突き出されている。

「え？」

「約束っ」

　なにか変かしら？　という顔で彼女は陸を見返している。

「あ。うん」

　小指と小指をからめて、何回か振った。遠い子供のころにはやった覚えがある。「指切りげんまん」というあれだ。でも高校生になって、こんなの、なんか気(き)恥(は)ずかしい。あと女の子と指を絡(から)ませあうなんて、もっと気恥ずかしい。

　エロマンガの中では〝もっと凄(すご)いの〟をいっぱい目にしているわけだけど。

「じゃ……あの……。お店があるから」

　そう言って、彼女は小さくお辞(じ)儀(ぎ)した。

　そして廊下を歩いてゆく。

　渡された紙袋を手に、陸は立ち去る彼女の背中を――その黒髪を、ただ見つめていた。

　今日も朝倉綾乃はエロマンガ専門店のレジに立つのだろう。
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　今日もやっぱり来てしまった。

「→西口への近道。通り抜けご自由に」というトラップ的な看板から入って、階段をあがり、フロアというより通路に思える店内で、本の物色などぜんぜんしないで、陸は遠目に朝倉綾乃の姿を見ていた。

　忙しそうにしている彼女は、こちらに気づく気配などぜんぜんない。

　太い客、細い客、わけへだてなく「いらっしゃいませ」と頭(こうべ)を垂れて、レジに積まれた本をＰＯＳレジに読ませてゆく。表紙は凝(ぎよう)視(し)せず、すぐに裏返してバーコードに狙(ねら)いを付ける。昨日ドクターストップになって彼女も学習したようだ。しかしエロマンガは表紙だけでなくて裏表紙にもエッチな絵が満(まん)載(さい)だ。表紙には載(の)せられないような絵が描かれていることも多い。

　朝倉綾乃はやっぱりダメージを食らっていた。

　くらり、と揺らぐが、がんばって持ち直して、バーコードを読む。なるべく見ないようにして読む。読む読む読む。本を袋に詰めて、手(て)提(さ)げ袋(ぶくろ)に入れて、客に渡して礼をして送り出す。

　次の客もまた、手提げ袋が必要なくらい持ちこんできて、どっさりとレジに置く。

　大学生かそれとも社会人か。大人(おとな)買(が)いだ。さすが財力のある人たちは違う。高校生の陸は選び抜いて五冊が関の山だが、この店の常連客の中には、毎月出ている何十冊ものエロマンガをすべて買っているような強(つわ)者(もの)もいる。

　朝倉綾乃はまた一冊ずつ、バーコードを通してゆく。

「やあ陸くん。どうしたの。今日もバイト手伝ってくれるの？」

「うわっ――鳥の巣さん！」

「え？　鳥の巣？　なにが？」

　鳥の巣さんはキョロキョロと周囲を見回している。いきなり声を掛けられて、慌てて、うっかり心の中だけの呼び名で呼んでしまった。

「いえあの――」

　きちんと名前を呼び直そうとした陸だったが、そういや本名を知らなかったことに、いま気づいた。〝鳥の巣さん〟というあれは、陸の心の中だけの呼び名だ。

「いえ――、それより彼女、なんで店長なんですか？」

「店長じゃないよ。店長代理だよ」

　店の中のことだから内緒にされるかと思いきや、鳥の巣さんはあっさり話してくれた。

「ヒゲの店長はどうしたんですか？」

「ああ。腰やっちゃったんだ。搬入で無理して重い段ボール持ちあげて、ギックリと」

「なるほど」

「それで娘さんである彼女が代理で――」

「娘えぇ!?」

「な、なに。どうしたの」

　――娘っ！　あのヒゲの店長のっ！　てゆうか結婚できていたんだ！　あの店長！

　てっきり生(しよう)涯(がい)独身派かと思っていた。ちょっと失礼かもしれないと――いま思った。

「ぜんぜん似ていませんよね」

「ぜんぜん似てないねえ」

　鳥の巣さんと二人でしみじみとうなずき合う。朝倉綾乃はとっても美人で――。そしてヒゲの店長は言っては悪いが――。

　あと似ていないといえば、エロマンガ星の住人であるヒゲの店長と、〝そーゆーの〟がぜんぜん苦手な店長代理の朝倉綾乃と――。

「じゃあね。陸くん。忙しくなってきたから」

　鳥の巣さんが行ってしまう。

　彼の持ち場は二階の「旧刊コーナー」となっている。この店はややこしい作りになっていて、二階が四箇所ほどあったりする。通はそれぞれ「東の塔(とう)」「西の塔」「北の塔」「南の塔」と呼ぶ。それぞれ名物店員が持ち場を任されていて、品揃えも各自の裁量で独特なものとなっている。たとえば旧刊を取りそろえた鳥の巣さんの「西の塔」には「エロマンガの歴史」があるといわれている。

　一人になった陸は、行き交う客に道を譲りながら、レジに立つ朝倉綾乃の姿を見守った。
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　だんだんと客が増えてきた。夕方からが書店のピークだ。さっきまでは学生が多かったが、六時を過ぎると、会社帰りの社会人の姿がほとんどになる。

　大人買いする客が増えて、レジの朝倉綾乃もさらに忙しくなってきた。

　陸はハラハラしながら見守っていた。さっきから彼女の様子がどうもおかしい。動きがぎくしゃくしている。客に向ける笑顔も精彩を欠いて、顔からは血の気が失(う)せている。

　まるで彼女は――。

　このあいだ陸の前ではなぢを流したときと同じように、ぎこちない表情で――。

　あー、噴く。

　そう思った瞬間、綾乃は、はなぢを流した。

　とぴっ。

　エプロンに飛沫(しぶき)がとぶ。

　しかし彼女は気づいていないのか、まだバーコードリーダーを手に持っていて――。

「綾乃さん！　綾乃さん！　はなぢですよう！」

　ヤオイちゃんが駆けつけてきて、朝倉綾乃をバックヤードに引っぱっていった。

　レジには客が取り残されていた。店員は誰もやって来ない。

　客は皆、困ったように顔を見合わせている。昨夜も見た光景だ。

　陸は、「ふう」と息を吐いた。

　腕まくりをする。

　レジに向かって、ゆっくりと歩いていった。途中で平台から本を一冊抜き取って――。

「はい。すいません承(うけたまわ)ります。汚れてしまった本ですが、こちらとお取り替えします」

　レジの操作は昨日覚えていた。まったくなにも問題はなかった。
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　小一時間ほど、レジに立って戦った。

　大きな波がようやく過ぎて、一息つけるようになった頃、ふと後ろに気配を感じて、振り返ってみると――。

「ふぁの。ほめんなはい……。ひとうふん」

　申し訳なさそうな顔をして、朝倉綾乃が立っていた。

　声が変なのは、鼻にティッシュを詰めこんでいるせいだ。ちなみにいま言った言葉の内容は、「あの。ごめんなさい。紫東くん」といったあたりか。

「いいよ。もうすこし休んでいてよ。ここは平気だから」

　陸がそう言うと、朝倉綾乃は鼻ティッシュを取って――。

「そんなわけに――いかない」

　――と、強い顔で言ってきた。

「だって紫東くん。関係ないもの。働いてもらったら。悪いもの」

　彼女が学校で見せるリーダーシップのある顔に、陸は怯(ひる)みながらも、この小一時間のあいだ考えつづけていたことを、彼女に話すことにした。

「じゃあバイトに雇(やと)ってよ」

「え？」

　朝倉綾乃は、目をぱちくりとしている。

「店員にしてくれたら、もう関係なくないし。朝倉さんだって遠慮しなくて済むよね」

「えっ。あのその」

　彼女は混乱しているようだった。アクシデントに弱いタイプなのかもしれない。

「それに、そうすれば――」

「それに？」

「あ。うん。なんでもない」

　言いかけた言葉を、陸は胸のうちに呑みこんだ。

　そうすれば君を助けられるから――とか、ちょっと言えない。カッコ良すぎて。

「ああ。陸くんだったら賛成だなぁ。ほらけっこう詳(くわ)しいし」

　いつからそこにいたのか、鳥の巣さんがそう言ってきた。

「でも……。バイト代。そんなに出せないかも？」

　朝倉綾乃はまだ迷っている。

「べつにいいわよね陸。時給一冊で」

　陸のことを呼び捨てにしてくるのは、痴ロリ――もとい、精霊ロリ子だった。なぜ彼女が〝精霊〟なのかというと、自分でそう自称しているからだった。彼女は「エロマンガの精霊」なのだそうだ。真顔でそう言う。どこまで本気なのか、陸にはわからない。

「陸、現物支給のほうが嬉しいでしょ？　よかったわね。オカズがいっぱ――」

　彼女の口を大急ぎで塞(ふさ)ぐ。――これ以上危険なコトを口走ってしまう前に。

「お願いします！　雇ってください！」

　陸はずばっと頭を下げた。

「え？　そんな。やだ。頭下げないでっ。お願いしなきゃならないのは、むしろこっちのほうで……」

「じゃあ!?」

　陸は顔を持ちあげた。

「こちらこそ……、お願いします」

　彼女が今日初めて笑ったように思えた。その笑顔が、とてもまぶしかった。
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　いつものバイト。いつもの《マーベラス》の店内。

　陸(りく)がレジに立ち、調子よくバーコードを通していると、ツインテールをふりふり、チロリさんが歩いてきた。

「ねえ。綾(あや)乃(の)、また引きこもってるの？」

「えーと……、まあ、そうです」

　引きこもりという表現はどうかと思うが、たしかに言い得て妙ではあった。

　おヒゲの店長の代理となって店長になった綾乃であるが、なにかと理由を付けては薄暗いバックヤードにこもって事務仕事をやっている。レジに立つと「えっちな本」の表紙を目にしなくてはならず、そうすると彼女のＨＰだかＭＰだかは減りつづけ、ついには〝はなぢ〟を流してしまうわけで――。

　二十数冊のエロマンガを一挙にお買い上げになったお客さんに、手(て)提(さ)げ袋(ぶくろ)を二重にサービスして、お見送りする。

　チロリさんが「またいらっしゃいね～」と、ひらひらと手を振る。この人は誰(だれ)に対しても年上として接する。外見は○学六年生くらいなのに。

「で。なんで綾乃、引きこもってるわけ？」

　さっきの話題に立ち返って、チロリさんが言う。

「さあ。なんででしょうね」

　陸は説明する手間を省いた。エロマンガ星の住人には決して理解できない理由だったからだ。常にエロいモノに囲まれて過ごし、常にエロいことを考えて、エロいことを言うのは日常茶飯事で――。そのせいで、もはや自覚もなんもなしにエロいことを口走っていたりする人種には、決して理解できないことがある。

「あ。そうだ陸。これ渡しておくから」

　チロリさんはエプロンのポッケから、カードリモコンのような物体を取りだした。

　陸は受け取った物体を、ためつすがめつしてみた。ボタンは一個しか付いていない。

　このボタンなんなんでしょう、と訊(き)こうと思ったら――。

「それ。綾乃の呼び出しボタンね」

　チロリさんのほうからそう言ってきた。

「へー」

「ポケベルみたいなものよ」

「なんですか？　……ポケベルって？」

「あー。いまの子は知らないか」

「僕知ってるよー」

　鳥(とり)の巣(す)さんがとことことやってきた。《マーベラス》のフロアは折れ曲がっているので、すぐ近くに人がいても気がつかないこともある。

「昔よく使ったよねー。携(けい)帯(たい)が出てくる前」

　それはいったいいつの時代のことでしょう。

「陸。ねえ押したい？　押したいでしょ？　ねえ陸」

「いえ。べつにそんな。……用もないのに押しちゃだめなんでしょう？」

「そういえば陸。そろそろ休(きゆう)憩(けい)じゃなかったっけ？」

「ええ。まあ……。もう十五分くらい過ぎてますけど」

「ひどいよね。だれも交代に来てくれないのね。かわいそうね。陸」

「かわいそうだねー。陸くん」

　あんたらは交代してくれないわけですね。チロリさん。そして鳥の巣さん。

「店長もきっと忘れてるんだと思うよ。陸くんの休憩時間。こういうときに呼び出しベルで呼べばいいんじゃないかな。ほら――押したくなってきたよね？」

　なんでこの二人は、こんなにボタンを押させたがっているのだろう。

　しかしこれで陸にもボタンを押す口実ができた。じつはちょっぴり押してみたかったりする。

「ほうら陸。どぴゅっと押しちゃえ」

「なんでそこで〝どぴゅっ〟なんですか」

　言い返しつつも、陸はボタンに手を掛けた。

「いいですか。押しますよ」

「ああん♡　きて♡　きてえ♡」

　淫(いん)語(ご)で返事が返る。ちなみに自分の肩を抱きしめて色っぽく言っているのは、チロリさんじゃなくて、鳥の巣さんのほうである。

　ボタンを押した。

　しばらく待つ。なんの音もしないし、なにも起きない。

　もういっぺん押してみる。

　三回目を押そうかどうか、迷ったところで――。

「はっ……、はぁ――い！」

　ぱたぱたと駆けてくる綾乃の足音が聞こえた。

「――押さないでっ。もう押さないでっ」

　綾乃はなんだか慌てているようだった。息を切らしてまっしぐらに駆けてくる。

「綾乃。受信機のほう。きちんと入れてる？」

「い、入れてますよぅ」

「きちんと胸ポケットにしまってる？」

　チロリさんが何度もしつこいくらいに確認している。

「入れてますっ」

「ちゃんと入れてあるかどうか。見せてみなさい」

「もうっ。ちゃんと入れてますよぅ」

　綾乃はエプロンを引っぱった。その下のシャツの胸ポケットから、平たい受信機を取り出してくる。カードサイズでやや厚みのあるプラスチック製の物体だ。

「陸。リモコン押してみて」

「はい？　こうですか？」

　陸は言われるまま、ボタンを押しこんだ。

　綾乃の手の中で、受信機がブブブブと激しく振動した。

「おわかり？」

　チロリさんが言う。

　いったいなにが〝わかった〟というのか。まったくなにひとつ意味不明だ。

　しかし陸には伝わった。わかってしまった。

「……なんなんですか？」

　綾乃はヘンな顔をしつつも、受信機を胸のポケットに戻した。ポケットが位置しているのは、ちょうど胸の膨らみの上。控えめだけどそれなりに山谷を作っている綾乃の胸の山頂付近――。

　ということはつまり、受信機は胸の先端付近に接しているということになる。ボタンを押すと、ブルブルと激しく震えるあの物体が当たっているのは、だからつまり――。

「ね。陸。わかったでしょ？」

　チロリさんに言われる。陸は力強く首を振って返した。

　さすが痴(ち)女(じよ)。

「なんなんですか？　……もう、紫(し)東(とう)くんも」

　チロリさんと通じ合ってしまった陸のことを、綾乃はしばらくへんな目で見つめていたが――。

「あ。レジですか。あ。ごめんなさい。伝票整理に夢中になってて……」

　自分が呼ばれた理由を、綾乃は都合良く誤解してくれた。納得した顔になる。

　いや。もともとそれで呼んだんだっけ。いまとなっては〝目的〟がまったくすり替わってしまったが――。

　綾乃は苦手なレジに入ることを、一瞬迷っていた。

　でも責任感の強い彼女のこと。すぐ決意の顔になる。苦手なレジに、まなじりを決して入ってゆく。

　綾乃はエッチな絵が苦手なのだった。そしてこの《マーベラス》は日本でも数少ないエロマンガ専門店である。すべての本の表紙はエッチな絵。女の子がコンドームの袋をくわえていたり、汁がぶっかけになっていたり、あまつさえ「くぱぁ」と自分で開いていたりする。なにを開いているかとか、ここではあえて言わないが――。

　綾乃はレジを通す際に、エッチな絵をなるべく見ないように工夫している。すぐに本をひっくり返してバーコードのある裏側を上にする。ところがどっこい。エロマンガは背表紙にもエッチな絵がいっぱいだ。綾乃のＨＰは時間とともに減ってゆき、ゼロになった時点で、「たらー」とか「とぴっ」とか「ぴぴゅっ」とか「ぷしっ」とか、可(か)愛(わい)らしい擬(ぎ)音(おん)とともに、はなぢが流れることになる。

　綾乃が店長となり、陸がバイトとなってから、しばらくが経(た)つが――。

　陸の記憶するかぎり、彼女がはなぢを流さなかった日は、ほとんどない。

「それじゃね。陸。――愉(たの)しみなさい」

　意味深な言葉を残し、《マーベラス》随(ずい)一(いち)のロリ痴女であるチロリさんは、ツインテールの先をふりふり、行ってしまった。

　陸は一人、取り残された。

　いや一人ではない。綾乃がいる。そして陸の手にはリモコンの送信機が残されている。

「休憩行かなくていいの？　紫東くん？　そのためにわたし……、呼ばれたのよね？」

「ああ……。うん。そうそう。そうなんだ」

「あっ――いらっしゃいませ」

　不審そうな顔の綾乃だが、すぐにお客さんがきて、持ちこまれた山を処理することに忙(ぼう)殺(さつ)される。陸はそのへんをうろうろ。本を手に取ってはパラパラ。並べ替えをするふりをしては、ちらりちらり――。

　リモコンを手の中に収めたまま、どうにも決心がつかなくて、ぶらぶらとさまよう。

　鳥の巣さんの姿も、もうとっくにどこかへ消えている。

「ありがとうございました」

　綾乃がぺこりとお辞儀をして、お客さんを見送る。

　そのエプロンの胸元の山谷に、ムラっときた。――ちがった。ドキッとした。

　通路の角まで行って、その向こう側に隠れる。

　陸はリモコンを押した。

「あっ……」

　瞬間、綾乃が小声を洩(も)らした。

　胸元を手で押さえ――きょろきょろとせわしなく周囲を見て、通路の角から顔だけ出していた陸を見つけだす。

「もう！」

　片手をあげて、怒ったポーズ。

「ごめんごめん」

　陸は素知らぬ顔でごまかした。

　すぐにまたべつのお客さんがレジにやって来る。学生の帰宅時間から、サラリーマンの帰宅時間に切り替わって、だんだんと混んでくる頃合いだ。お買い上げとなる本の冊数も増えてくる。さすが。社会人の方々はお金を持っている。一挙に十冊なんて、わりと普通だ。

　綾乃はひどく忙しい。

　チャンスだった。

　陸はリモコンを押した。

　綾乃がびくっと体を固くする。でも目の前にはお客様。レジ打ちの途中。陸のことを怒ろうにも怒れない。

　引きつった笑顔で「ありがとうございます」とお客さんを送りだした綾乃が、怖い顔をこちらに向けてくるが――。またすぐに、次のお客さんがやってきてしまう。

　ナイス。客。

　陸はリモコンを押した。

　だいぶ大(だい)胆(たん)に押した。

　最初のときのおっかなびっくりといった押しかたではなく、ずうずうしいほど大胆に、確信を込めてボタンを押した。

　綾乃が顔を赤くしている。耳たぶまで真っ赤に染めあげて、それでも笑顔を無理矢理作って、レジ打ちを続けようとしている。

　陸はリモコンを押した。押しまくった。ただ押し続けるだけではない。リズムを付けたりして綾乃の胸の先端を責め抜いた。

「……あっ」

　ついに綾乃の口から声が洩れる。数メートルを隔(へだ)てていても、しっかり聞こえた。

　よっしゃー！　――と、陸は心の中でガッツポーズをとった。

　綾乃はすっかりうつむいてしまった。

　手だけはなんとか動かして、本をレジに通していこうとするが――。もたもたと何回も間違えつづけて、新人バイトみたいに危なっかしい。

　その胸ポケットのなかでは、いまもバイブレーターがブブブブと凶悪な唸(うな)りをあげて、女の子の敏感な場所（←たぶん。未経験により推測のみ）を責(せ)め苛(さいな)んでいるのだ。

「あっ……ふっ、ありがとう……、ござい、ましたぁ……あっ」

　吐(と)息(いき)を何度も洩らしつつ、綾乃はお客さんを、なんとかかんとか送りだした。

　お客さんは変な顔をして帰っていった。途中で一回、二回、振り返りつつ――。

　その吐息は、知らない人が聞いたら具合悪いんじゃないのこの娘(こ)とかいうカンジ。

　だがしかし、わかっている人にしてみれば、まさしく、アレなときのアレな声。

「紫東くんっ！」

　青息吐息でお客さんを送りだしてから――。

　綾乃は、きっとばかりに、こちらをにらんできた。

「わっ、わっ、わわっ」

　陸は慌(あわ)てた。綾乃に見つかってしまった。

　手の中にはリモコンがある。言い逃れはできない。

「紫東くん――っ！」

　綾乃はつかつかとこちらに向かって歩いてくる。

「わっわっわわっ！」

　陸はどうしていいかわからず――とりあえずリモコンを押した。

「ひゃん――」

　一瞬怯(ひる)んだ綾乃であったが、すぐに怒りとともに立ち直った。

「紫東くん――んんうッ！」

　前にも増した勢いで、ずんずんと床を踏み抜いて突き進んでくる。

　押した。押した。また押した。

　残された時間はわずかだった。思い残すことがないようにしなければ。

　押した。押した。そして押し――

「紫東くんッ！」

　綾乃の手が飛んできた。平手ではなかった。グーだった。鉄拳制裁だった。

　そして陸は星になった。

　壁で跳(は)ね返(かえ)ってくるくると回った。

　そしてはなぢが、たらーりと流れた。

「あっ――ごめんなさい！　わたし思わず――やだそんなつもりじゃ！　紫東くんっ、血がっ、血がっ――どうしようどうしよう！　ごめんなさいごめんなさい！」

　綾乃が店長となり、陸がバイトとなってから、しばらくが経つが――。

　陸の記憶するかぎり、綾乃がはなぢを流さなかった日は、ほとんどなかった。

　そしてそういう日は、決まって陸がはなぢを流すのだ。

　今日のように。

　綾乃にティッシュをあてがわれて、手当てを受けているあいだ、陸はただひとつのことを考えていた――。

　綾乃を怒らせるのは、もうやめよう。

　本日の擬音は「たらーり」だった。
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　その日のバイトが始まってすぐ、陸(りく)は本日発売となる新刊十数冊を抱えて、東の塔(とう)へと赴(おもむ)いた。

　この《マーベラス》には、〝二階〟が、じつに四つある。

　東西南北の四つの階段から上がっていった先にある、それぞれのフロアのことを、通は〝塔〟と呼んでいる。

　関(かん)羽(う)さんの担当フロアは東の階段の先。つまり〝東の塔〟となるわけだ。

　階段を上りきったところで、いったん立ち止まる。

　こそーっと様子を窺(うかが)いながら、声をかける。

「……関羽さーん？」

　どうも苦手なのだった。

　関羽さんも――。

　そしてこの東の塔の雰(ふん)囲(い)気(き)も――。

「――ひいっ!?」

　不意に喉元に冷たい感(かん)触(しよく)を覚えて、陸は悲鳴を上げてしまった。

　ぎらりと輝く銀光が首筋から離れていった。

　金属の触れていた肌(はだ)に、しばらくのあいだ、ひやりとした冷たさが残った。

「なんだ。誰(だれ)かと思えば少年か」

　すらりとした長身の女性が死角から現れる。鍛(きた)えたその肉体は見事なプロポーションを誇ってはいるが、グラマーというよりは〝偉(い)丈(じよう)夫(ふ)〟とでも呼ぶべきだろう。実戦向きの肉体だ。

　彼女の〝武器〟は青(せい)龍(りゆう)刀(とう)。

　正確には青龍偃(えん)月(げつ)刀(とう)というらしい。薙(なぎ)刀(なた)というか、槍(やり)というか、そんなような形の武器である。

　この平和な現代日本において、彼女が常に槍を背中に背負っている理由を、陸は知らない。聞かされたこともあるが、納得できていない。

　たしか――『武人たるもの、己(おのれ)の得(え)物(もの)を常に身に帯びているのは当然のこと』だとかなんだとか。まったくぜんぜんなにを言っているのか正直なところ皆(かい)目(もく)わからない。

　平和な現代に生きる人間にはまったくもって理解不能だ。

　エロマンガ店のバイトをするのにどうして刃物が必要になるのだろうか。あと銃(じゆう)刀(とう)法(ほう)とかそのへんの法律は、いったいどーゆーことになっているのだろうか。

「あのですね関羽さん。いきなり人の喉元に刃物を突きつけないでくださいよ」

「いや。少年の素行が怪(あや)しかったものでな」

「ぜんぜん怪しくないですよ」

「いや足音を忍(しの)ばせ気配を殺し、物(もの)陰(かげ)からこっそり窺(うかが)っている様は、まるで私を暗殺しにきた刺(し)客(かく)のようで――」

「しませんし」

「そうだな」

「いませんし」

「いや。刺客はいるぞ。武人たるもの、いついかなる瞬間に襲(しゆう)撃(げき)を受けたとしても、反撃し、返(かえ)り討(う)ちにせねば――」

「しなくていいですし」

「しかし襲撃された場合には、やはり反撃を――」

「されませんし」

　関羽さんは納得できなかったか、まだしばらく、ぶつぶつと口の中でつぶやいていた。

「ところで、これ、今日の新刊です」

　ずっと抱えたままだった新刊を関羽さんに示す。

「おお。いつもすまない」

　正確に言うと、陸の運んできた十数冊は、新刊の〝見本〟だ。

　ここから関羽さんが自分のフロアに並べる本を選ぶのだ。

　関羽さんの管(かん)轄(かつ)する〝東の塔〟に置かれている本は、すべて関羽さんによって厳(げん)選(せん)されたものである。

　塔の主にはそれぞれの趣味がある。

　鳥(とり)の巣(す)さんが根(ね)城(じろ)とする西の塔が旧刊を主に扱っていたり、ヤオイちゃんの預かる南の塔がＢＬ(ボーイズラブ)専門フロアだったり、チロリさんの支配する北の塔が過激で禍(まが)々(まが)しいモノばかり集めていたりするのと同じように、関羽さんにも独特の趣味と趣向があるわけだが――それがどんなものなのか、陸にはさっぱりわからない。

「む……、うん……」

　関羽さんが息を洩(も)らす。

　気迫を込めて手をかざし――。

　あたかもスキャンでもするかのように、陸の抱えた本の山から十センチばかりの距離をとって、手のひらを滑(すべ)らせてゆく。

　十数冊を〝スキャン〟し終えると、関羽さんは口を開いた。

「二冊目と五冊目と、七冊目をもらおう」

「はぁ」

　陸は言われるまま、山の中から、言われた場所にある本を抜き取った。

　しかし表紙さえ見ずに、手をかざしただけで、いったいなにが分かるというのか。

〝表紙買い〟というものならあるが――。表紙も見ずに〝手かざし買い〟というのはさすがにないだろう。

「あとその最後にある十二冊目だが……ううむ。どうしたものか」

「あ。それ。チロリさんが取りたがってましたけど」

「だろうな。その種の氣(き)を感じる」

　関羽さんは重々しくうなずいた。我が意を得たり、という感じだ。

　うちの店の〝塔の主〟たちは、変なところでお互いのことを認め合っている。一目を置きあっている。

　関羽さんの言った二冊目と五冊目と七冊目は――表紙を見るかぎりでは、なかなかキテいる本なのは確かだった。そしてチロリさんも欲しがっていた最後の十二冊目のほうは――なかなか禍々しいことも確かだ。

　なにしろ表紙で、お姉さんが白目を剝(む)いて悶(もん)絶(ぜつ)していたりする。そしてお姉さんの内(うち)腿(もも)には「正」の字が七つも八つも書かれている。

　意味はあえて問うまい。

　関羽さんではないが、ある種の〝オーラ〟のような迫力は感じた。入(にゆう)魂(こん)の一冊的なナニカ。開いて見れば、きっと実用度バッチリのえっち過ぎるマンガなのは、陸のキャリアと実績からいって八〇パーセントくらい確かである。

「その氣っての、なんなんですか？」

「〝武〟とはその本質において、口伝で伝承不能なものだよ」

「はあ」

　いつもこれだ。

　関羽さんに質問すると、こんなふうにはぐらかされる。

　本気なのかそれともからかわれているのか。からかわれているという解釈のほうが、まだしも救いがある。なにしろ関羽さんの言うことをすべて真に受けると、彼女が「関羽雲(うん)長(ちよう)」の生まれ変わりなのだということも信じなければならなくなる。

　ちなみに「関羽雲長」とは、三国志に出てくる人物のことだ。

「表紙買いくらいなら、僕も、昔はよくやりましたけど……」

《マーベラス》のバイトとなったいまはその必要がなくなってしまったが、まだ技術(スキル)は鈍(にぶ)っていないという自負がある。表紙を見ただけで、その本が〝アタリ〟か〝ハズレ〟か判断できるようでなければ、この世界で生きる資格はない。

　ちなみに陸の的中率は八〇パーセントである。

「君の資質はなかなかのものだと、私は前々から言っているのだけどね。どうだ。私の元で修行を積む気には、まだならないか？　私なら君を立派な漢にしてやれるのだが」

　年上で美人のお姉さんの口から〝男にしてやる〟とかいう刺激的なコトバを聞いて、一瞬クラっとはきたが――。しかしここで注意しておかねばならないところは、彼女が〝男〟と言っていなくて〝漢〟と言っているところだろう。

「しませんし。だいたい漢になってどーすんですか」

「もちろん。軍(いくさ)場(ば)において一(いつ)騎(き)当(とう)千(せん)の――」

「戦国時代にでも生まれ直したらそのときに改めてお願いします」

「つれないな」

　関羽さんはため息を洩らす。

　その仕草も表情もなんだか色っぽくて、あと戦(せん)闘(とう)用(よう)セーラー服の胸の高さとか、大(だい)胆(たん)に剝(む)き出(だ)しのお臍(へそ)とか腹筋とかに青少年的に目が行ってしまって、陸は口を開いて慌てて言った。

「最後の一冊。半分ずつ置いときます？　今日はこれ十六ほど入ってましたからチロリさんと八冊ずつで」

「いや。今回は譲(ゆず)るとしよう。彼女によろしく言っておいてくれ」

「はあ」

　なにをよろしくなのやら。年上のお姉さんには、なんだかすっかり見(み)透(す)かされた感じだ。綾乃を相手にしているときには〝攻め〟に回れるのに、関羽さんやチロリさんのときにはすっかり〝受け〟だ。

「おす！　師(し)匠(しよう)！　お話し中のところすいません！　今日も稽(けい)古(こ)を付けて頂きたく参上しました！」

　関羽道場の門(もん)下(か)生(せい)たちが、ぞろぞろと列をなして上がってくるところだった。

　関羽さんの選択した〝氣を放つ三冊〟の在庫を取りに階段を駆け下りてゆきながら、陸は思った。

　変人揃(ぞろ)いのこの《マーベラス》のなかでも、ある意味、関羽さんがいちばん変だろう。

　その変さかげんは、底が知れない。
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「ねえねえ陸(りく)。根本縛(しば)って我(が)慢(まん)させるのってあるじゃない。お預けプレイでさ」

「ななな。なんですか。なにいきなり危険なこと言ってるんですか。チロリさん」

　無警戒の背後から、吐(と)息(いき)とともに首筋に声をかけられて、陸はおおいにうろたえた。

　運んでいた本の山が乱れた。いっぺん乱れてしまうと、これはもうどうしようもない。そこらの平台の上に本の山を置いて、角を出してまっすぐ積み直して、もういちど持ち直す。

「そんなことよりチロリさんも新刊並べるの手伝ってくださいよ」

　夕方の六時くらいから団体様がご到着される。スーツという名の制服に身を包んだ、会社帰りのサラリーマン戦士の方々がやってきては、数冊まとめて大人買いされてゆく。万札が飛びかうこの時間帯は、《マーベラス》のおもな収益時間帯であり、大事な時間だった。「エロマンガ」というマイナーな品物を取り扱う関係上、経営は決して楽ではなく、それは帳簿を付けるときの綾(あや)乃(の)の小難しく引き寄せられた眉(まゆ)毛(げ)を見ていてもよくわかる。

「なに陸？　あなた女のコに力仕事させるわけ？」

　とか言いつつもチロリさんは、陸の半分くらいを持って後からついてきた。小学生並みの彼女の体格からすれば妥(だ)当(とう)な量だろう。

「だから縛るのってあるでしょ。根本縛って射(しや)精(せい)させてあげないで、女のコが上に乗っかって、自分から腰振って延々と責め立てて、最後、男のコが泣きながら射精のお願いしてきたら、根本を縛り付けてたリボンを解(ほど)いて、ようやく、どっぷわぁーって溜(た)まりに溜まった灼(しやく)熱(ねつ)のマグマを大量射精させてあげるの。膣(ちつ)奥(おく)で受け止めるの」

　後ろを歩くチロリさんから、詳(しよう)細(さい)すぎる内容を聞かされて、陸は困った顔を前に向けていた。

　これたぶん素でやってる。

　嫌がらせでも、からかっているわけでもなくて、エロ成分を空気がわりに呼吸しなければ死んでしまうようなイキモノだから仕方がないのだ。口から出た言葉はすべて淫(いん)語(ご)か淫(いん)猥(わい)な話になってしまうのだ。ただ存在するだけで周囲に致(ち)死(し)量(りよう)のエロ成分をまき散らしてしまうのだ。それはチロリさんの責任ではない。

　それはそうと、〝出す側〟でなくて〝受ける側〟の視点になってしまうのが、女の子なんだなとか、ふとそんなことを思ってしまう。

「でどう思うの陸？　根本縛りに関して貴方(あなた)の見解は？」

「あのですね。僕。そっち系って正直あんまり……」

　どっちかっていうと普通にエッチして普通にエロいほうが好きだった。ジャンルでいえば和(わ)姦(かん)でラブラブなほう。

「なによレンジ狭(せま)いわね。そんなことじゃ立派なエロ漫(まん)王(おう)になれないわよ。ていうか陸。貴方Ｍ男の素質がすごくありそうなんだけど。ちょっとあたしに一生預けてみない？　立派なＭ奴(ど)隷(れい)に調(ちよう)教(きよう)してあげる」

「ちょっとで一生預けるもんじゃないと思います。あとＭ男とＭ奴隷は微妙に違うと思います。そんなあたりの区別がついていないもしくは意図的に混同するような怪(あや)しいマスター・ヨーダに僕はやっぱり人生捧(ささ)げたくはないですね」

「あら詳(くわ)しいのね。Ｍ男とＭ奴隷の違いなんかに。やっぱり興(きよう)味(み)津(しん)々(しん)なんじゃないの？」

「根本縛りの話だったんじゃないんですか？」

　売り場に到着して本を並べはじめる。会話はしていても、手は止めない。そこは陸もチロリさんも同じ。休(きゆう)憩(けい)して立ち話するときもあるけど、働くときにはきちんと働く。チロリさんや鳥(とり)の巣(す)さんたちが、しょっちゅうサボって休憩しているように見えるあれも、残業続きの超過勤務を乗り切るための知恵なのだ。学校あがってからバイトで数時間だけ入る陸とは違い、なんかチロリさんたちって、午前中の開店から閉店までずっと店に常(じよう)駐(ちゆう)しているわけだし。だけどチロリさんたちって普段の生活はいったいどうしているのだろうか。本当に精(せい)霊(れい)なのじゃあるまいし。

「後ろにならえ」

「はい？」

　いきなり変なことを言われて、陸は振り返った。

「なんですか？　なんの話ですか？」

「根本縛りってリアルじゃないっていう話」

「ああまだその話って続いていたんですか」

「あれってリアリティはあるけど、リアルじゃないわよね。ほんとに縛っちゃうと射精が止まるんじゃないんだって。先っぽからびょるって出てくるかわりに、後ろにならえしちゃうんだって」

「その〝後ろにならえ〟ってどういう意味なんですか？」

　陸は手を止めて、聞き入った。

「なんか〝逆行性射精〟っていうらしいわよ？　精液が逆流しちゃって、さきっちょに向かわずに、膀(ぼう)胱(こう)のほうにドピュドピュしちゃうんだって。あれでしょ男のコって奥のほう膀胱に繋(つな)がっているのよね？　女のコと違って？」

「うっ……」

　なんか生々しかった。リアルすぎた。〝リアリティ〟と〝リアル〟の違いってなんなのだろうと、さっき一瞬思ったりもした。なんだか大変よくわかってしまった。

「そ……、それって本当なんですか？」

「さあ」

「さあって……。なんですか。単なる伝聞なんですか。じゃウソかもしれないんですね」

「うそってことはないでしょ。だって医学のページにだって、そういう症(しよう)例(れい)があるって書いてあったし……」

　チロリさんが見せた一瞬の弱気を陸は見逃さない。

「それは普通のときの症例じゃないんですか？　わざわざ縛ってみる人なんてそうそういないと思いますけど」

「そ、そりゃまあ……。たしかに前(ぜん)立(りつ)腺(せん)を手術した人とかがそうなることがあるって、書いてあったわけだけど……」

　弱腰になるチロリさんを、陸はますます攻め立てていった。

「じゃあ実際に根本縛ったときに〝後ろにならえ〟になるかどうかは、わからないことになりますね」

　えっへん。と胸を張る。

「そ。だから陸で実験してみようって。そういう話」

　これまでの弱腰な雰(ふん)囲(い)気(き)はどこへやら。チロリさんは、しれっと言ってきた。

「あれ？」

　陸は固まった。

「え？　あれ？　実験？　やっ……いやですよ。なんで実験なんですか。なんの実験なんですか」

「だってあたしってば女のコだから射精できないしー」

「あはははは。これは陸くんの負けだねー」

　からからと明るい笑い声がかかる。鳥の巣さんだ。すっかりおもしろがっている。

「いいこと。陸。なにもいますぐ目の前で、ここでやれと言っているんじゃないの。今日お持ち帰りになった〝バイト代〟をオカズにしていいから、根本縛って試してみて、その結果を明日教えてくれればいいって、あたしはそこまで譲(じよう)歩(ほ)しているのに。どうしてそんなに聞き分けがないの」

「なんか年上ぶっていいことのように話したってダメですよ。根本的にどうして僕がやる必要があるのか、そこのところを説明してくださいよ」

「ああ？　うん？　じゃあ僕がやってこようか？　根本縛りでしょ？　そういえば前から興味あったんだよねー」

　鳥の巣さんがそう言った。

「やだキモい。カワイクない」

　チロリさんがぶすっとつぶやいた。

「……ほーらこいつ。嫌がりもしないで実行しちゃうでしょ。楽しくないわよ。知的好奇心しか満たされないわよ。陸ならイジってかわいいし。知的好奇心以外にも、ほら、いろいろと満たされるものがあるでしょう？」

「キモいのとカワイクないところには激しく同意ですが。その後ろのところに関しては同意を求められても僕としては困(こん)惑(わく)するばかりですが。それはやはり僕をおもちゃにしているってことでファイナルアンサー、よろしいでしょうか？」

　ピークタイムが始まってしまう前に、本を並べないとならないのだけど。

「オモチャっていうよりも……おかず？　嗜(し)虐(ぎやく)心(しん)が満たされて……濡れちゃう？　あはは。陸ほら赤くなってるー。キャーワイイーッ」

「じゃあそういうことで。勝手に濡れたり悶(もだ)えていたりしてください。僕は仕事がありますんで失礼します」

　陸は冷たく言うと、くるりと背を向けて仕事に戻った。

　その陸の背中に、チロリさんの声が掛かってくる。

「じゃあ陸。物々交換と行きましょう。これは純(じゆん)粋(すい)にビジネスの話よ。あたしのアレのときの録音と交換ってことでどうかしら？」

　陸はぴくりと、手を止めた。

　だが振り返ったりすることはしない。一瞬止まった手もすぐに動きを再開させた。

　陸は動(どう)揺(よう)を見事に殺しきっていた。理性の力によって感情と動揺とを抑(おさ)えることに成功していた。

　そして陸は、何事もなかったかのように振る舞いつつ、背中で訊(たず)ねた。

「ああああアレと申しますと」

「もう。やだ。……陸ぅ。アレっていったら、アレよ。アノときの声よ」

「いやいやいやいや。――ごまかされませんよ。そんな手には乗りませんよ。引っかけですよね。〝アレ〟とかいってはっきり直接言わないところが怪しさマックスです。だいたいチロリさんなんかじゃだめですね。あっけらかーん、としている人なんてエロチシズムはないです。モロパンで平然としているののどこがエロいというんですか。パンチラにこそエロチシズムはあるんです」

「あたしモロパンしていたっけ？」

　チロリさんは自分の穿(は)いているショートパンツを見下ろした。つられて見ると、細っこい生足が目に飛びこんできた。陸はすばやく目線を逸(そ)らした。ナマモノは苦手だ。エロマンガだとそんなのなんでもないのに。

「もののたとえですよ」

「なに？　見たいの？　ぱんつ？　――男のコってほんとぱんつ好きねえ。じゃあ見せてあげよっか？　それで交換条件成立するっ？」

「だからいったいなにを聞いていたんです。ぱんつそれ自体にエロはないんです。いやーん見えちゃったーまいっちんぐー、という恥(は)じらいにこそエロがあるんです。よってチロリさんはなにからなにまで失格です。恥(はじ)という概念を持たないエロ精霊をやめて、きちんと生身の女の子に生まれ変わって出直してきやがれです」

「うんうん。陸くんも成長したねえ。エロの真理にまた一歩近づいたよ」

「そうね。昔はＹ字とかでモンモンしたり、辞書で〝膣〟とか引いてハァハァしたりしていたのにね」

「それいつの話ですか。人の小学生時代をまるで見てきたように捏(ねつ)造(ぞう)しないでください」

「あたしのアノときの声じゃだめっていうなら。……じゃあ、綾乃のアレだったらどうなの――陸？」

「う……」

　チロリさんの意識の外からの攻撃に、陸はうめいた。完全に死角だった。

　綾乃。綾乃。あの清(せい)楚(そ)な綾乃が。あの生(き)真(ま)面(じ)目(め)な綾乃が。やっぱアレするんだ。するのかな？　ううんしてるよ。人間なんだから。きっとするさ。

「い、いやっ……。でもですよ？　そういうのって、人として人間として、どうなんでしょう？　だって盗(とう)聴(ちよう)ですよ？　犯罪ですよ？」

「陸くん。真剣に検討に入っちゃっているね。悩んでいるね」

「これは本気ね」

「人間は葛(かつ)藤(とう)する葦(あし)である――って言ったのって、あれ誰だっけ。アルキメデス？」

「パスカルだけど。ちょっと違うわね。葛藤じゃなくて考えるだわね。まいいけどね」

「ち……、ちょっと考えさせてもらえませんか？」

　熟考の末、陸は苦(く)渋(じゆう)に満ちた声でそう言った。

「おや日(ひ)和(よ)ったわ。陸。譲歩してきたわね。これは堕(お)ちたってことでいいのかしら？」

「この台詞(せりふ)を口にしてから誘(ゆう)惑(わく)を断てた人って、僕、知らないなぁ」

「皆さんサボってちゃだめです。――ほらもうすぐ六時です。忙しくなりますよ」

　声とともに綾乃がやってきた。すたすたと最短距離で通路を歩いてやってくると、陸が並べている最中だった未処理の山に取りかかる。

　手早く平台に場所を空けて、本日の新刊を高々と積みあげる。その場所にあったそれまでの新刊は、順次、平台の特等席から二軍三軍コーナーへと送られてゆく。最終的には表紙を見せる面出しをしないで、壁に立ち並ぶ書棚のなかに収められることになる。

　そうして背表紙だけとなった本は、あまり売れなくなる。効率重視の本屋であれば不良在庫として返本されるところだが、エロマンガ専門店の《マーベラス》では、濃(こ)いお客様方と、造(ぞう)詣(けい)の深い変(へん)態(たい)店員に支えられているおかげで、そうした本もそこそこの回転率を誇る。

「ああ綾乃ちょうどよかった。陸がね。あなたのアレのときの声を聞きたいんだってー」

「うわっ!?　ばっ――!?」

　チロリさんの言葉に、陸は悲鳴に近い声をあげてしまった。

　そして同時に確信した。

　これたぶん素だ。嫌がらせでもなんでもない。普通にあたりまえのように訊いている。だってアレくらい綾乃もするよね。あたしもするし。今日のお昼なに食べた？　オカズなんだった？　――くらいの日常会話として訊いちゃっている。

　綾乃は――。

　変な声をあげた陸のことを、胡(う)乱(ろん)な目つきで一(いち)瞥(べつ)したあと、チロリさんに真面目な顔を向けた。

「アレ？　と申しますと？」

「だからアレよ」

「アレじゃわかりませんよ？」

「人が毎日一回は必ずするアレよ？　なにわかんないの？　なんで？　どうして？」

「毎日……？　一回……？」

　太めの眉毛が綾乃のチャームポイント。その眉を目いっぱい引き寄せて、綾乃は難しい顔をする。あれはたぶんクイズかなにかと勘(かん)違(ちが)いしている。

「わかんない？　じゃあヒントね。毎日最低一回。人によっては何回もするかもね」

　いやそんな何回もしやしません。エロ仙(せん)人(にん)たちと一緒にしないでください。

「……歯(は)磨(みが)き？」

「さすが綾乃。ナイスボケね」

　チロリさんがにっこりと微笑する。出来の悪い生徒を辛(しん)抱(ぼう)強く導(みちび)く導(どう)師(し)の顔をする。

　陸は出来うることであれば、この場を立ち去りたかった。しかしいま逃げ出してしまうと主犯決定で有罪確定だし。あと〝正解〟に気づいたときの綾乃がどんな顔をするのか目撃する義務もしくは権利が自分にはあると思った。

「じゃあヒントその二――たいていは一人っきりのときに、ゆっくりできる場所でするものよ」

「ま、まさか……？」

　綾乃の顔が、だんだんと変わる。

　なぞなぞゲームで遊ぶ好奇心の顔が、だんだんと嫌(けん)悪(お)の色に染まってゆく。

「し……紫(し)東(とう)くんっ？　まさかとは思うけど……？　聞きたいっていったアレのときの音っていうのは……？」

　コワい顔を綾乃に向けられる。

「ち、ちがうんだ……。それはチロリさんが言ってただけで……。僕は別に……。そんなのべつに興味なんて、ぜんぜんなくて……」

「考えさせて欲しいって。陸。言ったじゃない」

「紫東くん！　み――見損ないました！　そんな！　そんなっ――トイレの音なんか聞きたいとかってそんなヘンタイっ！」

「はい？　トイレ？」

　陸はきょとんと小首を傾(かし)げた。

　それから、ぽん、と手を打ち鳴らした。

　綾乃の誤解がすぐにわかった。

「ちがう誤解だよ！　僕そんな上級者じゃないから！」

「ねえ陸。トイレの音のうちのどっちのほう？　大なのか。小なのか。それが問題よね」

「深(しん)遠(えん)な問題だねえ」

　鳥の巣さんが腕組みをして、うなずいている。

「だっ――大っ！　信じらんない！　信じらんない！　信じらんない！」

「ごっ――誤解だっ！　誤解だって！　誤解だって！　誤解だって！」

「青春ねえ」

「そうだねえ」

「このすれ違い具合。素晴らしいわね」

「そうだねえ」

　マスター・ヨーダ二匹は、えっひゃっひゃ、うっひゃっひゃ、と妖(よう)怪(かい)の笑いをあげている。

　いいかげん綾乃を鎮(しず)めないと――と、陸がそう思っていた矢先。

　ぷしっ。

　綾乃がついに、はなぢを漏(も)らした。

「あっ。ひゃぁ――。てぃっひゅ。てゅっひゅ……」

　ティッシュを探してうろうろする。　

　毎日はなぢを流しているのだから、ティッシュ持ち歩けばいいのに。

　綾乃は決して認めようとしないのだ。そしてティッシュを持とうとしないのだ。「そんなに毎日はなぢ流してません」というのが、綾乃が自分で思っている言い分だ。しかし現実は違う。

　朝(あさ)倉(くら)綾乃は、ほとんど毎日はなぢを流している。

「そういえば綾乃が毎日一回必ずするアレなときの音って……。はなぢの音でも、これ、正解になるわよね」

　チロリさんがぽつりとつぶやいた。

　たしかにそうだと、陸も思った。
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「あーもー！　バカ！　バカ！　ほんとバカッ！」

　昼休みの教室に委員長の声が響く。

「うるせー。バカバカいうほうがバカなんだ。しらねーのかこのバカ」

「私のほうがテストで一点高かったわよこのバカ！」

「バカ！　前の期末じゃ俺(おれ)のほうがおまえより五点も上だった！」

「前の期末ってなによそれもしかして中学の？　いつまでもくだらないこと覚えてんじゃないわよ。この腐(くさ)れバカ」

「あーんなケアレスミスやらかすバカにバカって言われたくねーぞこのバカ！」

「なんですって！　バカバカバカバカ！　この大バカ！」

「バカバカバカバカバカバカ！　どーだ俺のが一回多く言ってやったぞ、どうだバカ！」

「二回も多く言った！　バカのくせに！　もう許さない！」

　陸(りく)の教室においては、これは年中行事だ。

　委員長は黒(くろ)縁(ぶち)眼鏡(めがね)をずいっと持ちあげて、男子のことをにらみつけている。

　けっこうな美人なのに、そのゴツい眼鏡のおかげでやたらとヤボったく見えてしまう。

　ちなみに委員長というのは〝あだ名〟であって、本当の意味での委員長ではない。実際のクラス委員は別にいる。影が薄くてぜんぜん目立っていない。そんなわけで、陸のクラスでは、授業はじめの号令も委員長がかけていたりするのだが――。

　委員長と戦っている男子のほうは、クラス一の雄(ゆう)――芳(は)賀(が)王(おう)子(じ)だ。

　全クラス男子十数人において、誰もが認める――勇者もしくは、ああはなりたくない実例もしくは、ヒーローもしくは、バカ王子。

　彼のことを実名で呼ぶ者は、あまりいない。

　バカ男(お)、バカ王子、バカ王――と、様々な呼びかたはあるものの、どれもニュアンスは同じだ。

　陸自身は彼のことを〝バカオ〟と呼んでいた。もちろん〝親しみ〟を込めて。

　バカオと委員長のほうに顔を向けていたら、ふっと、近くの女子――クラスメートの朝(あさ)倉(くら)綾(あや)乃(の)と視線が重なってしまった。

　視線が重なった一瞬、どちらともなく通じあった。またやってるこの二人――と、目と目で通じあってしまって、つい、笑いがこぼれた。

　二人してすぐに気づく。すぐに目を逸(そ)らす。

　クラスにいるとき、陸は朝倉綾乃となるべく話さないようにしていた。そして教室の対角線にいるように心がけてもいた。エロマンガ専門店《マーベラス》で、店長と店員の関係にあることは、クラスメートには絶対の秘密だ。すこしでも疑われるような行動は慎まなければならない。どうせ店に行けば毎日たくさん喋(しやべ)れるのだし。

「もうアッタマきた！　――出(い)でよ！　エクスカリバー！」

　委員長が右手を真横に伸ばし、手首から先を、ぱたぱたとやった。

　女子の一人が掃(そう)除(じ)用具のロッカーを開けて、一本のホウキと一個のチリトリとを取り出した。女子たちの手を次々バトンリレーされていって委員長の手に渡る。

　委員長はホウキを高々と頭上にかざした。

　蛍(けい)光(こう)灯(とう)の光を受け、いま《聖剣エクスカリバー》が燦(さん)然(ぜん)と輝く。

　バカオが男子の勇者もしくは「ああはなりたくない実例」であるなら、委員長は女子側の勇者なのだ。全バカ男子の天敵だ。

「いつもいつもやられているだけだと思うなよ？　――出でよ！　腐(ふ)嶽(がく)っ！」

　バカオも同じように手をかざすが――。しかし。男子の誰も武器を渡しにいかない。

　しかたなく彼は自分で〝武器〟を取りにいった。キッタナイ雑(ぞう)巾(きん)を手にして戻る。そしてホウキの聖剣とチリトリの盾(たて)とで武装した委員長の前に立ちはだかる。

「なにがフガクよ。――それ雑巾でしょ」

「おまえのだってホウキだろうが。――これをただの雑巾と思うな。牛乳を拭いて七日目の雑巾だ！」

「うげっ」

「七日七晩鍛(きた)えしこの業(わざ)物(もの)を見よ！　神は我に絶対防御の力を遣(つか)わしたもうた！　触れられるものなら触れてみろ！　あらゆる物質を腐(くさ)らせるこの腐嶽の力！　思い知るがいい！」

「うわばっちい近寄るなバカ！」

「ホアチャア――!!」

　化(け)鳥(ちよう)のような雄(お)叫(たけ)びとともに、バカオは雑巾をヌンチャクのように振り回す。

　ぷ～んと、なんとも言えない「あの臭(にお)い」が教室中に漂う。ここ数日。なんか臭うと思っていたら、バカオのところだったのか。わざわざ熟成させていたんだ。武器にするために。

　なんたるバカ。

「きゃー！　きゃー！　きゃー！　くるなバカあ！」

　さしもの豪(ごう)傑(けつ)委員長も、この攻撃には逃げ一筋だった。

　委員長が逃げこんでいった先は――朝倉綾乃の背中だった。

「綾乃！　綾乃あやの！　アヤノ！　――言ってやって言ってやってよ！　綾乃も！」

「えっ？」

　最前線にいきなり出された綾乃は戸惑うばかり。ちなみにこの二人は親友だ。いつも仲良くおべんとを食べる仲。真(ま)面(じ)目(め)な綾乃と、堅(かた)物(ぶつ)な委員長とで、気が合うのではないかと、陸は前々からそう思っていた。

「えと。……あ、あのね。芳賀君。ほらまだごはん食べてる人もいるから」

「ちがう！」

　叫(さけ)んだのは委員長。

「そっちじゃなくて！　エッチな本！　ガッコに持ってくんな！　読んでんな！　って――そう言ってやって！　言ってやってよ！」

「えっ……？」

　綾乃の動きが止まった。数メートル離れたこちらで、陸も動きを止めていた。

「これか？」

「ギャーッ！」

　バカオの取りだした本に、委員長が野太い悲鳴をあげた。

「そんな本！　そんなキタナイ本！　見せるな！　捨てろ！　燃やして滅(めつ)菌(きん)消毒しろ！　今すぐに！」

　委員長が唾(つば)でも吐きかねない勢いで目をそむけているのは、なにあろう――エロマンガであった。なるほど。今日の委員長のお叱(しか)りポイントはわかった。バカオがエロマンガをガッコに持ってきてしまって、それで委員長とケンカが始まってしまったわけか。

「なあ陸……。おまえからも言ってやってくれよ」

「え？　えっえっ？」

　いつのまにか陸はバカオに肩を抱かれて、最前線にエスコートされていた。

「おまえ前に言ってたじゃんか。こーゆーの好きだって」

「いやそのぼくはあのそのぜんぜんまったく――興味ナイヨ？」

「でもこれおまえのお薦(すす)めの本なんだけど」

「うわ！　うわわっ！　わーわーわー」

「綾乃！　綾乃！　まえに言ってたよね。えっちなのはいけないと思いますって。言ってたよね！　私の味方だよね！」

「えっ？　えええっ？　えーえーえー」

　委員長とバカオと――二人によって、陸と綾乃は揃(そろ)って前へと突き出された。「わーわーわー」と「えーえーえー」と、二人して似たようなリアクションをしていた。

　それぞれの〝親友〟の手によって、強制的に対面させられる。

　ほんと。困ってしまった。クラスではなるべく目立たないように。二人で会話なんか、絶対にしないように心がけていたのに――。

「さあ言ってくれ！　陸！　エロは世界を救うのだと！」

「さあ言ってやってよ！　綾乃！　えっちはよくないって！」

「えーえーえー。えーとえーと……」

「あのあのあの。あのそのえっと……」

　背中をぐいぐい押されて――陸は綾乃と至近距離で、困り切った顔を見合わせていた。

　今日、ひとつわかったことがある。

　綾乃の親友であるところの委員長は、超が付くほどのエロ嫌いだということだ。




＊




「べつにあたしは百(ゆ)合(り)とかそーゆーのじゃないんだけど。でも女のコが感じているときの表情ってゆうのは、とっても綺(き)麗(れい)なものだって、そう思うのよ」

　エロマンガ専門店《マーベラス》の店内。

　すこしでもお客さんが途切れると、こうしてエロマンガ談義が花咲いてしまうのが、この店の常だった。精(せい)霊(れい)と仙(せん)人(にん)。チロリさんと鳥(とり)の巣(す)さんが、ディープな話題を、軽々と空気のように呼吸している。

「感じている顔のなかでも、一番は、やっぱり自(じ)慰(い)かしら」

「あれえ？　そういえばあんまり見ないねえ。エロマンガのなかで、女の子の自慰シーンって。……どうしてかなぁ？」

　仙人である鳥の巣さんにも、わからないことはあるようだ。

「はい。陸。なんでだと思う？」

「なんでいきなり僕に振るんですか。そんなの僕にわかるわけないですよ」

「はい。じゃあ綾乃。なんでだと思う？」

「さあ……。なんでなんでしょう？」

　綾乃は心ここにあらずといった感じ。オウム返しに答えを返してくる。

「ところで綾乃。朝するほう？　夜するほう？　もちろん自慰行(こう)為(い)だけど。どっち？」

「ちょ――なに訊(き)いてるんですか！　チロリさん！」

「さあ……。どっちなんでしょう？」

　またも綾乃はオウム返し。そして無表情。

「綾乃。自慰してる？　当然してるわよね。女のコだもんね。――そうよね？」

「……そうですね」

　ぼんやりと宙の一点を見上げたまま、綾乃は答える。

　いまなにかスゴいことを肯定したことになるが、本人は、ぼんやりしたままだ。

　このあたりで陸は確信していた。綾乃はぜんぜん話を聞いていない。もし聞いていたなら、はなぢは必至だ。

「店長。ちょっと休(きゆう)憩(けい)したほうがいいんじゃないですか？」

　陸はそう言った。綾乃はぼんやりしているだけでなくて、顔色だって悪い。

「え？　なに紫(し)東(とう)くん？　なにか言った？」

「だからオナ――」

　毒息を吐こうとするチロリさんの口を押さえて、陸は言った。

「休憩時間ですよ。店長。三十分どうぞ」

「え？　……あっ？　そうだっけ？　じゃあ、あの……行ってきます」

　お客さんがまた団体でやってきた。また忙しくなりはじめた店のようすに、もたもたしている綾乃に、早く行ってください、とばかりに陸は顎(あご)で合図した。誰かが休憩に入らないでいると、次の順番の人も休憩に行けなくなるのだ。

　綾乃がバックヤードに消える。その頼りなげな背中を見送ってから、陸がレジに入ろうとすると――。

「ほら。なにやってんの陸。あんたも休憩っ」

　陸を追い越して、チロリさんがレジに入ってしまう。

「えっ？　いやでも。この忙しい時間に二人も休憩入っちゃったら――」

「いいから！　行け！」

　鳥の巣さんの姿はもう消えていた。店の反対側のもう一つのレジに入ったようだ。

「――はいはいはい！　あんたたち。一列に並ぶ。スリップ外して、バーコードの面揃えて持って待っていること！　なにスリップも知らないの？　挟(はさ)んであるでしょシオリみたいなやつ。そうそれ。それ全部抜いておく！　支払い済んだ人間は、次の人の袋入れを手伝うこと。お金はなるべくぴったり出す。電子マネーとおサイフケータイ大歓迎」

　彼女はてきぱきと号令を飛ばしてゆく。お客さんを顎で使っちゃっている。お客さんのほうも「イエス・マム・イエス！」とか、使われることをなんだか喜んじゃっている。

　訓(くん)練(れん)のきいた彼らのことを、陸は「チロリ親(しん)衛(えい)隊(たい)」と、そう呼ぶことにした。
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　チロリさんにその場を預かってもらって、陸は綾乃の様子を見にいくことにした。

　ドアのない戸口をくぐって、薄暗いバックヤードへと入ってゆく。

　本の在庫やら、シュリンカーをはじめとする機材やら、電話やファックスやら、注文や経理を行うためのパソコンやら、皆のロッカーやら、お茶やら湯飲みやら、そうしたものが狭(せま)い場所に雑然と押しこめられている店の裏通路を、奥に向かってどんどん歩いてゆくと――流しのところで綾乃の姿は見つかった。

　流しに屈(かが)みこんで――なんと、吐いていた。

「ちょ――だ、だいじょうぶ？　朝倉さん？」

「大丈夫……。ちょっと気分悪くなっただけだから」

　綾乃は流しに屈みこんだまま。蛇(じや)口(ぐち)をひねって水を流しはじめる。

　水をたくさん流して、自分の胃液を排水口へと追いやった。

「それってまさか……。妊(にん)娠(しん)？」

「ちがいます！」

　ちょっぷで、おでこを、ぶっ叩(たた)かれた。

「あっ――ごめんなさい！」

　綾乃は慌(あわ)ててハンカチを取り出そうとした。しかし気づいて、そのまえに自分の手をよく水で洗う。そして陸のおでこを丁(てい)寧(ねい)に拭(ぬぐ)っていってくれた。

　陸はすこしほっとした。胃液プレイはちょっとばかりレベルが高すぎた。

「チロリさんが……。様子みてこいって。いや――でもだけど、言われたからだけじゃなくてね。僕もその……、心配だったから」

「ありがとう。ごめんなさい。もうだいじょ――」

「――無理しなくていいよ」

　薄っぺらな強がりを陸はさえぎった。大丈夫な人は、吐いたりしない。

　じっと辛(しん)抱(ぼう)強く陸が待っていると、綾乃は、しばらくしてから、ぽつりぽつりと話しはじめた。

「鳴(なる)海(み)……。あんなにエッチな本を嫌いだったなんて……。思ってもいなかった」

　委員長にだって、もちろん本名はある。綾乃以外は誰も呼ばないが、新(しん)明(めい)路(じ)鳴海というのが、その名前だ。

「知られたら……。鳴海が知ったら……。どう思うかな？　エッチなマンガばかりの本屋さんの、て、店長をやってるって……、それを……、知ったら……」

　綾乃は自分の肩を自分で抱きしめた。バックヤードの薄暗がりのなかでも、その肩が、小刻みに震(ふる)えているのが見えた。

　震える彼女に、陸はなにも言葉をかけることができなかった。

　なにか安心させるようなことを、口先だけで簡単に言うことはできる。でもそんなことをしたところで、なにかが変わるわけでもない。綾乃だって、そんな無責任な気休めをほしいわけではないだろう。

「鳴海にバレたら……、バレちゃったら……、どうしよう？」

　血の気の引いた真っ白な顔を、綾乃は向けてきた。表情が欠け落ちたその顔を、不(ふ)謹(きん)慎(しん)にも、綺麗だなんて思ってしまう。

「ごめん。……わたし。大丈夫じゃないかも」

「うん。だいじょうぶ。わかってるから」

　こてん、と落ちてきた綾乃の頭を、肩口で支えて――陸は自分の不(ふ)甲(が)斐(い)なさに腹を立てていた。

　綾乃にかけてあげるべき言葉が、やっぱり見つからないのだ。
















「あやのー。マック行こう」

　鳴海から声を掛けられて、朝倉綾乃はびくりと身を固めた。

　人が散りはじめる放課後の教室。

　部活に出る者。帰宅する者。そして彼女――朝倉綾乃のように、アルバイトに向かう者が、それぞれ連れ立って教室を出てゆく。

　そんな中で綾乃は立ちつくしていた。困ったように、親友――とたぶんそう言ってさしつかえない関係の、新明路鳴海の顔を見つめ返す。

「きょうは、その……」

「今日も？」

　鳴海に耳ざとく追及され、綾乃は二の句が継げなくなった。店長の仕事をはじめてからというもの、学校帰りのおしゃべりを、ずっと断りつづけている。

「なに最近つきあい悪いじゃない。なにまさか……オトコ？」

「ち……！　ちがう！　そんなことない！　ないよ！　ぜんぜんないから！」

「そんな全力で否定せんでも」

　鳴海に言われてはっと口をつぐむ。一瞬浮かんでしまったのが、紫東くんのカオだ。

　ぶんぶんぶん、と首を振りたくってそのカオを振り払っていると――。鳴海がへんな目をして、こちらを見ていた。
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　結局、マックに寄ることになった。

　ちょっとだけ、という約束で。シフトの時間が迫り、ついには超え、時計の長針がちょっとずつ回ってゆくことにパニックになって、内臓を下側に引っこ抜かれるような感覚を覚える。

　二階席のガラス越しに、夕方の人の流れを眼下に眺める。親友であるところの鳴海の言葉に、上の空で応じつづける。

　色々な意味で胃が痛い。また吐きそう。それでもぱくぱくと食べる鳴海を見ているうちに、体が食欲を覚えてきて、彼女のポテトをすこしだけ分けてもらった。

「男なんてよくないよ」

　鳴海の話はまたそこに返ってゆく。本日何度目かの話題。

「男なんて。バカだし。王子見てたらわかるでしょ。あーいうのが男子の典型ね」

「でも芳賀君、成績いいよ？」

　綾乃は言った。成績では鳴海とクラスの一、二を争い続けている。このあいだなど学年順位でも一(ひと)桁(けた)に入っていたほどだ。綾乃の学校は生徒総数が千人を超える。一学年のクラスの数は十二まであったりする。だから学年一桁に入るのは、これはかなり凄(すご)いことなのだ。

「頭がいいことと、成績がいいことと、バカなこととは、どれもこれもまったく別」

「そうなんだ」

「だから男ってのはね――」

　と、鳴海は右手の指を一本立てる。「男ってのはね――」と、彼女が一席ぶつときに必ずするポーズ。

「バカでエロでしょうがないイキモノなわけ。下半身が上半身を載(の)せて歩いているわけ」

「ええっ……」

　綾乃は顔を赤く染めた。話の意味がわかってしまった。〝下半身〟というのが具体的になにを指すのか、だとか。

「いいこと。綾乃。男ってのは、私たち女の子のことを。性欲の対象としてしか見ていないものなの」

「せ、せい……、って」

　直接的な表現に、綾乃は口元を押さえた。はなぢを流していないか、つい確認してしまう。

「交際したら一日目には手を繋ぐものだとか。一週間目にはキスして当然だとか。三回目のデートではキスは当然でカラダに触れるべきだとか。そして四週間目には――」

「わー！　わー！」

　綾乃は大声でさえぎった。周囲の客の目線が一瞬集まる。

「あと呼ばれても、絶対、部屋に上がったりしたらだめよ？」

「どうして？」

「部屋に上がってきたら、それはオーケーのサインを出したことになるんだってさ」

「サイン？　なんの？」

「だからセ――」

「わー!?　わー！　わー！」

　綾乃は叫んだ。

　こんらんしていた。

「だから私たちは、もっと自分を大切にしなきゃ」

　やや赤くなったカオで、鳴海も話を締めくくる。綾乃のほうはカウンターのテーブルに突(つ)っ伏(ぷ)していた。

「暑いよ……。鳴海……」

「ちょっと生々しかったかしらね。……ほら。真(ま)央(お)とかだと。この手の話って、もう全然できないし。あの子。チューからして、もう、だめだから。チューは禁止だぁ！　って。ほら暴れるし。少女漫(まん)画(が)だって貸せないし。チューがあるから」

　真央というのは鳴海のもう一人の友人だ。鳴海と同じでエッチの苦手な女の子だ。

「あの……。鳴海って、エッチなの……嫌いなんだよね？」

　綾乃はおそるおそる、彼女に訊(たず)ねた。これまでのやりとりで、おおよそ見当のついていたことではあったが、親友である彼女の口から、直接、確認しておきたいと思った。

「あーもう。大っ嫌いね」

「絶対。きらい？」

「絶対ね。信じらんないわね。アンビリーバボーね」

「そ、そうなんだ……」

「でも綾乃は好きよ。だってエッチじゃないから」

　一瞬。彼女の顔が寄ってくる。ほっぺたがちょっとだけ触れあった。

「あ……、あはははははは……」

　綾乃は乾いた笑いをあげていた。

　すっごく……。困った……。

　話が終わった鳴海は、携(けい)帯(たい)を開くと、誰かに電話をかけはじめていた。

「あー。真央――私だっ。今日どこか行って遊ばない？　うん、そう。綾乃がだめだから。あっそうなの？　やたっ！　じゃあそっち行くねー」

　鳴海は手首の一振りで携帯をぱしりと格好良く折(お)り畳(たた)んだ。

「真央。つっかまえた♡」

「あ。じゃあわたし……」

　と、綾乃は腰を浮かせかげんにして、鳴海に訊いた。ちらりと壁の時計を見ると、シフトに入る時間をもう十五分もオーバーしている。前(ぜん)人(じん)未(み)踏(とう)の大(だい)遅(ち)刻(こく)だ。

「ま……。今日は安心したわ。オトコじゃなかったわね」

「だから違うってば～。ほ、ほらっ。お父さんいまギックリ腰で寝込んじゃっているでしょ？　だからいろいろ家のこととかあって……」

　綾乃はカバンを持って、いそいそと席を立った。階段に向かおうとしたその途中で、綾乃はくるりと鳴海に振り返る。

「あ。そうだ。……はいこれ」

「なに？」

　手のひらの上の五十円玉を、彼女はきょとんと見返してくる。

「なにって……？　ポテト代。わたし半分食べたから……。あ。少ないよね。半分なんだから。ええと。ポテト単品二百五十円だっけ？　……百二十五円？」

「綾乃」

　ポケットに入れていた手を、ぐいと摑(つか)まれた。

「――あのね綾乃。そういうの、よくないよ」

「えっ？」

「わかんないか。……まあいいから。ほら。用があるんでしょ。行った行った」

「でもポテト代……？」

「駆け足！」

「はっ！　はいっ！」

〝委員長〟の由(ゆ)縁(えん)である掛け声に追い立てられて、綾乃は階段を駆け下りていった。
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「駆け足！」

　綾乃が階段を下りてゆく。その背中が消えるまで見送って……。

　新明路鳴海は、顔に張り付かせていた笑いを消した。

　醒(さ)めた目つきを二階の窓から下へと振り向ける。

　店を出た綾乃は、駅前のほうに向かってゆく。家の方角でもない。スーパーの方角でもない。

　――ほうら。家になんて向かっていないじゃない。

　――綾乃。噓(うそ)ついた。

　眼鏡の下の醒めた目つきで〝親友〟の背中を追いながら、彼女はそんなことを考えた。

　――綾乃のことだから、まさか本当に男を作っているとは思わないけど。

　ダストボックスでトレイを手早く始末して、カバンを引っつかむと、彼女は素早く階段を駆け下りていった。道の前方。人の向こうに見え隠れする親友の背中を追いかける。

　これは安心するため……。綾乃が変な男に引っかかったんじゃないって、それを確かめるため……。

　親友を尾行するという行為の罪悪感を打ち消すために、彼女は、呪(じゆ)文(もん)のように心の中で同じ言葉を唱えつづけた。
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「ごめんなさい。遅刻して」

　めずらしく遅刻してきた綾乃が、青いエプロンを巻きながら店に出てくる。

　あいかわらず青白いその顔に、陸はほっとするよりもむしろ心配になってしまった。

　綾乃は今日の昼休みもお弁当をほとんど残していた。昨日は吐いていたくらいだし。

　いっそ休んでくれていたほうが安心できるのだけど、真面目な彼女のことだから、きっとそんなことは発想の外にあるはずだ。

「あっ。店長。こっちはいいですから――」

　と、陸は綾乃の肩に手を掛けて、くるりと百八十度回転させた。「あのあの？」と言う彼女の背中を、バックヤードのほうに押してゆく。

「今日は帳簿の整理でもやっててください」

　あのあの言う綾乃をバックヤードに押しこむことに成功して、ほっと息をついたそのとき――。

「あらいらっしゃい。かわいい子ね。今日はどのような本をお探し？」

　チロリさんの気取った声があがる。こういう喋(しやべ)りかたをするときの相手は、決まって女性だ。男性相手に話すときには、同じ年上口調でも、なんでか命令口調。

　ヤオイちゃんのフロアならともかく、女の人がこっちに来るなんてめずらしいな、なんて思いながら、角を曲がってそっちに歩いていった。

「いらっしゃいませー」

　声を掛けた瞬間、固まってしまった。

　向こうの女性も、同じように固まっていた。

「し……紫東君っ？」

「いっ……委員長？」

「なんで？　紫東君がこんな店に？」

　眼鏡の下で、委員長はぱちくりとまばたきを繰り返す。

「いや人違いじゃないですかー。僕は紫東とかいう名前じゃないですヨ？」

「いま委員長ってあんたは確かにそお言った」

「あちゃー」

「ああいいの。そんなこと。どうでも」

「いいんだ」

　クラスメートがエロマンガ専門店で働いているという驚(きよう)愕(がく)の事実を、あっさり「そんなこと」で片付けられてしまって、自分の路(ろ)傍(ぼう)の石ころっぷりに少しだけショックを受けた陸ではあったが、それはまあいいとして。いま最大の問題は――。

「ねえ綾乃来なかった？」

「えええ？　なにそれだれそれ？　綾乃さん……？　ああひょっとして、うちのクラスの朝倉さんのこと？」

「そう。その綾乃」

「なんでどうして。なんで朝倉さんがこんな店なんかに？」

「こんな店ってなによ陸？」

　ぷうとむくれるチロリさんに、首を小刻みに振ってサインを出していたのだが――。

「綾乃？　ああ綾乃だったらね――」

　と、サインの通じないチロリさんが、そう言いかけてしまった。

　瞬(しゆん)歩(ぽ)で間合いを詰めて、ごすっと肘(ひじ)鉄(てつ)でチロリさんを沈(しず)める。

「いいい、いるわけないじゃないか。朝倉さんがこんな店なんかに」

「でも入っていったの見たし」

「ああほらっ。ここって通り抜けルートだから。入口のところにトラップみたいな看板あるでしょ。〝→西口への近道。通り抜けご自由に〟ってやつ。あったでしょ？　あったよね？　だから西口に向かう人がよくここ通ってゆくんだよねー」

　疑わしげな委員長の視線が突き刺さる。針のむしろの上に座らされているようだ。

　自分でも空々しいと思うような説明を、陸は続けた。

「いやあ気がつかなかったなぁ。朝倉さん通っていったのかもね。僕は本を並べるのに忙しくって、きっと見てなかったんだろうね。ほら。本屋の仕事って、これでもけっこう忙しいんだ」

　新刊の山をチロリさんにごすっと押しつける。胸というかおっぱいのあたりで受け取めたチロリさんが、こほっこほっと咳(せき)をしながら、あっちに行ってくれた。

　陸の足を、一回、きつ～く踏みにじってからだが。

「だけど……。通り抜けるだけにしたって。綾乃がこんな店に……」

　彼女はまだ疑惑に満ちた目をしていたが――。

　あと一押し。

　もう一押し。

　ごまかせそうな気配になってきた。

　陸がフィニッシュブローを放とうと身構えたとき――。

「なんですか？　お客様とのトラブルですか？」

　綾乃の声がした。

「……もうっ。いつも言ってるのに。どうしてみんな喧(けん)嘩(か)腰(ごし)なんですか」

　足音が、どんどんどんどん、どんどん、近づいてきてしまう。

「すいません。うちの店員が――。私(わたくし)。店長の朝倉綾乃と申します」

　綾乃は委員長とばったり顔を合わせて――。

　たっぷり三十秒ほどは、二人して固まっていたと、そう思う。

「あ……、綾乃？」

「な……、鳴海？」

　お互いに信じられないという顔を向けている。

　陸にはもう見ていられなかった。綾乃が店長をしていることを、クラスの皆に――特に委員長にはバレないように努力していたのだけど。

「綾乃……。店長……なんだ？」

「う……。うん」

　ごまかせばいいのに。綾乃は正直にうなずいてしまう。それが朝倉綾乃という女の子なのだけれど。そしてこの状況でごまかすことは、もう不可能だろうけど。

「そう。……そうなんだ」

　委員長はそう言った。その声はひどく冷たく響いた。

　どんな顔をして委員長がその言葉を口にしたのか――陸にはわからなかった。もう見ていることができずに、顔を下げてしまっていたからだ。

　委員長は歩いていってしまった。

「あの子？　なに？　綾乃の友達？」

　事情を知らないチロリさんが、歩き去る委員長を見送ってそう言う。

「もう友達じゃ……、ないのかも……」

　綾乃のつぶやきが陸には聞こえていた。

　立ち尽くしている綾乃に、陸は――声を掛けることができなかった。
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「おはよ。鳴海。今日も早いねっ」

　朝の教室。

　教室に入ってきた委員長に、綾乃がすかさず声をかける。委員長を見つけるのも早ければ、声をかけるのも早かった。

　綾乃の声には淀(よど)みひとつなく、その内容も、さりげなく自然なものだった。

　だがずっと見ていた陸にはわかっている。委員長をすぐ見つけられたのは、ずっと戸のほうを見ていたからだし。声と言葉のほうだって、きっと頭の中で何度も予行演習をした結果だろう。

「今日。いい天気だよね」

　腫(は)れぼったい目をした綾乃は、ぎこちなく〝親友〟に笑いかける。表情ばかりは、これは繕うことができない。

　綾乃の言葉と笑顔とを、委員長はことごとくスルーした。

　そこにいないかのように完(かん)璧(ぺき)に無視を決めこんで、自分の席に座る。教科書を広げて、一時間目の予習をはじめる。

「あ……、あのね。鳴海……。あの。新明路さん。わたし……あの。謝りたいんだけど」

　綾乃は必死に声をかける。しかし委員長の目は教科書に向いたまま。

　謝罪の言葉さえ拒否する絶交の構えはまったく崩(くず)れない。

　このあたりでまずクラスの女子が気がついた。二人の様子に穏やかざるものを感じ取って、ひそひそ話をはじめる。

「なんだ？　あれ？」

　バカオもバカなりに気がついたらしい。

「あいつら？　……ケンカでもしてんのか？」

「うるさい」

　誰が言ったのだろう。そんな声が聞こえた。

　もっと言ってやって。とか思ったら――なんと、言っていたのは自分だったようだ。

　バカオの顔がこちらに向いているので、そうだとわかった。

「火事とケンカは江戸の華ってな」

　バカオは肩をすくめてそんなことを言う。

「死ねば」

「なんなんだよ陸」

　バカオはやっぱりバカだった。空気の読めない悪友の無神経さに、陸もげんなりとなった。

　クラスに満ちた緊(きん)張(ちよう)感(かん)は、放課後まで続いた。
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　掃除の時間。

　ゴミ出しで校舎裏を訪れた陸は、声を荒げて話しあう女子の声に、思わず足を止めた。

「だから言ってるの！　いかがわしい店で働くのをやめれば友達に戻ってあげてもいいって！」

「そんな。そんな言いかたって……ないよ」

　声の主は、委員長と綾乃だ。聞き間違えようがない。

　二人が会話していることを一瞬喜んだ陸だったが、会話の内容は、決して喜ぶべきものではなかった。

「だってそうでしょう！　あんな――あんな本屋！　エッチな本しか置いてないような本屋！」

　そこについては否定できない。エロマンガ専門店なわけだし。本当にまったくそういう本しか置いてない。

「あんな。あんな店……。汚いよ。男の欲望まるだしじゃない」

　いえ女の子の欲望専門フロアもあるんですけど。

　ヤオイちゃんの南の塔(とう)とか。

「どうせあれなんでしょ！　あんなところであんなエッチな本買っていって！　あんなこととかに使うんでしょ！」

　綾乃はじっと黙って耐えている。

　てゆうか委員長の言っていることは、まあだいたい事実だし。「あれ」とか「あんなこと」とか不明のままだけど。まあそんなところだし。

　綾乃がどこまでわかっているのか陸には謎(なぞ)だけど。まったくなんにも気づいていないわけでもないだろう。よく、はなぢ流しているわけだし。

「だから私は！　綾乃があんないかがわしい店で働くのやめたら！　やめてくれるんだったら私はッ――」

「いかがわしくなんて……ない」

　綾乃がはじめて口を開いた。反論を行った。

　なにかを言いかけていた委員長は、その口を閉ざした。眼鏡の下のその目が、すうっと、細まってゆく。

「いま。……なんつった？」

「いかがわしくなんて、ないよ」

　下を向いてではなく、委員長の目を正面から見返して、綾乃はしっかりと口にした。

「ふうん……。言ってれば」

　くるりと、委員長は背中を向けた。

「じゃあね。ばいばい」

　そう言って歩いてゆく委員長を、綾乃は止めなかった。

























「はいこれ。新刊届きました」

　その夜の店内。ずっしりと重たい段ボールを持って、綾乃がやってきた。細い腕をぷるぷると震わせて、危なっかしいくらいに、よろよろと蛇(だ)行(こう)している。

「店長。力仕事とかは僕がやりますんで……」

　段ボールを受け取りながら、陸はそう言った。落っことして潰(つぶ)れでもしたら、売ることができない。返本もできない。なによりも無理をしている綾乃のことが心配だ。

「つぎはなにやりましょうか。なんでも言ってくださいね」

　額(ひたい)に浮かんだ汗を拭うことも忘れて、綾乃は潑(はつ)剌(らつ)とした顔を向けてくる。

　もし陸が校舎裏でのやりとりを立ち聞きしていなければ、ああ、委員長と仲直りできたんだ――などと、安心してしまっていたことだろう。

「じゃあ店長。バックヤードで伝票整理とか――」

「――力仕事でもなんでもいいですよ」

　言いかけた陸を遮(さえぎ)って、綾乃は言ってきた。

「なんか体を動かしていると気持ちがよくって。あっそうだ。棚の入れ替えやっちゃいましょう！　こっちの棚の本を、ぜーんぶ、あっちのほうに移して――」

「店長。そういうのは店閉じたあとにみんなでやりましょう」

　痛ましくって、もう見ていられない。とにかくバックヤードに行ってもらおうと、綾乃の肩に手を置いて、くるりと回れ右させたときだった――。くるりんと、その場で回った綾乃は、そのまま半回転ほど余計に回った。そしてふらりとバランスを崩す。

「えっ？　えっ？　えええーっ？」

　倒れかかる綾乃を、陸はあわてて抱きとめた。

　さっきまで異様なほど元気だった綾乃は、陸の腕の中で気を失っていた。
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　規則正しく続いていた呼吸のリズムに、変化を聞き取って、陸は顔をあげた。

　椅(い)子(す)をいくつか繋(つな)げて作った臨時のベッドに綾乃を寝かして、陸は近くに座って付き添いをしていた。濡らしたタオルを綾乃の額に置いてはいるが、熱が出ているわけでもないから、単なる気休めだ。

　鳥の巣さんもチロリさんも、ヤオイちゃんや関(かん)羽(う)さんまで――皆で心配して騒ぎになりかけた。救急車を呼ぶとか慌てている皆に、原因は精神的なものだと説明してある。

　綾乃は小さく一回咳(せ)きこんで、それから薄目を開けた。

「……あ」

　見つめていた陸と目線が合う。綾乃はあちこちに目を走らせてから、また陸に目を戻してきた。

「……紫東くん？」

「倒れたから。……覚えてない？」

　関羽さんの見立てでは貧血ということだった。手をかざして氣(き)を診(み)る〝診(しん)察(さつ)〟を信用するとして――では、あるけれど。

「あっ……」

　綾乃は口元に手を持っていった。思いだしたようだ。

「ごめんなさい。すぐ仕事に……」

　綾乃は、がばっと身を起こした。しかし上体を起こしただけで、また、ふらりとバランスを崩してしまう。

「急に起きたらまた貧血になるから」

　今回は余裕を持って綾乃を支えることができた。彼女の頭を胸で受け止める。

　シャンプーかなにかだろうか。女の子の匂いが、その髪から立ちのぼってきて、そういう場面でもないのに、ドキドキとしてしまう。

「僕は……、朝倉さんは、間違っていないと思う」

　この前は、なにも言えなかった。だからずっと考えつづけていた。

「えっ？」

　見上げる綾乃の、そのカオがひどく近い。陸は顔をねじって言う。

「いかがわしくないって――言った、あれだけど」

「えっ？」

「ああごめん。聞いてた。……ゴミ捨てしたとき」

「あっ……」

　綾乃はようやく了解した顔になった。

「でも嫌われちゃった。……鳴海に」

　綾乃が間違っていないのと同じに――委員長のほうもやっぱり間違っていないと、陸はそう思う。二人とも間違っていないのに、喧嘩になってしまって、悲しいことになる。

　どうしてなんだろう。陸は思う。

「どうしてなんだろう」

　と、綾乃も言う。

「戻りたい……」

　陸の胸に落ちてきた綾乃の頭が、小刻みに震えていた。

「戻りたいよう……、友達に……」

　やがて綾乃は声を震わせて、嗚(お)咽(えつ)をあげはじめた。

　陸は胸を貸しているだけしかできなかった。すぐ目の前で震える髪をかき抱くこともできやしなくて、両手をぴんと真下に伸ばして、背筋を真(ま)っ直(す)ぐに伸ばして、泣きじゃくる綾乃に、胸を貸し与えているだけだった。
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「どうか。この通りだ！」

　バカオが地面に平伏している。日本伝統の嘆(たん)願(がん)のポーズ――「ザ・土(ど)下(げ)座(ざ)」だ。

　しかも単なる土下座ではない。フライング土下座だ。空中にいるうちに土下座のポーズを作って、そのまま床に着地するという、我が校に伝わる大技だ。

「ちょ――なにやってんのバカオ」

　すっかり先を越されてしまった。陸はバカオに向けてそう言った。

「おい――なにやってんだよ。陸？」

「なにやってんのって、それ、僕が言ってるんだけど」

「おまえも早く土下座しろよ」

「言われなくたって……。やるけど」

　バカオの隣(となり)で、陸も土下座のポーズに入る。二人揃って頭を下げる相手は――委員長である。腕組みをした彼女は、イライラと不機嫌そうな顔で、陸たちを見つめてくる。

　綾乃と委員長を仲直りさせたい。そうバカオに相談したことが、はたして良かったのかどうか――。バカオの答えは「土下座だな」の一点張りだった。

　彼女たちの間でなにが問題となっているのか、バカオには詳しく話していない。やつのほうも訊こうとしない。なにも聞いていないにもかかわらず、こいつ超能力でもあるんじゃないかという鋭さで、バカオは問題の本質をついていた。

「頼む！　朝倉の仕事ぶりを、どうか見てやってくれ！」

「だからバカオが言わないでよ。――委員長。お願いだから。朝倉さんの仕事を見てあげて欲しいんだ」

　校舎裏に呼び出して、陸が土下座して頼みこむはずが、なんでか、バカオまで土下座につきあってくれている。ていうか。バカオが土下座して、そこに陸がつきあうような形になっている。もともとバカオがエロマンガを学校に持ってきてしまったことが、すべてのはじまりなわけで――責任がないともいえないわけだけど。だから土下座につきあってくれているのかもしれないけど。

　頼んでいることは、仲直りそのものではない。それはいけないことだと思う。

　朝倉綾乃という女の子を、きちんと見て欲しいという――それだけのお願いだ。

「頼む！　この通りだ！　この芳賀王子！　一生のお願いだ！」

「だからいいとこ取らないでってば。――委員長！　お願いします。この通りです」

　競い合うようにして、二人でコンクリの地面に、ごりごりとおでこを擦(こす)りつける。

「やめてよ。バカ」

「やめません！　見るって言ってくれるまで！　やめません！」

「だから。わかったっての。もうバカ」

「え？」

　陸は頭をあげた。

「ホント。バッカじゃないの」

　委員長は横顔で、そうつぶやいた。

「見るだけだから。行くだけだから。……仲直りとかは。しないんだから。それでもいいなら、約束しても……いいわよ」

「ほんと？」

「だからいいって言ってるの。今夜――でいいの？」

「う。うん」

　委員長の返事が信じられなくて――陸はただ、ぽかんとしていた。

「何時？」

「じゃ、じゃあ……八時？」

「わかった。八時ね」

　委員長は踵(きびす)を返すと、歩き去っていった。

　セミロングの髪が、校舎の角に消えるのを見つめていた陸の、その背中が――ばしんと、ものすごい力でぶっ叩かれる。

　痛いよ。バカオ。
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　夜八時。約束の時間――。

　濃いサングラスに野(や)球(きゆう)帽(ぼう)、さらにはマフラーを口元に巻きつけ、スタジアムジャンパーにジーンズという、怪(あや)しさ大爆発の格好で、その人物は店に訪れた。

「いらっしゃい。可愛い娘(こ)ね。あなたこのあいだの子ね？」

　チロリさんに変装を一発で見破られて、女の子であることも看破され、委員長は五十センチばかり飛(と)び跳(は)ねていた。

「委員長。こっちこっち」

　手招きして呼ぶ。目立たない場所に連れてゆく。

「あのバカはいないの？」

　委員長はきょろきょろしている。すべての壁面に存在するエロマンガを見て、そのたびにびくっとしている。背表紙にさえ、オッパイくらいは平然と露出している。

「バカオ？　いるわけないよ。ここのことは内緒だし。朝倉さんの働いている店としか言ってないから」

「あいつが頭下げるから。来てやったんだから」

　僕も土下座してたんですけど。

「いったい何を見せるっていうのよ。私はこんな場所に一秒だっていたくないの」

　平台や通路に積み上げられた本を避けるように委員長は歩いている。服がちょっと擦っても、びくっと距離を取って、触れた場所をわざわざ手で払うという念のいれようだ。

「だ……。だいたい。女の子が……。こ、こんな店にいたら。……変に思われるでしょ。へ。変(へん)態(たい)だとか。……そう思われるでしょ」

　なるほど。男子みたいな変装はそのためだったか。普通の人はいろいろ大変だ。

「初(うい)々(うい)しいわね。はじめはみんなそうなのよ。でもいつしか大きく羽ばたくの」

　なぜかくっついてきているチロリさんが、そんな妖(あや)しげなことを口にする。

「見せたいのは。……あれなんだけど」

　と、曲がり角から、レジのほうを、こっそり窺った。細長いフロアが曲がりくねりながら延びるという、店の独特な構造が、こうしたときには役に立つ。

　いまレジに立っているのは――綾乃だ。

　時刻は午後八時。サラリーマン戦士の方々の帰宅時間。店のゴールデンタイムであり、いちばんの稼ぎどき。この時間を選んだのは陸の機転だった。次々とお客さんを相手にする朝倉綾乃の姿を見てもらうのがいいと思ったからだ。

　綾乃はお客さんの一人一人に、いらっしゃいませ、と、丁(てい)重(ちよう)に頭を下げている。

　財力のあるサラリーマンの方々は、大人買いがデフォルトだ。たいてい数冊は持ちこまれる本を、一冊一冊、バーコードを通してゆく。お金を受け取り、レシートとお釣りを返して、本を袋に包んで、手(て)提(さ)げ袋(ぶくろ)に入れて渡す。最後は手を揃えて頭を下げてお見送りだ。レジの前には何人ものお客さんが列をなしている。いつまでも終わりはこない。

「あたしたちの仕事は、いわば都会のオアシスね。仕事に疲れた子たちに、ひとときの愉(たの)しみを提供するのよ」

　さすがチロリさん。年上の風格。二十代のサラリーマンの方々を「子」よばわりだ。

　彼女に言われて、委員長は、はじめて他のお客さんに目を向けた。皆の顔に浮かぶ笑顔を見つめる。

　お客さんの顔に浮かぶのは、安らぎと安(あん)堵(ど)だった。

「ここは〝すべてが許される場所〟なのよ」

　と、チロリさんは言う。

「あまり公然にはできない隠れた趣味を、すべて表に出してもいい場所――。他の客は皆自分と同類。店員は仙人だったり精霊だったりするしね。最近は女子高生店長もいるわけだけど」

　委員長の目が綾乃に向けられる。――でもすぐに背(そむ)けられてしまう。

「ちゃんと見てよ」

　チロリさんばかりにまかせてもいられない。陸は委員長の耳元で、そう言った。

「店長……朝倉さんは、エロいの苦手なんだ」

　レジに積まれたエロマンガのエッチな表紙を目にするたび、綾乃はうつむき赤くなる。バーコードは裏表紙にあるが、本を裏向きにしても安心できない。むしろ表紙には載(の)せられないような過激な絵が載っていたりする。

　みるみるＨ(ヒツト)Ｐ(ポイント)が減ってゆくのがわかる。

「そろそろかしらね」

「そろそろですね」

　ぷしっ。綾乃がはなぢを噴(ふ)いた。

「ひゅ。ひゅみまふぇん。は。はなひはっ……」

　レジ脇(わき)にはティッシュの箱が常備されている。素早く抜き取って、手早く処置。はなぢの始末はもはや超上級者だ。お客さんのほうも慣れたもの。綾乃がはなぢを噴く場面は、二度や三度は目撃している。むしろそれを目当てにやってきているお客さんもいる。

　鼻ティッシュの綾乃は、レジ打ちの続きにとりかかる。

「ほら。ああやって。毎日一回は、はなぢを流しているんだ」

「確実よね。ほんと。毎日よね」

「たしか二日だけありましたよ。はなぢを流さなかった日」

「かわりに陸が流していたわね」

「ぐーでぱんちは痛かったです」

「綾乃……。小学生のとき、空手習っていたって……。聞いたことある」

「うわっ」

　綾乃を怒らせるのはやめよう。陸は心に誓った。

　委員長はサングラスを取った。帽子とマフラーも外して、ぐるぐると巻いて、お腹に抱えこむ。その表情はあいかわらず硬(かた)いものだったが、はじめて店にやってきて、綾乃を見つけたときよりは、柔(やわ)らかくなっている気がする。あのときの委員長は、まるで汚いものでも見るかのような目を綾乃に向けていた。

　委員長に、いまなにを言ってあげるべきか、陸には自然とわかった。

「朝倉さんが、どうしてあんなに頑(がん)張(ば)っているんだと思う？」

「ここはお父さんの大事なお店なんだ。おヒゲの店長って僕はそう呼んでるけどね。腰をやっちゃって休んでいるあいだ、わたしが守らなきゃって――朝倉さんは思い詰めて頑張っているんだ。エロいの苦手なのに」

「陸も最初そんな綾乃を手伝おうとしていたわよね」

「はじめは変態店員たちのセクハラから守ろうと思っていたんですけど」

「変態って？　だれが？　あとセクハラってなにが？」

　チロリさんは、これたぶん本気で言っている。

「あ。二回目っ。噴いたっ」

　ずっと見守っていた委員長が、ぽつりと口にした。

　見れば――綾乃がまた、はなぢを噴いている。本日二回目だ。

「そろそろドクターストップね」

　チロリさんが歩いてゆく。「まだやれます」とファイティングポーズを取る綾乃にドクターストップを言い渡し、レジを交代する。

　チロリさんに肩を押されて、こちらに歩いてきた綾乃は、陸ともう一人の人物に気がついて、足を止めた。

　もう委員長は変装をしていない。素顔で綾乃の前に立っている。

「鳴……。し、新明路さん？」

「鳴海でいいよ。ううん。……鳴海って呼んで。いつもみたいに」

「あの……。でもえっと……。わたし、その……」

　手を握っては開いて。エプロンの前で、ぎゅーっと手を合わせて。視線をあちこちにさまよわせて――。

　そうしてから、ようやく――。綾乃は委員長の目を、正面から見つめ返した。

「あの……。わたしで、いいの？」

　力のない声で一度訊ねてから、綾乃はもう一度、こんどはしっかりとした声で言う。

「わたし、鳴海の友達でいても……。いいの？」

「うん」

　委員長は大きくうなずいた。

「私。エロいのやっぱり好きにはなれないけど。でも好きにならなくても、認めることはできる」

「鳴海……」

　目尻に涙を浮かべて、綾乃は言った。

「ごめんなさい。こんな頭固くて意(い)固(こ)地(じ)な私だけど。友達でいてくれる？　いいえ。友達でいて……、ください！」

「うん！　うん！」

　綾乃と委員長は、二人――手と手を取りあっていた。

　ぱちぱちぱち――と、どこかから拍手がはじまる。

　店にいるお客さんたちの目が、こちらに集まっていた。皆の顔には笑顔があった。

「ばっ――ばかっ。ばか。ばか。ばかっ！　見ないで！　見ないで！　ばかぁ！」

　真(ま)っ赤(か)になって照れる委員長は、ばかばかばかと連発していた。
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「ねえ陸(りく)くん」

　西の塔(とう)の書棚の整理を手伝っていた陸は、鳥(とり)の巣(す)さんに話しかけられた。

「エロマンガにストーリーって必要なのかな？」

「なんですか？　いきなり？」

　エロマンガ界の生き字引といえる鳥の巣さんからの突然の質問に、陸は手を止めて振り返った。

「いや。究極のエロってなにかって考えてみたんだよ。エロマンガにもさ。女の子と出会って、行(こう)為(い)に至るまでの流れっていうものがあるわけじゃない」

「はぁ」

「たとえばここの〝妹の季節〟の三話目あたりだと――」

　鳥の巣さんは陸のほうを向いたまま、手だけを伸ばして、壁の棚からすっと一冊を抜き取った。

「――昔近所に住んでいた血の繋(つな)がっていない妹が登場してくるよね」

「血が繋がっていない時点ですでにそれは妹じゃないような気もしますけど。ええまあ。そうですね」

　その本は陸も持っていた。先週あたりの〝バイト代〟でお持ち帰りだ。

「二十ページぐらいの話のうちで、実際に行為をいたしている場面は、いいとこ半分くらいじゃない」

「そうですね。妹との再会シーンがありますからね」

「なんでこれってはじめっからエッチしてないんだろう」

「そりゃ妹との再会がなかったら、肝(かん)心(じん)のエッチが盛りあがらないからじゃないですか？」

「でも盛りあがることと、エロいこととは、本質的に別だよね？　ずーっとヤッていたらいけないのかなぁ。僕そういうのも読んでみたいんだけど。ひょっとしてエロマンガにおいてストーリーとは夾(きよう)雑(ざつ)物(ぶつ)なんじゃないかな。ストーリーなんてないほうが究極にエロくならない？　どうしてそういうのって、ないんだろう？」

　なんだか哲学的っぽい話を振られる。

　まあそういう話も陸は嫌いじゃない。だてにエロマンガファンをやっていない。

「あるんじゃないですか？　たしかそういうの見たことありますよ。はじめっから終わりまで、ず～っとヤッてるような話が。ええと……。どの本だったかな？」

　鳥の巣さんの西の塔は分類がわかりやすくて見つけやすい。常連さんがまずここに探しものにやってくるのもうなずける。

「ああ……これ。ここの本の……、このあたり。はい。この話とかですよ」

　一話まるまるずっとヤッてるだけという、先鋭的な実験作を鳥の巣さんに示す。もちろん鳥の巣さんの塔の本棚から取ったのだから、鳥の巣さんは熟知しているはずだけど。

「ちがうよ。陸くん」

　一(いち)瞥(べつ)しただけで、鳥の巣さんは言ってきた。

「なにがちがうんですか？」

「一話きりじゃないんだよ。僕の言っているのは一冊全部って意味なの」

「ええーっ？」

　陸はびっくりした。一冊ぜんぶ延々とヤッてるだけのエロマンガって……？

　なんか想像可能な範囲の一回り上に、いきなり行かれた。

「そんなのあるわけないじゃないですか」

「なんで？」

「なんでって……。誰が読むんですか。そんな一冊まるごと、延々と、百ページも二百ページもヤリ続けているものなんて……」

「百ページとかじゃ――ヤッ！　千ページぐらいはヤッててほしいよね。最低でも」

「せ、千って……!?　そして最低でもっ!?」

「現在の製本技術なら千ページ楽勝だよ。ライトノベルとかＳＦとかでそんなのあるんだから、エロマンガだって分厚いの出来るはずだよ」

「いや製本技術の問題じゃなくて、ですね……」

　一回りじゃなかった。鳥の巣さんは陸のレベルの二回りほど上を行っていた。

　一冊まるまるエロシーンだけのエロマンガなんて……。そんなの人類にはまだ何十年か早いような気がする。エロマンガ専門店でバイトしている自分であるが、そう感じる。

「僕はなにも世のエロマンガのすべてがそういうふうになってほしいと言っているわけじゃないんだ。一ジャンルとして、そういうのがあってもいいんじゃないかな～って、一ファンとして、ささやかな希望を述べているだけだよ」

　世のすべてを塗りつくすことも視野のうちだった。三回りほど上を行かれていた。

「エロマンガ仙人のくせに単なる一ファンだと詐称しやがりますか。千ページをささやかだとかぬかしますか」

「ああ。千ページずっと、挿(い)れたままだなんて……。ぜひ読んでみたいなー」

「ずっとですか！　千ページずっと挿(そう)入(にゆう)したままだったですか!?　そこはワンシチュエーションだったわけですね!?　一度も抜かないままで千ページだったんですねッ!?」

　いま四回りほど上？　もはやなにがなんだかわからない。

「なんでないのっ！」

「キレるんだ」

「読むの！　僕が！」

「あんたにしか読めねえよ。人類には千年早(は)ええよ」

　陸はすっかりグレてヤクザ化していた。

　誰かこいつをどうにかしてやって。挿入したまま最低千ページ延々と「抜かずＸ発」のエロマンガを誰か書いて読ませて静かにさせて。

「なに騒いでるの？　なになに？　エロマンガ談義っ!?」

《マーベラス四天王》が一人、〝北極点のチロリ〟がやってきた。エロマンガ談義をしていると、いつも嬉(うれ)しそうに飛びこんでくる。

　鳥の巣さんが〝エロ仙(せん)人(にん)〟なのだとすると、チロリさんは〝エロ精(せい)霊(れい)〟だ。自称《エロマンガの精霊》だ。

「陸くんが変なんだよー」

「変なのは鳥の巣さんですよ」

「ねえねえ聞いて聞いて。聞いてー」

　鳥の巣さんは同志チロリに説明した。かくかくしかじか。あれこれそれあれ。

「ふぅん。なるほどね」

　チロリさんは溜(ため)息(いき)。陸に目線を向けて肩をそびやかす。

　あれれ？　チロリさんって意外と〝こっち側〟？　そう思った矢先――。

「素晴らしいわね。ぜひ読みたいわね」

「でしょ？　でしょー？」

　このひとたち。だめだった。

「千ページあったら十連発くらいは可能よね」

「いやいやいや。二十ページぐらいで細かく撃っていけば、五十連発は可能だよ？」

「どろどろね」

「ぐっちゅんだね」

「どろどろのぐっちゅんぐっちゅんで、粘(ねん)液(えき)まみれ体液まみれで、くんずほぐれつね」

「男の子のほうは五十連発として、女の子のほうは、これ、どのくらいイッてるのかな」

「そりゃ男のコより多いでしょ？　男のコが一回スルあいだに二回とか三回とか」

「じゃあ百五十回くらいなんだね」

「イクが〝逝(い)く〟になっていたりするわね」

「うっひゃっひゃ」

「えっひゃっひゃ」

　二人、人外の笑いを浮かべて、妖(よう)怪(かい)のような鳴き声で笑いあう。

　エロ仙人とエロ精霊。陸には二人がしわくちゃの妖怪に見えてしかたなかった。

　マスター・ヨーダが二人いた。
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　普通にしていれば、綺(き)麗(れい)なお嬢(じよう)さんなんだけど。

　いつも心に思ってしまう感想が、それだった。

　今夜の陸(りく)のアルバイト内容は、おもに書棚の整理である。

　女子大生の彼女――通称〝ヤオイちゃん〟とともに、〝南の塔(とう)〟の書棚を整理しているところであった。

　本屋のバイトの日常として、売れて空いた場所には補充を行う。

　同種の本は同じジャンルとしてまとめておく。書店員オススメの本は面出しを行う。手書きのＰＯＰを添えたりすると、そんなことくらいでこれほどか――というほど、動きに違いが出たりもする。

　ちなみに面出しというのは、書棚にある本の一部を表紙を見せるように並べること。ＰＯＰっていうのは、内容紹介のカードのことである。ヤオイちゃんの描くＰＯＰは可(か)愛(わい)らしくて好評だったりする。

　すぐ隣(となり)で立ち働く女性の姿に、ちらりと陸は目線をやった。

　細い身体(からだ)にエプロンを巻いて、彼女はせっせと本を移動させていた。短めのボブに切り揃えた毛先が、顎のあたりで揺れ動いている。思わず手を伸ばして払ってあげたくなる衝動に駆られるが、そんなことをしたら、もちろんセクハラだ。

　本当に綺麗なひとだった。

　大学はどこに通っているのか訊いたことはない。だが陸の勝手な思いこみのなかでは、音大でピアノなんかを弾(ひ)いているとか、そーゆーことになっている。

「あ。陸(り)っきゅん、それはそっちじゃないですよぅ」

「え？」

　見つめていたことがバレてしまったか――と、陸は慌(あわ)てた。大いにうろたえた。

「ですから、その本はそっちじゃなくて、こっちなんです」

　彼女の言っていることが、ようやく脳(のう)味(み)噌(そ)に届く。

　だいじょうぶ。バレてない。綺麗なひとの横顔を覗(のぞ)き見(み)ていたことは、気づかれていない。

「あのでも……、この本って、〝トシ×ヒデ本〟ですよね？」

　彼女――ヤオイちゃんの担当フロアは〝南の塔〟と呼ばれている。別の呼びかたでは南極点ともいう。

　東の関(かん)羽(う)――。西の鳥(とり)の巣(す)――。北極点のチロリ――。そして南極のヤオイ。

　これが《マーベラス四天王》である。

「でもこれ……、アンソロジーで……、ですからジャンルは同じで……、だからここでいいんですよね？」

　ヤオイちゃんの担当する南の塔は、いわゆる婦(ふ)女(じよ)子(し)ならぬ〝腐(ふ)女(じよ)子(し)向け〟の――。ホモと言ってはならずＢ(ボーイズ)Ｌ(ラブ)と言わねばならない〝そっち系〟の本ばかりが置かれた専門フロアなのだった。

　男性向けエロマンガには詳しい陸であるが、こっち方面は専門外だ。

「あれ？　でもこれって……？」

　手にした本の表紙には、いま絶賛放映中のアニメの、男×男のカップリングが描かれている。ジャンル的には間違っていないはず……？

「ああ。ほら――ここにもあるじゃないですか。おなじやつが」

　棚を指さして陸は言う。

「おなじって？」

　ヤオイちゃんが訊(き)く。

「ですからこれ。ええとほら。……トシ×ヒデ本？」

「やだ陸っきゅん。ぜんぜんちがいますよう。そこのはヒデ×トシ本ですから」

「え？　ちがうんですか？」

　掛け算の前と後ろが違うだけの気がする。

　だがそこのところが大きな違いなのかもしれない。こっちの世界のことはよくわからない。

「そこはヘタレ攻めコーナーなんです。それであっちの棚は総受けコーナー。ノーマルなのはだいたいここの棚になってますので、間違わないようにしてくださいね」

「はあ」

　陸は生返事を返した。むずかしい。自信がない。

「それはヒデ×トシで、王道カップリングですから、こっちに置いとかないと。お客さんが困ってしまいますよう」

　南の塔のお客さんはほとんどが女性だ。他のフロアのお客さんがほとんど男性ばかりなのと対照的だ。

　そこからの陸の作業は、集中を要するものとなった。

　原作を思い起こしてカップリングに注意を払う。確信がないときにはヤオイちゃんに訊く。そうするとヤオイちゃんは柔(やわ)らかな物腰で丁(てい)寧(ねい)に教えてくれる。年上の綺麗なお姉さんに優しく教えてもらえて、ちょっと嬉しい。

「だけど陸っきゅん来てくれて、ほんと、たすかります」

　仕事を続けながらヤオイちゃんはそう言った。

「ああいえ。たいしたこともしていませんから」

　ジャンル分けをいちいち考えながらだから、陸の仕事はひどく遅い。ヤオイちゃんの三分の一くらいしか進んでいない。

「あ。いえそっちじゃなくて。あっちのほうで」

　あっちってどっち？

「ほらこれまでって、うちって男のひと、鳥の巣さんとおヒゲの店長しかいなかったじゃないですか」

「ああはい。女性ばかりだと重たいものとか大変ですよね」

　今日もバイトに入って最初の仕事は、配本の段ボール箱を各塔に運びあげることだった。

「いえそっちじゃなくて」

　と、ヤオイちゃんはコロコロと笑う。

「鳥の巣さんとおヒゲの店長だけだとバリエーション足りなかったから、助かりました」

「はい？」

　陸は訊き返した。いまなにかとんでもないことを言われたような気がする。

「え？　いやあの。それって、どういう……？」

「だってほら。八通りくらいしかないじゃないですか。二人だけだと」

「えーと……」

　陸は考えた。

　考えた。

　あんまり考えたくはなかったが。

　考えてみた。

　まずヤオイちゃんが頭の中で鳥の巣さんとおヒゲの店長とをカップリングさせているのだとして。かけ算の前後をひっくり返したとしても、二通りに過ぎない。

　いやマテ。

　攻めと受けとが途中で逆転するようなリバーシブルなんてのもあるようだから、三通り？

「あのいまよく考えてみたんですけど。二人で八通りっていうのは、それっていったいどんな組み合わせになるんでしょう？」

「はい？　それはもちろん。店長攻めで鳥の巣さん受けだとか。鳥の巣さんがヘタレ攻めで店長受けだとか」

　鳥の巣さんはヘタレなのか。そうなのか。

「あとの六通りはどういうことになるんでしょう？」

「陸っきゅんもやっぱり興味あるんですか？」

　腐の話題を語れることが嬉しいのか、ヤオイちゃんは花のような笑みを浮かべた。

　一瞬、背後に無数の花束が浮かんだような気がした。目の錯(さつ)覚(かく)だが。そしてもちろん花は花でもドライフラワーだったが。

「あとはですねえ……」

　天井を見上げて、下(した)唇(くちびる)に指先をあてて、ヤオイちゃんは、ひどく楽しそうに考える。

「消火器×鳥の巣さんとか」

「はい？」

「あ。わたしべつに一夫一夫にこだわってないんで。だいじょぶです」

　なにが大丈夫なのやら。

　しかし消火器？　消火器って、あの消火器？　あの赤くて太くて逞(たくま)しいやつ？　そして攻め？　受けるのが鳥の巣さん？　いったいどこで受けるの？　それどんなふうになっちゃうの？

「あとわたし、踏(ふ)み台(だい)って絶対受けだと思うんですよー。鳥の巣さんがですねっ。ね、いいよね、ね、とか言って迫っていって、はじめは拒(こば)みながらも途中で濡れて、最後は和(わ)姦(かん)確定でっ」

　ヤオイちゃんは興奮ぎみに。鼻息荒い感じで迫ってくる。

　しかし踏み台っ？　濡れるってどうやってっ？　和姦っ？　やられちゃうのって踏み台のほうなのっ？　だからいったいどうやってっ？

　陸はこんらんしていた。

「だからわたし、陸っきゅんには感謝してるんですよう。カップリングが増えて助かります。鳥の巣さん×陸っきゅんとか。おヒゲの店長×陸っきゅんとか」

　それはまあ、想像可能な範(はん)疇(ちゆう)だった。

　しかしなまじ想像できてしまえるから嫌すぎる。

「陸っきゅんはやっぱり、わたしのなかではお姫様なんですよう」

「お姫様っ!?」

「はい。総受けです。蛍(けい)光(こう)灯(とう)とか。ホッチキスとか。バーコードリーダーとか」

「えええええ。ぼぼぼ僕人気者ですかっ。こここ困っちゃうなぁ」

　蛍光灯を入れられて、ホッチキスに入ってこられて、バーコードリーダーに責め立てられてしまうのか。

　だからいったいどうやってっ？

「はい」

　ヤオイちゃんは、にっこりと微笑(ほほえ)んだ。

　その花のような笑みの内側では、いったいどんな絡みを想像しているのだろうか。

　陸は今日ひとつ学んだ。

　ヤオイちゃんと、今後、その手の話はしないことにしよう。
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「やっぱり僕は童(どう)貞(てい)喪(そう)失(しつ)ものかなぁ。優しいおねーさんにね。女の人のカラダのことだとかをね。教えてもらうわけね。あ。〝お姉さん〟じゃないよ。〝おねーさん〟だよ。ここ大事なとこだからね。まちがわないでね」

「いやべつにそことかどーでもいいですけど」

「陸(りく)くんは童貞喪失ものってキライ？」

「いやべつに嫌いじゃないですけど」

　本日の仕事の合間のだべり場の話題は、「エロいと思うジャンル統一王座決定戦」だった。お客さんがいないのをいいことに、通路を塞(ふさ)いで五人で堂々と談義中だ。

　エロマンガには「ジャンル」とよばれるものがある。古(こ)今(こん)東(とう)西(ざい)。あらゆるジャンルのなかにおいて、果たしてなにがいちばんエロいのか……？

　それを皆で談義する。鳥(とり)の巣(す)さんがオピニオンリーダーで、ほかにチロリさん、関(かん)羽(う)さん、美人女子大生のヤオイちゃんもふむふむとうなずきながら聞いている。

　まあどうでもいいといっちゃいいし、たいへん有意義であるといえばいえる、そんな談義の場所に陸もいた。

「童貞っ♪　喪失っ♪　上手にっ♪　――で、きるっ、かなっ♪　入れたり出したり。はい。ワンツー。ワンツー。あ。出すっていってもこれは出し入れの出すのほうじゃないよ。もちろんアッチのコトだよ。もう陸くんなら、もちろんわかってるよねっ」

「いや歌わないでくださいよ。頼みますから歌のおにいさん」

「あと入れる場所わからなくって、おねーさんに導(みちび)いてもらうのは、これ、チョーお約束だよねー。〝そこじゃないの。もうすこし下のほう〟――って！　そこ絶対外せないよねー！　ねー？」

「いや同意を求められても困るんですけど。勝手に外さないでいてくれればいいですけど」

「陸くんなに照れてるの？　かわいー」

「聞けよオッサン。いつ照れてるっていうんだよ」

「ヤクザ化したー。かわいー」

　なにを言ってもカワイーと言われる。

　放置することに陸が心の中で決定すると、鳥の巣さんは、自分の肩を抱きしめて、裏声の女声をあげて身(み)悶(もだ)えしはじめた。

「ああン。そこじゃないのよ。ほらこっち。もすこし下。ばかね。それじゃお尻(しり)よ。うんそう。いいわ。そのまま。おねーさんのなかに入ってきてェ♡」

「キモいんだよオッサン。オッサン声でやんなよ」

「じゃあ、あたし――あたしやろっか？」

「やめてください勘(かん)弁(べん)してください」

　陸はチロリさんにしゅぱっと謝った。

　指の股(また)を舐(な)め舐めして、すっかりヤル気になっていたチロリさんは、えーっという顔になる。チロリさんの本気声でやられたら、生理反応が起こってしまって、大変なコトになってしまいそうだ。

「じゃあ、鳥の巣は、童貞喪失派なわけね。それも確かにエロいと思うけど。やっぱなにが一番エロいかっていわれたら、寝取られよね。それっきゃないわね。いまの子はなんて言うんだっけ。ＮＴＲ(ネトラレ)？」

「いまの子って……。あとそれ微妙に古いですけど。微妙にいまの子じゃないですけど」

　いったいチロリさんって何歳なんだろう。

「いいこと？　考えてもみなさい。陸」

　と、チロリさんはお姉さん顔で言う。

「――たとえば貴方(あなた)とニコニコ笑顔で会話している綾(あや)乃(の)が、裏ではどこか別の男のお手つきになっているの」

「そこでなんで店長が出てくるんですか」

「ううん。ただお手つきになっているだけじゃないの。そいつは貴方よりも大きく、貴方よりもテクがあって、そして貴方よりも鬼(き)畜(ちく)なやつよ。人間として最低のクズ野郎なんだけど、でも、エロテクとチ○Ｐーだけは憎(にく)らしいほどのスケールなのよ。そこだけは絶対に敵(かな)わない相手なの」

「いまさらりと伏せ字使いませんでしたか。あと放送禁止音、口で言いませんでしたか」

「そんなやつに綾乃は調(ちよう)教(きよう)されまくっているの。でもクラスメートの貴方と話すときは、普段のままの彼女であろうとしているの。たとえば制服の下にはボンデージを決めて、股(こ)間(かん)には器具を付けられたまま、電源もオンにされたまま、二十四時間調教プレイの真っ最中であっても、崩(くず)れそうになる膝(ひざ)を閉じ合わせて、貴方には、いつもの笑顔を作ろうと必死になっているのよ」

「んなっ……」

　生々しすぎる描写に、陸は絶句した。

「そんな彼女の痴(ち)態(たい)を、いずれ貴方は知ることになるわ。そして彼女は貴方の目の前で、その鬼畜な男に犯され、汚(けが)されて――」

「わー！　わー！　わー！」

　陸はたまらず叫(さけ)んでいた。ほんと。チロリさんの本気は色々とヤバい。

「ほうら陸がこっちのがエロいってさー。モース硬(こう)度(ど)でいうと、いま三くらい？」

「たのむから僕を測定器にしないでもらえますか」

「陸くん、若いねー」

　ヤオイちゃんが目を手で隠しながら、ちらりちらりと、指の間から、陸のズボンのあたりに目を注いできている。

　陸はポケットに手を突っこんで、素知らぬふりをした。

「ヤオイはどうなのよ？　ジャンルには一家言あるんじゃないの？」

「ええっ？　わたしですかー？　ええと。わたしが好きなジャンルは、やっぱり、ヘタレ攻めでしょうかー？」

　まだちらちらと目線を送ってきつつ、ヤオイちゃんが答える。

「ヘタレ攻めってなに？　どんなの？」

「ふだんは弱っちい子がいるんですよー」

　のんびりとしたいつもの調子で、ヤオイちゃんが言う。

「けどエッチのときには、ちがうんですよー。攻めなんですよー。普段ヘタレなのにそういうときだけ攻めになっちゃうんですよー。仔(こ)ヒツジの皮をかぶったオオカミさんなのですよー」

「そそそそれってたとえば陸が関羽を攻めちゃうとかそーゆーのっ？」

「うむ？　私か？」

「はぁい。そうですねー。なんと陸(り)っきゅんがおヒゲの店長さんを押し倒しちゃうとかですねー。て、店長がいけないんですよっ……、そ、そんな顔されたら、ぼ、僕っ、僕だってぇ――とかヘタレのままで迫って行っちゃってええェッ！」

「むはーっ、いいかもっ♡」

「あの差し出がましいかとは思いますが、お二人の話はぜんぜん嚙(か)み合(あ)っていませんが。ていうか僕を勝手に妄(もう)想(そう)に登場させないでいただけますか。肖(しよう)像(ぞう)権(けん)の主張を実行します」

　こちらを向いたヤオイちゃんの目が、爛(らん)々(らん)と輝いている。

　その目は陸を見ていても、現実の陸は見ていない。

「排卵しちゃう？」

「するーッ！　超(ちよう)妊(にん)娠(しん)するッ！　おヒゲの店長がっ！　陸っきゅんの精Ｐーでっ！」

　もうグダグダだ。だめだった。終わってる。

　この人たち、人として、終了してる。

「関羽はどうなのよ？　あんたひとりだけなにクールに決めてんの」

「私か？　私は、そうだな……。最も強く〝氣(き)〟を感じるものは、たとえば、このあたりにある、これだとか――」

　と、関羽さんは近くの棚から、ろくに見もしないで一冊を抜き取った。そして中身を見もしないで、ずばっと、とある場所を開いた。

「おお。足コキ。しかも黒ストッキング先生。なんてマニアックな」

　関羽さんが〝氣〟とやらでエロマンガを選んでいることは、この店では周知の事実だった。誰(だれ)もその不自然さに突っこんでいったりはしない。

「ねえこの男のコってば。なんか陸に似てない？」

「そうですねぇー。似てます。うん雰(ふん)囲(い)気(き)が」

「あはははは。ヘタレっぽいところそっくりー。お願いですから入れさせてください――って自分で言えないの。センセイに言ってもらって、ようやく言えてるのー。これってなんだっけ誘い受け？」

「ああっ……。なんだか萌(も)えてきましたっ。消火器に踏まれる陸っきゅん。さあ言ってごらん。なにが欲しいんだい？　――そしてその逞(たくま)しいホースが。ホースがっ。ホースガガガガガガ！」

　ヤオイちゃんは綺(き)麗(れい)な女子大生の皮を脱ぎ捨て、すっかり魔(ま)性(しよう)の生き物と化していた。

「濡れちゃう？」

「ＡＢＣ粉(ふん)末(まつ)がっ。白い粉末がっ。陸っきゅんのナカにっ」

「黙って聞いていれば」

　陸はぎろりと牙(きば)を剝(む)いた。羊(ひつじ)の皮を脱ぎ捨てた。

　今日は黙って聞いているつもりだった。しかしそれは無理というものだ。いかな引っ込み思(じ)案(あん)の自分といえど、事ここに到っては、沈(ちん)黙(もく)を通すことは不可能であった。

「貴方たちはなんにもわかっていません。まったくなんにもわかっていません。そんなもんのどこがいったいエロいってゆーんですか！」

「あ。陸。他人の趣味の批判は禁止ね。そこ協定ね」

「あ。すいません」

　一瞬だけ素に戻る。注意される。頭を下げる。

　ふたたびエキサイトして――。

「なにが真にエロいのかっ！　――これから僕が貴方たちに教えてさしあげます！」

　ずばっとポーズを取って、カッコよく――棚から一冊を抜き出してくる。

「たとえばこれです！　エロいとはッ！　こういうもののことです！」

「ほほう」

　チロリさんがつけてもいない眼鏡(めがね)を直す素(そ)振(ぶ)りをする。

　皆で輪を作って、開いた本を覗(のぞ)きこむ。

「ほむほむ。クラスの中の真(ま)面(じ)目(め)な女のコを――誘って受けて罠(わな)にはめて、どんどん快楽の味を覚えさせてゆくのね？　そんで調教してゆくと」

「あー。この作家さん。続き物のほうが面白いんだよねー。あそこの雑誌だとシリーズやらせてくれるから、僕、一昨年の雑誌の移籍は、あれ大正解だったと思うんだ」

　そう言ったのは鳥の巣さん。言葉だけ聞いていると評論家気取りのアマチュアの香ばしい言葉だが、鳥の巣さんの場合には――。

「だからそう言ったんだー。紹介したんだー」

　ほうらやっぱり。エロマンガ黎(れい)明(めい)期(き)から業界に片足突っこんで生きている仙人は、顔の広さが尋(じん)常(じよう)でない。

「陸はこーゆーの趣味なんだぁ♡」

「ほへー……。この男の子って、けっこう鬼畜ですねえ。ほらほらぁ。話が進んでゆくと。これこれ。これってヒドくないですか」

「うんエロいわね。ジャンルでいうと。これは。調教ものね」

　自分の性的嗜(し)好(こう)を話題にされていた。

　まあ。恥(は)ずかしくないっていえば噓(うそ)になるけど。この人たち相手だったら、まあいいか。だいじょぶか。なにをいまさらってカンジだし。

「そっか。陸って綾乃を調教したいのねー」

「なっ。――なんでそういうことになるんですかっ！」

　ぶはっと吹き出して、陸は慌(あわ)てた。

「だってそうでしょ。ほうらこのマンガのヒロイン。……綾乃そっくり」

「髪型と顔と体型と制服デザインだけしか似てないじゃないですか！」

「陸くん。それ全部似てるっていうよ」

「綾乃って絵にするとややタレ目がちになるのね。あ。眉(まゆ)毛(げ)――太っ！」

「だから違うって言ってるじゃないですか！」

「なにが違うんですか？」

「ええ聞いてくださいよ店長。こいつらが――って！　いえ！　いええっ！　なんでもないです。いえーい」

「はい？」

　はっきりした眉毛をぎゅっと顰(ひそ)め、綾乃は不審そうな顔を向けてきた。

　たしかにいまの自分は不審極まりない。ピースサイン出してるし。

　綾乃は本を十数冊ほど抱えていた。重たそうに抱えるその仕草でもって、ちゃんと仕事してください、というように訴えかけてきている。

「調教がどうとか言ってないで。……もう新刊届きましたよ？」

「うわーっ！　そこからいたんだっ！」

　叫んでしまってから、陸は自分で口を押さえた。

「そこから……って？　なに？　どうかした？」

「い、いやーっ！　なんでもない！　なんでもないヨ！　さあ仕事。仕事。シゴトしようねみんなー」

「綾乃、調教って知ってる？」

　せっかく陸が全力でごまかそうとしているのに、チロリさんが訊(き)いてしまう。

「はい？」

「ちょーきょー……ですか？」

　本を抱えて立ち止まったまま、綾乃は小首を傾(かし)げた。

「ええと……。馬とか？」

「あー。近い近い。けっこう近いかもねー」

「ぜんぜんですよ」

　陸はそっぽを向いてぼそっとつぶやいた。止められない止まらない。行き着くところまで行くしかない。

「あとは……。犬？」

「あっ。なるほど。たしかに綾乃似てるかも。動物でいったら犬ってタイプね。そうか。だから陸が調教したがるわけか」

「だからちがいます。冤(えん)罪(ざい)です」

「なんでわたしの話になってるんです？　調教の話じゃ……？」

　真面目な綾乃は、こんなときにでも話を本筋に戻そうと頑(がん)張(ば)っている。

　怪(け)訝(げん)そうに皆を見回す綾乃。そしてニコニコ、あるいはニヤニヤと、綾乃を見つめる皆。視線が交差する。

　そのうちに綾乃の目は、そこに置かれていた一冊の本で、ぴたりと止まった。

　陸が棚から抜き出した本だ。マイフェーバリットの一冊だ。

　表紙を飾るのは調教最中の女の子の絵。

　本のタイトルは〝楽しいちょーきょー〟――。

「あ。」

　綾乃がついに気づいた。

　三……。

　二……。

　一……。

　ぴぴゅっ。

　今日のはなぢは、わりと可(か)愛(わい)いほうの擬(ぎ)音(おん)だった。
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　学校が休みで、めずらしく早番に入った日。

　真っ暗なフロアに足を踏み入れた陸(りく)は、ぱちぱちぱち、と、電気のスイッチを入れていった。

　一緒に早番に入った綾(あや)乃(の)はレジのところに残って、陸が一人で店の奥に向かう。明かりのスイッチを入れてゆきつつ、細長い店内を奥へ奥へと進んでゆく。

　蛍(けい)光(こう)灯(とう)の明かりをちょうど半分くらい灯(とも)し終わった頃――。陸は床の上に、奇妙な物体を発見した。

　細長い円筒状の袋みたいなものが、通路のどまんなかに転がっている。

　人間サイズのその円筒は〝もそもそ〟と動いていた。

　身動きもできずに、まじまじとその物体を見つめていたら――。

「あー……。陸ぅ……。おはよー」

　なんと、物体から声がした。

「ち、チロリさん？」

「あれ？　もう朝？　……っうか、いま何時？」

　袋に包まれたままのチロリさんは、尺(しやく)取(と)り虫(むし)のようにもそもそと動いた。ぐるりと半回転すると、袋に開いた丸い窓から、彼女の顔がのぞけて見えた。

　落ち着いてみたら、なんのことはなかった。

　これは〝寝袋〟というものだ。キャンプとか屋外で寝るときのための袋状になった布(ふ)団(とん)の一種だ。

　寝袋で寝るのは、それは普通だ。

　普通でないのは、寝ていた場所で――。店で。しかもフロアのどまんなかの床の上でというのが、ちょっぴり異常というだけで……。もともとここの人たちは、陸と綾乃を除いて全員異常であり変(へん)態(たい)なわけだけど。

「おやすみー」

「ね――寝ないでくださいよ。チロリさん。いま十時半ですよ」

「わ！　店。開けなきゃ！」

　がばりと、チロリさんは起き上がった。

　寝袋のジッパーを内側から開いて、ぺしゃんとなった寝袋を床に残して、すっくと立ち上がる。

　陸は反射的に目を逸らした。恥(はじ)という概念を持たないエロマンガ星人は、リアルのほうでもやはり恥じらいがなかったようだ。上と下とにそれぞれ一枚っきりの下着姿で、堂々と立つと、チロリさんは、ぺたぺたと裸足(はだし)で歩いて行ってしまった。

　ほんの一瞬だけ網(もう)膜(まく)に映った――微妙な胸の膨らみとか、浮き出た鎖(さ)骨(こつ)とか、腰骨に引っかかったショーツのゴム部分だとか。そのショーツに隙(すき)間(ま)ができかねない薄い下腹部だとか。あとは細長い手脚だとか。そんなあれやこれを脳内の永久メモリに移しつつ、陸は床に落ちている寝袋をひろいにかかった。

　バックヤードの流しのほうから、がらがらがら、と、うがいをする音が聞こえてくる。

　前から不思議だったのだ。なぜ流しに歯ブラシがあるのかと――。

　その答えを、陸はすでに持っていた。
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「なんでなんですか？」

「なにが？」

　服を着てエプロンをつけて、すっかりいつもの格好となったチロリさんと、開店準備を進めつつ――。手は動かしたままで、口だけで彼女と会話する。

「だから、なんでなんですか？」

「なによさっきから？　陸？　なんでって、いったいなんの話？」

　チロリさんは本を並べる手を止めた。きょとんとした顔を向けてくる。

　やっぱり問題の本質を、ぜんぜんわかっていらっしゃらない。

「たしかに鍵(かぎ)は預かってもらっていましたけど……」

　レジに釣り銭を入れながら、綾乃が、つぶやいて返してくる。

　チロリさんが店に泊まりこんでいた事実を、綾乃も知らなかったということだ。

「さっきから、二人、なんの話してんの？」

「いけないですよ。チロリさんも一応女の子なんですから。こんなところに寝泊まりしていたら」

「そこの〝も〟とか〝一応〟とか、すごく引っかかるんですけど」

「しかたないでしょ。住むところないんだから」

「家出なのかなんなのかわかりませんけど。おうち戻ったほうがいいですよ」

「人の話きけよ。だからそのおうちがねーんだっつーの」

　チロリさんには悪びれた様子がまったくない。

　見かけの年(ねん)齢(れい)だと小中学校に通っているように見えるが、きっとたぶんチロリさんは陸よりは年上で――義務教育なんてとっくに終わったと前に言っていたから、きっとたぶんそう。だとしても実家くらいはあるはず。

　ちらり、と綾乃に目を向けてみる。店長の彼女ならなにか知っていると思ったが――。

　綾乃は肩をすくめて返してきた。

　店長とはいっても、綾乃は店長代理。チロリさんを雇(やと)ったのは、彼女の父親であるおヒゲの店長だから、綾乃は知らないわけだった。

「それにあたしエロマンガの精(せい)霊(れい)だから。エロマンガのないところに何時間もいたら消えちゃうよね」

「すいませんがなに言ってんのかまったくぜんぜんわかりません」

「いいじゃん。べつに誰(だれ)に迷惑かけてるわけでなし」

「だめったらだめです」

「なんで陸に許可もらわなくちゃなんないの？　あんたあたしのパパかなにかなわけ？」

　言われてみればそうだった。チロリさんのほうが年上――のはずなんだし。

　でもだめだった。

　女の子がこんなところに寝泊まりしているなんて。やっぱり。なんか。だめだ。

　だから陸は、提案することにした。

「じゃあチロリさん。こういうのはどうでしょう――」
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「はい。現金。合いました」

　店を閉めたあとのレジの現金を数え終わって、データ上の売り上げと、レジの中にある現金とが、ぴったり合ったことが、綾乃の声で告げられる。

　皆でばんざーいと諸(もろ)手(て)を挙げる。なんでかしらないけど。それが店に伝わる閉店後の儀(ぎ)式(しき)だ。お金が合わないと大変だ。お金が合えばおめでたい。だからバンザイをする。

「じゃ、帰りますか」

　閉店作業はすでに終わっている。綾乃のレジ締め作業が最後だった。

　綾乃が売上金を袋に入れて、さらに金庫に入れているあいだに、カバンを持ったり上着を取ったり。陸は今日の〝バイト代〟をカバンにしまった。〝時給一冊〟が陸のバイト代だ。今日はたくさん働いたから、新刊だけでなく、旧刊のほうまで手が伸びる。

「お待たせ」

　エプロンを外しつつ、綾乃が奥から出てきた。

「じゃ。行きましょうかチロリさん」

「あいあい」

　陸はチロリさんと一緒に店を出た。夜の繁(はん)華(か)街(がい)に向かって二人で歩く。

　目指す先は――とりあえずスーパー。午後十二時までやっている大きな店が駅前にある。人間が一人増える分、食料品を買いこまないと。

　チロリさんがきちんとついてきているか、陸はちらりと振り向いて何度か確認した。

　女の子だから足が遅いのだろうか。チロリさんは遅れがちだ。

　ああそうか。自分のほうが足を合わせてあげればいいんだ。恥ずかしい。どうしてそんなことに思い至らなかったのか。

　ゆっくり歩くようになってから、振り向く必要はなくなった。

　人(ひと)気(け)のない夜の路(みち)を、二人肩を並べて歩く。正確にいえば、チロリさんの肩は、陸の肩とぜんぜん並んでいない。だから肩を並べて歩いているわけではない。彼女の頭のてっぺんはいつでも陸の肩(けん)胛(こう)骨(こつ)の下にある。

　今夜も店に泊まりこむといってきかないチロリさんに、陸は提案を持ちかけた。

　じゃあ僕の部屋に泊まりませんか――と。

　あんなんでもチロリさんは女の子。店の固い床の上に女の子を寝かせて、自分は柔(やわ)らかい布団でのうのうと寝るなんて、なんだか許されない気がしたのだ。

　ちょっとした理由があって、陸は一人暮らしをしていた。よって親に断る必要もない。狭(せま)いワンルームだがチロリさん一人ぐらい増えても問題はない。布団は一つしかないが自分が絨(じゆう)毯(たん)の上で寝ればいいだけだ。店の固い床の上より全然ましだ。チロリさんはずっとそうして生活していたのだし。

「どしたの陸？」

　前を行っていたチロリさんが、振り返って訊いてきていた。考えながら歩いていたら、いつのまにか遅れてしまっていたらしい。

　スーパーの入口が闇(やみ)の中に輝いていて、それを背景にしたチロリさんは、服と髪とが透き通って、ハレーションを起こしている。

「なんでもないですよ」

「へんな陸」

　天使というより小悪魔のほうだろう。

　チロリさんに招かれるようにして、陸はスーパーへと入っていった。
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　会社帰りのサラリーマンとＯＬさんが、夜のスーパーの主要なお客さんだ。

　意外と混んでいるその店内を、チロリさんと二人して、カゴを持ってうろついた。

「なんか新婚みたいね。あたしたち」

「物騒なたとえはやめてください」

　嫌そうな顔で陸が言うと、チロリさんはその逆で面白そうな顔になった。踵(かかと)を浮かして、背伸びして、わざわざ陸に耳打ちしてくる。

「――まわりの人たちから、どう見えているのかしらね？　あたしたちって？」

「高校生と小学生に決まってます」

「パパと愛(まな)娘(むすめ)じゃなく？」

「チロリさんは娘かもしれませんが僕はパパって年齢じゃないですよ。いいとこ親(しん)戚(せき)のお兄さんですね」

「恋人同士って可能性は？」

「ないですね。ゼロですね。最低もう五年してから来やがれって感じですね」

「そうなのよね。陸。ロリ物ってあんまり持っていかないのよね」

　毎日陸が〝バイト代〟としてお持ち帰りになっているエロマンガのタイトルは、すべて皆に知られている。いまさら恥ずかしがることもないわけだが。性的嗜(し)好(こう)を明らかにされると、やはり恥ずかしい。まだまだ自分も功夫(くんふー)が足りない。もっとも功夫積み過ぎると、鳥(とり)の巣(す)さんみたいな仙(せん)人(にん)になったり、チロリさんみたいな精霊になったり、人間を捨ててしまうことになるのだけど。

「じゃ。おに～ぃちゃ～ん」

「鼻に掛かった声で呼ばないでください。僕。実家にリアル妹いますんで。妹キャラには絶対免(めん)疫(えき)持ってますから無(む)駄(だ)だと思います。あと妹は一人で充分です」

「ニーニー？」

　その呼びかたには、ちょっとぐらりときた。リアル妹のほうは「お兄ちゃん」だし。

　とか不毛なやりとりをしつつ、野菜コーナーあたりをうろついていたとき――。

「あ。大根安い。一本四十二円」

　突(とつ)如(じよ)、綾乃の声が聞こえてきて、陸はぎょっとなった。

「あ――朝(あさ)倉(くら)さん。ど。どうして？」

「だってわたしもここでお買い物するし」

　半額シールのついている大根を手に、綾乃は、どうかしたの？　という顔で訊(き)いてくる。

　そういえばおヒゲの店長は家でぎっくり腰の療(りよう)養(よう)中(ちゆう)。朝倉綾乃は家事もできる女の子だったわけだ。たしかに学校での朝倉綾乃はどの科目も成績優秀な優等生。家庭科だって得意科目に違いない。

「なに陸？　気づいてなかったの？　綾乃。店出てからずっと後ろを歩いてたわよ？　店のなかでもずっと後ろにいたわよ？」

　今度はチロリさんにそう言われる。

　すいません。ぜんぜん気づいていませんでした。なにしろ女の子と一緒に道を歩くなんて一生に一度あるかないかという体験だったもんで。正直舞いあがっていました。えらいすいません。

「食料品。どうします？」

　陸が手にしたカゴに半額大根を入れつつ、綾乃はチロリさんに訊いている。

「あたし！　あとビール！　おつまみも！」

「いつもちゃんとしたもの食べているんですか？　チロリさんって？」

　あれ。あれ。あれ。――と思っているうちに、綾乃のナビゲーションで調味料コーナーに連れていかれる。

「紫(し)東(とう)くん。お味(み)噌(そ)とかお醬(しよう)油(ゆ)とか。調味料とかは揃(そろ)ってます？　買っておきます？　あとお米とかは？」

「え？　あ？　うん。まあ。……いちお自(じ)炊(すい)だし」

　調味料と穀(こく)類(るい)はパスしたものの、各種野菜と、卵とハムとチーズとがカゴに入った。うちの冷蔵庫の中身をなぜ知っているのだろうという的確さだ。ほとんど超能力だ。

　どんどん中身の増えてゆくカゴを手にして立ち止まり、怖(こわ)々(ごわ)とした顔を綾乃に向けていると――。

「男の人の一人暮らしの冷蔵庫の中身なんて、どこも同じです」

　言い切った。

　ずびっと。綾乃は言い切った。断定した。

　買い物が終わってからは、陸のアパートにまっすぐ向かった。

　三人で横一列に並んで道幅を占(せん)領(りよう)する。夜の道路を独占する。

　買い物の成果は、いちばん大きなレジ袋で二つほど。陸と綾乃が片手にそれぞれを持ち、まんなかのほうの手では、チロリさんを〝持って〟いた。

　チロリさんはなんだかすっかりご機嫌だった。二人の手にぶら下がる形で「ぶら～ん」とか、足を浮かせて遊んでいたりする。子供がよくやるあれだ。

「まわりから見たら、どう見えるかしらね。――あたしたち？」

「パパとママと子供には見えないと思いますよ。すくなくとも」

「やっ――な、なに言ってるの。紫東くん！」

「あたし子供連れの夫婦見るたびに思うことがあるんだけど。あの二人――セックスしたことあるんだ。みたいな」

「なっ――な、なに言ってるんですかチロリさん！」

　そんなことをやっているうちに、アパートに到着した。

　木造一間の安アパート。バストイレ別であることを不動産屋が力説していた。そこしかアピールポイントがなかったともいう。

「ほら陸。カモナ・マイ・ハウス――って言わなきゃ」

　入口のところでチロリさんがなんか言っている。その脇をすり抜けて綾乃と二人でドアをくぐり抜ける。

「お邪魔しまーす」

　靴を脱ぐ綾乃。

　そのあたりで陸はようやく違和感に気がついた。

　あれ？　あれれ？

　てっきり綾乃は荷物を持ってきてくれただけだと思った。上がって行くつもりだと思わなかった。まあお茶くらい出すけど。でも綾乃の態度を見ていると、そういうわけでもなさそうで……？

「なんで？」

「なんで、じゃないですよ。紫東くん」

　責める目付きを逆に彼女から向けられた。

「女の子と二人っきりなんて。そんなの保護者として認められるわけないじゃないですか」

「いつ保護者になったの!?　てゆうかどっちの!?」

「なにかやましいことでもあるんですか？　まさか……、チロリさんを泊めて……」

「ないない！　全然ないから！　僕にそんなレベルあるわけないでしょ！」

「じゃ。いいですよね」

「だからいいですって！　なにが!?」

「ですからさっきも言ったように。わたしも泊まります」

「言ってないよ。言ってないよ。朝倉さんは」

　ドアを入ったすぐのところで言い合う陸たちをよそに、チロリさんはとっとと部屋にあがりこんでいた。

　ぽいぽいと靴が脱ぎ散らかされている。靴底が二つ上を向いている。

「さーて！　陸のオカズがしまってあるのは――ここかなーっ!?」

　などと言いつつ、押し入れをがらりと開けている。

「そっちより〝バイト代〟を並べてある本棚を探すのが先決だと思いますけど」

　一日ごとに数冊。毎週では数十冊。増殖をつづける魂のコレクションは、壁の本棚一つを埋(う)めつくしたあと、床に二つめのメートル級の山を築きつつあるところだ。

「ああ……。やっぱりエロマンガがあると落ち着くわね。――ほらあたし。エロマンガの精霊だから。エロマンガが周りにないところに何時間もいると、消えちゃうのよね」

「言っててください」

「ところで屑(くず)かごって、空(から)なのね。ねえ陸……あなたちゃんと〝使って〟いるの？」

「いやそのまあ。なんといいますか」

「この本。開き癖(ぐせ)発見～っ！　そっかぁ……。陸のお気に入りは、ここのシーンかぁ！」

「いやまあその。なんといいますか」

「……さっきからなんの話です？」

　綾乃は怪(け)訝(げん)そうに眉(まゆ)をひそめていた。

　説明しないほうがいいと陸は思った。知れば綾乃は、はなぢを噴(ふ)くに決まっているのだ。
















　シャワーの水音が部屋を満たしている。

　なにしろ一間しかない安アパート。音から逃れる方法などあるはずがない。

　うしろを振り向けば浴室の曇(くも)りガラスも直視できてしまえるほど。二つ並んだ肌色が揺れているのが見えてしまえるほど。

「わーい♪　三日ぶりのお風呂だー♪」

　チロリさんの声が聞こえる。

「お風呂って、いつもどうしてたんですか？」

　綾乃の声も聞こえる。
















「銭(せん)湯(とう)とかコインシャワーって、このへんないですよね？」

「流しあるでしょ」

「流し？」

「給湯器あるでしょ」

「給湯器？」

　綾乃はわからないようだが、陸にはピンときた。

　つまりチロリさんは、店に泊まりこんでいたときには、バックヤードにあるステンレスの流しと給湯器を使って、〝お風呂〟に入られていたらしい。

　聞かずとも聞こえてきてしまう二人の会話を耳に入れつつ、陸は膝(ひざ)を握りしめていた。手の指の関節が白くなってしまうほどに力を込めて、ひたすら正座を続けていた。

　もう喉はカラッカラ。心臓の鼓(こ)動(どう)はいまだ収まらない。

　なにしろ一間～～（中略）～～なわけだから、二人の脱衣も同じ部屋の中で行われたわけである。

　外に出ていようかという紳(しん)士(し)的(てき)な申し出は、綾乃の生(き)真(ま)面(じ)目(め)さによって却下された。

　背中を向けていてくれれば――という、おいおいおい、と諸手を挙げて大歓迎したくなるような綾乃の抜けてる提案により、陸はいま紳士として振る舞っているわけだった。

　背中を向けたその背後で、二人の少女が服を脱いでゆく、その衣(きぬ)擦(ず)れの音を陸は紳士的に聞いていた。一生に一度あるかないかというほどの、スリリングな体験であった。

　いいや。ない。

　たぶんもう一生に二度とない！

　そう確信を持てた陸は、正座をやめて、うしろを振り返った。

　これが一生最後のチャンスならば――。

　正座で痺(しび)れる足をさすりつつ、陸の向かった先は――。

　もちろん風呂の戸なんかじゃない。そんなの無理。だって不可能。選ばれし勇者でもなければ覗(のぞ)きなんて出来っこない。

　かわりに陸が興味を向けたのは、二人が脱いで残していった服のほうだった。

　綾乃のほうは綺麗に折り畳(たた)まれて角のきっちり立った長方形の山となっている。

　チロリさんのほうは、山でさえなく、乱雑にぽいぽいと各種パーツがそのへんに放り出されている。

　うん。そう。これは。そう。

　畳んであげるだけなんだから。ただ拾い集めてあげるだけ。

　部屋の主としてはね。散らかっているのはよくないしね。ただそれだけなのね。

　けっしてやましい気持ちじゃないから！

　スカートを拾い。ブラウスを拾い。ぶらじゃあを拾い。――てゆうか。していたんだ。チロリさん。ぶらじゃあとか。ぜんぜん必要なさそうなのに。昼間ちらりと目にしたときにはタンクトップかと思っていたが、きちんとした〝ぶらじゃあ〟だった。ただしワイヤーの入っていないお子様用。小学生女子が最初に身につけるようなソフトなやつ。ハーフトップとかいうやつ。エロマンガから仕入れて知識だけは豊富な陸であった。

　ニーソックスを片っぽずつ拾い。そして最後の肝(かん)心(じん)かつ焦点であるところの、下着の下側のパーツへ手を伸ばしたとき――。

「あやのって、けっこうおおきーい」

　チロリさんの声が聞こえた。

「あっ。――やめ」

　綾乃の声も聞こえた。曇りガラスの上で二つの肌色が絡みあう。

　いったいなにをやっているのか。そしていったいなにが大きいのか。

「あやのけっこう濃(こ)おーい」

　だから――!!　な！　に！　がっ!?

「あいた。ぶつことないでしょ」

「へんなこと言うからです。紫東くん。そこにいるんですから。――きっと聞いてます」

「あ。そうか。陸いるっけ。――あれっ？　じゃあきっと？」

　浴室の戸が、ガラリと、いきなり開いた。

「あれ？　陸？　なに覗いてなかったの？」

　あっけらかんとした声でチロリさんは言う。そのうしろで綾乃がきゃあーっと悲鳴をあげている。肌色が曇りガラス越しでなくて、直(じか)に、ちょっとだけ見えてしまう。

「し！　してませんよそんなこと！」

　陸はずびっと背中を向けた。

　紳士である自分がしていたのは、脱ぎ散らかされていたチロリさんの服を、拾って集めて畳んでいただけで――。それこそもう紳士的に。

「ちょ――!!　なに！　あんたなにやってんのよ――陸っ！」

　チロリさんが駆けてきた。

　裸(はだか)のまま浴室を飛びだしてきた彼女は、飛沫(しぶき)を振りまきながら陸の前に回りこんできた。そして陸の手から「下着」を奪い取ってゆく。

「なっ――！　なに人のぱんつ握りしめて！　――やめてよ！　汚れてるんだから！　へんたい！　へんたい！　へんたい！　このヘンタイ！」

　チロリさんはひとしきり陸のことを糾(きゆう)弾(だん)してから、舌(した)を目いっぱい突きだして、イーッとやった。

　陸はぽか～んと、チロリさんを見上げていた。

　変態に「へんたい」呼ばわりされてしまった。なんだかとってもショックだった。

　だいたい全(ぜん)裸(ら)で仁(に)王(おう)立(だ)ちが恥ずかしくなくて、服を見られるのは恥ずかしいというのが、なんだかぜんぜん理解できないのだけど。

　すたすたすたと、チロリさんは堂々と歩いて、風呂に戻っていった。戸を閉めるまえに、もういっぺん、イーッとやってくる。

　それにしても――と、陸は思った。

　チロリさん。生えてた。ほんのちょっとだけ。
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「あやのー。おつまみ。おかわりー。――これおいしいねー」

「お父さんが。それ。好きで……」

　キュウリをスティックに切って、チーズでくるくると巻いている。爪(つま)楊(よう)枝(じ)を刺してピン留めして、簡単おつまみの完成だ。ハムとチーズをくるくる巻きにしたおつまみもある。

　ビールの泡を口元につけて、チロリさんはご機嫌だった。

　普通サイズのＴシャツが寝間着がわり。それでもあちこち余ってぶかぶかだ。Ｔシャツの裾(すそ)からは、細い脚が、にゅっと伸び出している。

　そしてお風呂場で洗(せん)濯(たく)されたぱんつは、いま部屋の片(かた)隅(すみ)に下がって干されている。

　ということは……。つまり？

　しどけなく横座りしているチロリさんのほうをあまり見ていると、綾乃の視線が怖いので、陸としては、ちら見するだけに留(とど)めるしかない。

「あやのー。――まだぁ？」

　甘えきった声でチロリさんが言う。綾乃は、はいはいとキッチンに立つ。立ち働くその姿は、まるでお母さんのようだ。

「うふふー……。陸(り)っきゅん飲んでますかぁー？」

　お酒くさい息を吐きつけられる。ウーロン茶を飲みながらしかめっ面(つら)を作っていたら、チロリさんは、つぎにしなだれかかってきた。

　髪から立ちのぼったシャンプーの匂いが鼻をくすぐる。自分がいつも使っているシャンプーなのに、なぜか女の子の匂いに思えるから不思議なものだ。

　チロリさんはすっかり体重を預けきってきた。押しつけられる肋(ろつ)骨(こつ)のかたさのなかに、一部分だけ、すこしだけ柔らかくて、弾力のある場所もあって――。彼女も女の子なんだなと、そう思う。

「こ。これはね……」

　と、チロリさんが急に言いだした。

「あたしねっ。いまはねっ……」

　陸は黙って聞いていた。

　今日のチロリさんは、どこかがおかしい。子供のようにはしゃいでみたり、女の子のように恥じらってみたり。

「だから……、これはきっと……、酔ってるだけなんだからねっ」

　いつもとぜんぜん調子の違うチロリさんが何を言ってくるのか。陸は静かに耳を傾けていた。

「いいっ？　そのつもりで……、聞くことっ」

　ひとしきり前置きを行ったあとで、チロリさんは、こてんと陸の胸に頭を預けてきた。

　そのまま数秒。

　永遠にも等しい時間が過ぎ去ったあとで、彼女は、ぽつりと口にした。

「ありがと」

　陸は身動きもせずに聞いていた。

　ちょっとびっくりしていた。まさかチロリさんの口から「ありがと」とか聞くなんて。

「あたしずっと一人だったから……、こーゆーの……、なんだか……、うれしい」

　彼女の目は陸と同じものを見ていた。つまり台所で立ち働く綾乃の背中だ。

「陸がいて。綾乃がごはん作ってくれて。……なんだか、家族みたいじゃない？」

「………」

　よりかかるチロリさんの小さな頭を支えながら、陸はみじろぎもせずにいた。

　なんて言ったらいいのか、わかんない。

「はい。おまたせです。……あれっ？」

　お皿を手にやってきた綾乃が、きょとんと立ち尽くす。

　チロリさんは、陸に頭を預けて、すうすうと寝息を立てていた。




＊




「お布団。いいですよ」

　綾乃が敷いてくれた布団のほうに、チロリさんを運んで行く。

　なんと！　お姫さま抱っこが出来てしまえた！

　自分は力のあるほうだとか、ぜんぜん思っていなかったけど。

　チロリさんは小鳥のように軽くって、膝の下と背中とに両腕を差し入れたら、ひょいと軽々、持ちあがってしまった。

　寝床まで運んで行って、布団の上に寝かせると、チロリさんは薄目を開けてきた。

「あ。起こしちゃいましたか」

「ん……、ねえ……、寝る前に〝おなにぃ〟してもいい？」

「いけません」

「じゃあ……、おやすみぃ……」

　薄い笑いをひとつ残して、チロリさんはまた目を閉じた。すぐにまた寝息をたてはじめる。

　陸はようやく、ふう、と大きなため息をついた。

　すぐそこにある綾乃の顔と、笑顔を合わせる。

　チロリさんが寝てくれて、これで自分も――。

「じゃあ僕。あっちで寝るから。朝倉さんはこっちでいいよね。チロリさんと一緒に布団を使って」

　そう言って腰をあげようとした陸だったが――。

「あれ？」

　チロリさんの手が、陸の服の裾を摑(つか)んでいた。

「あれ？　あれ？　あれ？」

　しっかりと摑んでいて、ぜんぜん離してくれない。

「あの……。わたしも……」

　と、綾乃もそう言ってきた。こちらは貸してあげたスウェットの裾が、チロリさんのもう片方の手によって、しっかりと握りしめられていた。




＊




　その夜。

　陸とチロリさんと綾乃の三人は、ひとつの布団で寝ることになった。

　三人で〝川〟の字を作って寝た。

　チロリさんはすやすやと熟睡していて、翌朝に爽(そう)快(かい)な顔をしていた。綾乃もまくら替わるとだめなんです、とか言ってたわりには、くごーと、可(か)愛(わい)らしいイビキをたてて熟睡していた。

　ひとり陸だけが、朝まで一睡もできずにいた。







＊




　後日――。

「カモナ・マイ・ハウス！」

「ハウスじゃなくてそこはルームだと思います。チロリさん」

　店の階段下にあった小さな倉庫スペース。

　その中身を出して、徹底的に掃(そう)除(じ)をして、内装を整えて――。ベッドはそのままでは入口をくぐらなかったけど、パイプをばらして運び入れてから組み立て直して――。

　そして電球も付けて――。その場所は見事に「部屋」となっていた。

「あたし的には陸とずっと〝同(どう)棲(せい)〟していてもよかったんだけどね」

「いけません」

　絶対ダメと譲らなかったのは綾乃だった。店の一部を提供したのも綾乃だ。

　チロリさんに部屋ができた。

　エロマンガの精霊は住む場所を選ぶそうだ。エロマンガのないところに何時間かいると消えてしまうのだとか。

　そうしてエロマンガ専門店――《マーベラス》にはエロマンガの精霊が住みつくことになった。
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「もー。まいったわよー」

　小さな体にエプロンを巻きつつ、チロリさんがやってきた。

　めずらしく遅(ち)刻(こく)だった。彼女はいつでも店に常(じよう)駐(ちゆう)しているという印象がある。

　そもそも店に住みついているわけで、遅刻など、しようもないはずなのだが――。

「なにかあったんですか？」

「見てよ。これ」

　と言いつつ、彼女が陸(りく)に突きつけて示してきたのは身分証明書。氏名のところは指で押さえて隠しつつ、その年(ねん)齢(れい)欄(らん)のところを、見ろとばかりに突きつけられる。

「年齢……。十二歳？」

「それで補(ほ)導(どう)されちゃって。お嬢(じよう)ちゃんどこの小学校？　――って、失礼こいちゃうわ」

「ええそうですね。十二歳だと中学生の可能性もあるかもしれませんしね。でもどのみち補導されるんじゃないですか？」

「義務教育なんざとっくに終わってるっつーの。あたしをなんだと思ってるのよ」

「ええと。〝エロマンガの精(せい)霊(れい)〟という設定でしたっけ？」

「設定じゃない」

　チロリさんはじろりと見上げてくる。なに信じてないの？　――とでも言いたげに、唇(くちびる)を尖(とが)らせる。

　彼女の年齢に関しては、この《マーベラス七不思議》の一つであった。

　ぱっと見十二歳くらいに見えるのだけど、すごく大人びているから、ひょっとしたら二十歳くらいで、ただ単にロリ体型なだけなのかもしれない。

「綾(あや)乃(の)に作り直してもらわなきゃ。なにこの社員証。年齢のとこ四(よん)桁(けた)しかないじゃない」

「ええとつまり四桁しかないから、桁あふれを起こして、一万とんで十二歳が、十二歳だけになっちゃっていたと、そうおっしゃりたいわけですね」

　努めて慇(いん)懃(ぎん)な口調で、陸はそう言った。

　年齢の隣(となり)の生年月日も、さっき、しっかりと見てしまったのだが。そこには平成マイナス九九八九年って、そう書いてあったのだ。

　西暦だと、それどういうことになるんだろう。ＢＣで紀元前だと、何年になるんだろう。ＢＣ八〇〇〇年とちょっとくらい？

　陸は電卓を探してきょろきょろとした。親切にも計算してあげるためだ。

　チロリさんはそんな陸の温度に気がついているのか、いないのか、最初とまったく変わらぬ態度で、ぷんすかと怒っている。

「最初からそう言ってるでしょ。おかげで遅刻しちゃった。たまに街出ればこれだ。ああもうやだっ。もうずっと店にいるーっ！」

「てか。うち。会社だったんですね」

「なに陸。知らなかったの？」

「てか。チロリさん。社員だったんですね」

「ふふん。エラいのよ？」

　髪を後ろからかきあげて、妖(よう)艶(えん)に微笑(ほほえ)む。さらに余計にも、ちろっと出した赤い舌で、指の股(また)を舐(な)めはじめる。えろえろだ。

「いい機会なのでついでに訊(き)きますけど。チロリさんってホントは何歳なんですか？」

　本名も年齢もすべてが秘(ひ)匿(とく)されている。陸はいいようにからかわれている。みんなのオモチャになっている。そのポジションは望んでなったわけではない。

「なに知りたいの？　……ふうん？　……何歳だと思う？」

　彼女は遊び相手を見つけた猫科の笑みを浮かべた。やっぱり素直に教えてはくれない。

「いえべつにそんなに興味ないですから。じゃ――いいです」

「そんなに気になるんなら。……確かめてみたら？」

「えっ？」

　仕事に戻ろうとした陸は、チロリさんの意外な言葉に振り向いた。

「確かめるって？　どう――」

「おっぱい出てるかさわってみるとか」

「いいっ!?」

　陸は目を剝(む)いた。

　くっと肩幅を広げて、チロリさんは無い胸を張ってみせる。

　涙を潤(うる)ませた目でもって、「しないの？」と陸を誘う。

　喉の渇(かわ)きを急に覚えた。

　からかわれているのだと、頭ではわかっている。絶対百パーセント確実にからかわれている。

　でもこれってチャンスなのではなかろうか？　もしたとえ仮にその気になった途端に「アハハハハー!?　やっだーまさか本気にしちゃったー？」とか、けたたましく笑われるのだとしても、素早く行動すればワンタッチくらいはできるかもっ。

「じゃ、じゃあ……。ちょっとだけ」

　限りなく〝さりげなさ〟を装(よそお)って、陸はそう言った。

　チロリさんがそこまで言うんだから仕方ないですね。面倒なんですけど。という態度は決して崩(くず)さない。いま心臓ばくばく言わせてることとか、ペットボトル五百ミリリットル一気飲みしたいくらい喉の渇きを覚えているとか、気づかれちゃったら、だってそんなの、激しくカッコ悪い。

　ピンク色をしたエプロンの胸元を、わずかに押しあげている平たい山の先端をさけて裾(すそ)野(の)のあたりに――。

　ちょん。指先だけでタッチする。

　それは初めての感触だった。

　やっこかったー！　やっこかったー！　やっこかったー！　いえい。

　チロリさんにはたまにからかわれて、背中に抱きつかれてきたりもするが、背中で感じるのと、実際に指で触れるのとでは大違いだった。

　たぶん一生忘れない。

「あら陸」

　チロリさんは唇をぺろりと一舐めしてから、エプロンをずるりと脱ぎ去った。

　薄いブラウス一枚に乳房が透けるようだ。先端の場所までわかる。

「ねえ？　そんなんでいーの？　そんな一瞬ちょっぴり触っただけじゃ、よくわからないんじゃなくって？」

　くい、と胸を張る。十二歳の乳房を突き出してくる。もとい。一万とんで十二歳のナイチチを小生意気に前方に張りだしてくる。

　えーっ。えーっ。えーっ。いいの？

　頭ではこんなこといけない、と思っていても、体は思うままに動かず、手はゆっくりと前方に伸びてゆく。

　自分の手がまるで自分のものではないかのように陸は感じていた。思うままにならない手を、ぼんやりと――熱を帯びた心で見つめるばかりだ。

　そうだもっとやれ僕の手。

　ぱふっ。

　ちょうど手のひらにすっぽり収まるミニサイズだった。ちょうど小皿を伏せたくらい。

　片手で作った小さなドームのなかに、ジャストフィット。

　陸はチロリさんの胸をつかんで手を動かした。具体的には〝ぱふぱふ〟とやった。

　いえーい。

「あん……」

　チロリさんが艶(つや)っぽい声を唇から洩(も)らす。片手の小指を唇の端にくわえて、そして吐(と)息(いき)まじりに言ってくる。

「ねえ陸？　……どうなの？　あたしはコドモ？　それともオトナ？」

「まだよくぜんぜんわかりませんっ」

「そうよね。じゃあこんど……、どうする？」

　チロリさんの手が陸の手をつかまえにきた。

　意外と握力がある。細い手指が、鋼(こう)線(せん)のように陸の手に巻きつく。

　摑(つか)まれた手が、ぐいっと下のほうに押し下げられてゆく。

「下も確かめなきゃ……、ねっ？」

「えっ……。えっ？　えっ？　……ええっ？」

「あたし。……もう生えてるんだよ？」

「えっ？　えっ？　えっ？」

「確かめてみて」

「うん。ぼくたしかめる」

　今日のチロリさんはホットパンツ。そのウエストの隙(すき)間(ま)から、手を差し入れて――。

「……おっほん」

　綾乃の咳(せき)払(ばら)いがした。

　陸はマッハで抜き出した手を、ぶんぶんと振りたくった。

「さーて！　仕事仕事っ！　仕事しなきゃー！　そのまえに体操しなきゃ！」

　ラジオ体操の第一から始めた。

　チロリさんは口笛を吹きながら歩いて行ってしまった。

　ジト目の綾乃と、陸は二人きりとなってしまう。

「あああ、朝倉さんっ！　ちがうんだ誤解なんだ！　これはそうっ――！」

「いつものようにチロリさんにからかわれた」

「だからそうじゃなくてッ――！　チロリさんがいつものように……って、あれえ？」

「わかってます」

「あれえ？」

「だから仕事に戻ってください」

「いや。でも。ほらっ。なんか――誤解してない？　まだなんかしてない？」

「誤解もしてませんし怒ってもいません。お仕事してください。時給分働いてもらうことを店長として期待するのはいけないことですか」

　お――。怒ってる！　なんかめっちゃ怒ってるんですけどーッ!?

「あっ……」

　綾乃が突然声を上げた。首をかくんと天井に向けて、手をぷらぷらとさせながら、さまよい歩いてゆく。

「てぃっひゅ……、てゅっひゅ……」

　つうと赤い筋が伝わる。

　綾乃は今日もはなぢを流した。

　今日のはなぢは、いつもとちょっとだけ違って、怒りで血圧が上がったせいで流れた。
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「うちのメンツのなかなら誰(だれ)がいちばんタイプ？」

　一緒に本の整理をしている最中、いきなりチロリさんが、そんな危険なことをおっしゃった。

「はい？」

「やっぱり綾(あや)乃(の)？」

「な、なんなんですかいきなり」

　陸(りく)はうろたえぎみにそう返した。たしかにこの《マーベラス》には女性店員が多い。しかも皆美人もしくは美少女揃(ぞろ)いだ。そっち方面には疎(うと)くて、クラスの友達からは草食系とか言われる陸ではあったが、自分がそういう恵まれた場所でバイトしていることに関して、多少なりとも自覚はあった。

　中身が腐(ふ)だったり痴(ち)だったり武(ぶ)だったりすることに目を瞑(つむ)るなら、皆、美人揃いだ。皆と一緒に働いていて、ほんのりと幸せを感じる瞬間が、こないと言えば噓(うそ)になる。

「いいから陸。答えなさい。これは重要なことなのよ。貴方(あなた)は誰に対して最も欲情するのか」

「好みと欲情とは違うものだと思います。あとなんでそれが重要なことであるのか、僕にはまったくぜんぜんわかりません」

　無(む)駄(だ)とは思うが、いちおう正論で返してみる。

「重要でしょ。誰に欲情すんのか。誰に精液どぎゅっと撃ちこみたいのか」

「そんなジェット音みたいなのはファンタジーです」

　ほうらやっぱり無駄だった。

「ボディのエロさでいったら関(かん)羽(う)よね？」

　チロリさんはまったく止まらない。普通に話を続ける。

「なに食ったらあんなに育つのかしらね。あのチチとシリは凶器よね。オトコってほらやっぱ、あーゆーの、たまらんのでしょ？　なんていうんだっけ。ボン・キュッ・ボーン？」

　関羽さんについてのことは、まあ同意だ。

　あんなボディでセーラー服なんて着ているものだから、その凶悪さは五〇パーセント増しとなっている。

「それとも。もしかしてひょっとしてヤオイだとか？　ああいう清純そうなのがタイプなわけ？　うんああ。そうよね。アレ黙っていればお嬢(じよう)さんって感じよね。髪だってたしかにサラサラだし。女同士でも触ってみたくなるしね」

　と言って、チロリさんは自分のツインテールの先っちょを指にくるくると巻きつけていた。彼女の髪はちょっと癖っ毛だ。

「でもね。陸。わかってる？　アレ中身は腐(くさ)ってんのよ？　頭の中はいつもキケンな掛け算よ？」

　わかっておりますとも。陸は仏様の顔になってうなずいた。

　ああ……。本当に……。あれさえなければ。

「関羽でもなくて、ヤオイでもないのだとすると……」

　親指の爪を嚙(か)み、チロリさんは、あるはずのない答えを探している。

　陸が欲情する相手とやらを探している。

「え？　そんなまさか」

「なにがまさかなんですか」

　どんな物騒な〝答え〟にたどり着いてしまったのだろうか。陸が心配しつつ訊(き)いてみると――。

「まさか。……もしかして？　あ、あたしぃ？」

「はい？」

　チロリさんは、ぱちぱちとまばたきを繰り返していた。一人。勝手にウロたえている。

「やだ。なに――踏まれたいの？　外見小学生のロリ痴(ち)女(じよ)に、ソックスを穿(は)いた足でアソコをきっつく踏みにじられて、言葉のほうでも激しくなじられながら、イかされちゃうのが趣味なわけね」

「そんな難易度高いの。僕にはちょっと無理そうです。あとロリ痴女ってところ。そこは自覚があったわけですね」

「それで陸。その重たく湿ったソックスを、いったいどうするつもり？」

「どうもしません」

「やだ。そんなことに使っちゃうの？」

「脳内妄(もう)想(そう)をするのは勝手ですがそこに僕を登場させないでください。肖(しよう)像(ぞう)権(けん)の侵害にあたります」

「なんの話なんですかー？」

　聞こえてきた綾乃の声に、二人して顔を向けた。仕事の途中で立ち止まり、小首を傾(かし)げている。

「靴下が……どうかしました？」

「いまね。陸のね。青くほとばしる青春の情熱と欲情について探究していたところ」

「してません」

「それで……靴下？」

「店長そこから離れましょう。そういうマニアックなのは僕らには関係ありません」

「靴下は……マニアックなんですか？」

「ええまあ。だいぶマニアックな部類です」

「あ」

　ニブい綾乃も、ようやくなにかに気がついたカオになる。

　そそくさと通り過ぎて行こうとする、その手首を――チロリさんが、ぎゅっとばかし捕まえる。

「綾乃。貴女(あなた)。なにか誤解していない？」

「いえ大丈夫です。たぶん誤解してないです。きっと平気です」

「いいこと？　あたしたちのしていた話はね。陸の性的嗜(し)好(こう)の話なの」

「ああっ。やっぱりです。やっぱりそういう話です。いいです。お二人でやっててください。わたし。いいですいいです。聞かなくていいです」

　むずがる綾乃を、チロリさんはひどく真(ま)面(じ)目(め)な顔をして――陸の心の目によれば面白がって――引き留める。

「聞きなさいよ。陸ったらひどいのよ。綾乃。あんたじゃ欲情しないんだってさ。まったくスルーなんだってさー」

「言ってない言ってない。言ってませんよそんなこと」

「なに？　じゃあ綾乃で欲情するの。してるの？　毎晩。綾乃のことを使っているの？」

「わーわーわー。チロリさん限界です。一杯です。それは直接すぎます」

「関羽の乳と尻はスゴいだとか。ヤオイのさらさらの髪の毛を使って汚してみたいとか」

「言ってません。言ってませんよそんなことぜんぜん。捏(ねつ)造(ぞう)勘(かん)弁(べん)してください。ぜんぶチロリさんが言ってたことじゃないですか」

「いやー！　いやー！」

　綾乃はしゃがみこみ、耳を押さえて、いやいやをしている。

　チロリさんがそこに言う。

「綾乃。子供みたいな真(ま)似(ね)。おやめなさい。いいこと？　陸だって男のコなの。だからこれは仕方のないことなの。キタナイところもシコシコしちゃってるところも、すべてひっくるめて一人の人間なのだと認めなさい」

　摑んだ手首を上に引っぱりあげて、チロリさんは真面目きった顔と口調とでそう言うのだが、その表情とは裏腹に、心の貌(かお)では絶対楽しんでいるに違いない。

「妄想を逞(たくま)しくしてシコってしまうのが人間というものなの。一人官能を追い求めて懸命に、健(けな)気(げ)なまでに手首を上下動させてしまうのが人っていうものなの」

「人間の定義にはそれ以外もあると思います」

「オカズに使われたくらい、なんだというの」

「だからしてないですってば」

　要所要所で陸は突っこむが、チロリさんはまったく意に介さない。ますますノリノリで耳を塞ぐ綾乃に訓示を垂れる。

　言っている内容がまともなことなら、さぞ感動的な光景となったろう。

「むしろ誇りに思いなさい。綾乃。それは女としての魅力が貴女にあるということなのよ。青少年の青い欲情を笑顔で受け止める、そんな女に、おなりなさい」

　悪ノリもここに極まれり。

「もういいですぅー……、なんでもいいですぅー……、わたしお仕事あるんですぅ……、離してくださぁい……、紫(し)東(とう)くんがわたしをどうしていたっていいですからぁー……」

　いいかげんそろそろ止めないと、とか、思っていた陸ではあったが――。

　しかし綾乃がぐずりながら口にした言葉に顔色を失った。

「ちょ――誤解。誤解。誤解だって。チロリさんが勝手に言ってただけでっ――。僕はほらっ！　そんなことぜんぜんしてないしっ！　ホントだってば信じてってば！」

　これはホント。誓(ちか)って真実。

　毎日毎日顔を合わせる知り合いを出演させるなんて畏(おそ)れ多いっていうかレベル高いっていうか無理無理ゼッタイ無理っ。だからこそのエロマンガなわけだしっ。

「あら綾乃。貴女使って貰(もら)えていないんだって。屈(くつ)辱(じよく)ね。有り余る性欲の矛(ほこ)先(さき)も向けて貰えないだなんて」

「いやあ！　いやあぁぁ！」

「聞いてってば！　ねえ聞いてよ！」

　耳を押さえる綾乃の手を引っぱり剝(は)がして、陸は誤解を解こうとした。

　ぷしっ。

　鮮血がしぶいた。

「あっ……」

　綾乃は今日もはなぢを流した。

　今日のはなぢは陸が流させたようなものだった。
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「あれ絶対ヤラれちゃってるよねー」

「そうね。エロマンガのお約束よね」

　いつもと変わらぬ《マーベラス》の一日。鳥(とり)の巣(す)さんとチロリさんが話しこんでいる内容が、陸(りく)の興味を引いた。

「なんの話ですか？」

「だから綾(あや)乃(の)の話」

「あとおヒゲの店長の話だねー」

「そそ。綾乃がおヒゲの店長にヤラれちゃっているって話ね」

「なっ――！　なにバカなこと言ってるんですか！　あるわけないじゃないですかそんなこと！」

　びっくりして、陸は思わず叫(さけ)んでいた。

「えーっ？　だって二人って親子なんだよ？」

「だからそうなるわよね。それが様(よう)式(しき)美(び)というものよね」

「なに言ってるんですか二人とも！　変な妄(もう)想(そう)はよしてくださいよ！」

「あ。そうか。陸って知らないんだ」

「ああー。陸くん。知らないのかー」

「だからなにをですか」

「二人って親子っていっても義理の親子なわけ」

「へ？」

「だいたい変だと思わなかったわけ？　名字だって違うのに？」

「いえ僕。おヒゲの店長の本名は知らないんですけど」

　陸が常連客を卒業して、バイトとして店に入るとき、皆が面白がってはじめた遊びがあった。陸が心の中でこっそり呼んでいた「コードネーム」を皆で名乗るようになったのだ。頭が鳥の巣みたいだから鳥の巣さん、痴(ち)女(じよ)でロリなのでチロリさん――と、そうした具合だ。おヒゲの店長も同様である。

「綾乃の両親とデッちんとはね。三人で幼なじみで、親友同士だったわけよ。でも綾乃のご両親は亡くなってしまって、親友だった彼に、綾乃は引き取られたわけね」

「えっ？　あっ？　えと。その……」

　綾乃に母親がいないということは、なんとなく気づいていた陸だったが――。父親も亡くしていたとは思っていなかった。おヒゲの店長が本当の父親でないということを聞かされただけでも驚きなのに。

「まあそれはだいぶ前に済んだことだから。陸は気にしなくていいのよ。それよりも陸。幼なじみの三人の話をしましょう。男のコ二人に女のコが一人。この意味が、あなたにはわかって？」

　チロリさんの問いに、陸は首を横に振って返した。

「ロマンチックなんだよー。綾乃ちゃんのお父さんも、それからおヒゲの店長も、綾乃ちゃんのお母さんのことを、二人して好きだったんだってさー」

「だけどね。綾乃の母親が選んだのは、デッちんじゃなくてもう一人のほうだったわけ」

　ちなみにデッちんというのは、チロリさんだけが使うおヒゲの店長のあだ名である。

　誰(だれ)にでも年上として接するチロリさんは、四十は超えているであろうおヒゲの店長さえも呼び捨てにする。

「いいよねー。三角関係だねー。ロマンだよねー」

「それで綾乃って、亡くなってしまったお母さんに、そっくりだそうなのよ。つまりデッちんの初恋の人に。どんどんそっくりになってゆくんだって。――考えてもみなさい。かつての初恋の人と、どんどんそっくりになってゆく義理の娘。そして娘は美しく成長を遂げて、高校生となって――」

「うーん。これはもう、そういうことだよねー」

「そうよね。ヤッてるわよね」

「そうだよ。ヤラれてるよねー」

「エロマンガのお約束よね」

「ヤッてなかったら、ウソだよねー。その展開でヤッてなかったら、読者怒っちゃうよねー。金返せー。みたいな」

　陸は理解した。そして同時にほっとした。なんだ。エロマンガのなかの話なのか。

　しかしこの人たち……。やっぱり。だめな人たちだ。

「ところであれ操(みさお)でも捧(ささ)げているのかしらね？　四十過ぎて独身でいるのって？」

「魔法使いじゃなくて、なんていうんだったっけ？　もっと上級職？」

「ハイウィザード？　アーク・メイジ？　――陸知ってる？」

「いま貴方(あなた)がたは絶対ヤッてるとかそういう話をしていたはずですけど」

　陸は肩をすくめた。四十過ぎたおっさんが童(どう)貞(てい)かどうか、正直、どうだっていい。
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　綾乃と一緒にバックヤードで本のシュリンク作業をしているとき、陸はそれとなく、訊(き)いてみた。

「ねえ朝倉さん。おヒゲの店長とは、その……、あんまり似ていないよね」

　綾乃は手を止めて、じいっと陸のことを見つめてきた。

　内心まで覗(のぞ)きこんでくるようなその視線に、陸はたらたらと脂(あぶら)汗(あせ)を流した。

「それ？　チロリさんたちに？」

「ああ。うん……。色々聞いて」

　陸は隠さずに白状した。他人の家の事情をあれこれ詮(せん)索(さく)して恥(は)ずかしいと思った。

「べつに隠していたわけじゃないんだけど」

　言いにくそうな顔をして、綾乃はうなずいた。空になっていたシュリンカーのベルトコンベヤーに、本をぐいこぐいこと詰めこもうとする。

　うつむいて仕事を続けつつ、陸のことを、ちらりちらりと見上げてくる。

　気まずい時間が、なんかしばらく、二人のあいだに流れていったあとで――。

「あのね。これ。……お母さんのお守りなの」

　そう言って綾乃が示してきたのは、エプロンの胸元についた〝お守り〟の――紫色の布袋だった。

　いつも不思議に思っていたのだ。

　朝(あさ)倉(くら)綾乃という女の子は、いつでもお守りを身につけている。

　授業のときは制服に。体育のときなら体操服に。そして仕事のときでもエプロンに。

　首から紐(ひも)で提(さ)げていたり、クリップ留めでエプロンの脇に留めてあったりする。常に見えるところに、そのお守りは存在していた。

「形(かた)見(み)なの」

　恥ずかしいことでも白状するかのように、綾乃は言う。

　ふるふると真(ま)面(じ)目(め)な顔で、陸は首を横に振った。べつにおかしくないよ、と言いたいのだけど、あいにくそれを言葉にできるほど陸のレベルは高くない。

「これは……。みんなも知らないことだから。紫(し)東(とう)くんにだけよ？　――話したの」

「えっ？」

「ばか。一回しか言わない」

「ちょ――もう一回言ってよ」

　陸は言ったが、綾乃は笑ってくるばかり。

　その日は、二人楽しくバックヤードでの仕事を行った。
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「よお。陸。おまえ今日。へんだぞ」

「んあ？」

　バカオの声に陸は顔をあげた。ストローで紙パックをずごごっと吸って、やつは言う。

「なんか言った。バカオ？」

「だからおまえ……。いや。ま。いいんだけど」

　バカオの妙な態度もぜんぜん気にならない。

　昨日から陸はなんだか幸せな気分に包まれているのだ。それが昨日の夜から、朝から、授業中から、そして現在の昼休みまで、ずっと持続している。

　朝倉綾乃という女の子に一歩踏みこめたような気がしていた。

　おべんとを食べる綾乃のほうに、陸はちらりと目を向けた。

　教室のちょうど対角線で、綾乃はいまおべんとを食べている。机をくっつけあう友達は委員長と、あと天(あま)使(つか)真(ま)央(お)さん。委員長とはちょっと前に絶交騒ぎがあったけど、すっかり仲直りできていた。天使さんのほうは、ふわふわな髪のミニチュアサイズの女の子。ものすごくちっちゃいけど、ものすごく元気で、そして火の玉みたいな女の子だ。三人の共通項は「エッチなの苦手」とか、そのあたり。

　一本指を立てた委員長が、したり顔で、二人になにかを話している。

　きっといつものアレだ。「男っていうのはね」という間違いだらけのアリガタイ教え。

　殊勝な顔でうなずいている綾乃の胸元に、お守りが見つかる。

　彼女は今日も〝お守り〟をつけている。制服を着ているときには、お守りはブラウスの胸ポケットにクリップで留められている。首から提げるときのための紐が、ポケットに押しこまれている。お守りをポケットに収めていないのは、自分の暮らしぶりを「お母さん」に見せるためでないかと、陸はそう思っている。彼女から直接聞かされたわけではないけれど、陸にはもう、そのくらいわかるのだ。

「えへへへ」

「やっぱ。おまえ変だわ」

　バカオがなにか言っていた。しかしぜんぜんまったく気にならなかった。
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「お、おはよう……、ご、ございます……」

　綾乃が店にやってきたのは、その日のバイトが始まって何分かしてからのことだった。

　いつも五分前には店に出ている真面目な綾乃にしてはめずらしい。

「また委員長にでも捕まっちゃった？」

　陸は気軽に話しかけた。委員長とのことがあってから――。そしてまたチロリさんとの同棲事件があってから――。彼女との距離は縮まった気がする。

　このあいだは二人だけの秘密を持てたわけだし。

「………」

　綾乃は無言。

　その表情にただならぬものを感じとって、陸はゆっくりと、慎(しん)重(ちよう)に訊ねかけた。

「なにか……、あったの？」

「ないの……」

　どこかぼんやりした顔で、綾乃は言ってくる。その顔は陸に向けられていたが、その目は陸を見てはいない。

「朝倉さん。ちょ――しっかりして」

　彼女の肩を摑(つか)むと、陸はその体を揺さぶった。

　はっ、と気がついたかのように、綾乃の目が陸を捉(とら)えてくる。

「し……、紫東くん？」

「なにが、ないの？　なにをなくしたの？　朝倉さん。……話して」

「あ、あの……、お、おまもりが……」

「おまもり？　いつも身につけてた、あのお守り？　……なくしちゃったの？」

「わかんない。……ないの」

　綾乃は子供のようにうろたえた。周囲をきょろきょろと見る。片脚を持ちあげて、足下を探す。

「陸」

「陸くん」

　チロリさんと鳥の巣さんの声がして、陸は振り返った。

「探してらっしゃい」

「うん。綾乃ちゃんと二人で行ってきなよ」

「いえ……。ですけど。この忙しい時間に、二人も抜けるわけには……」

　二人の肩越しにレジを見る。お客さんが何人も列をなしているのが見える。

「なに言ってんの。男のコは困ってる女のコを助ける。これ。世界の物理法則よ」

　腕組みになって、チロリさんが言う。

「そうそう。いっぺん言ってみたかったんだよねー」

　と、鳥の巣さんも、なぜだかそこで腕組みにかわる。

「ここはまかせて！　おまえは行けー！」

　どこかで聞いたことのある台詞(せりふ)を腕組みとともに口走って、鳥の巣さんはご満悦。

　陸は二人に頭を下げた。

「行こう。朝倉さん」

　彼女の手を――握って引っぱる度胸なんてないから、手首のあたりを軽く持って、店の出口へと向かっていった。
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　学校までの道のりを、二人して歩いた。

　目をこらして地面を見つめながら、ずっと歩道を歩いてゆく。

　道すがら途中で聞いた話では、綾乃は学校から店まで、道草をしないでまっすぐ来たということだった。学校を出るときまでは、お守りが胸にあったことは覚えている。そして店に着く直前に、なくなっていることに気がついたそうだ。

「だいじょうぶだから。絶対見つかるって」

「う、うん……。ありがとう。紫東くん」

　暗い顔ながらも、綾乃は笑ってきた。

　すぐに二人で下に向き直る。足下を見ながら、うつむいて歩く。

　どこかで落としていたのなら、きっと見つかる。

　いや――きっとじゃなくて必ず見つかる。

　いいや――必ずじゃなくて、絶対に見つかる。

　見つける。自分が。

　夕方の街は人通りも多い。下を向いて歩いていると、しょっちゅう、人にぶつかりそうになる。ごめんなさい、ごめんなさい、と他人を気にして謝る綾乃の声が、すぐ隣(となり)から聞こえてくる。

　夜の六時を回っても、まだ日は残っていた。

　衣替えも終わったこの時期は、一年でいちばん夜がやってくるのが遅い。そのおかげで助かってはいるが、もうすぐ暗くなってしまう。そうなる前に見つけないと――と、気ばかりが焦って、つい足早になっていってしまう。

　あのお守りが、綾乃にとってどれほど大事なものか、陸には結局のところよくわからない。死んだお母さんの形見だと言っていたけど。「形見」と聞かされても、死んだ人の思い出の品だという言葉の意味は知っていても、その本当の意味のほうとなると、正直、わかっているという自信がない。形見の品なんて持ったことがない。両親、祖父祖母、全員ともに健在だし。

　でも綾乃が大切にしていたことだけは知っている。

　あのお守りを綾乃は常に欠かさず身につけていた。ポケットにしまわずに外につけていたくらいだから、お母さんが宿っているように思っていたのかもしれない。

「だいじょうぶだから。絶対見つかるって」

「う、うん……。ありがとう。紫東くん」

　さっきとまったく同じ陸のはげましに、綾乃はまったく同じ返事を返した。
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　校門の前に二人は立っていた。

　夕暮れと夜の合間にある学校を訪れると、変な感じがする。

　部活をやっている生徒はまだ敷(しき)地(ち)内(ない)に残っていて、声や気配は漂っている。しかし校門を通る生徒は一人もいない。まえに一度、遅刻して学校に来たことがあったけど、ちょうどそんなときの感じだ。

「どうしよう……。ないよ」

　綾乃はうろたえていた。校門をまたいで、学校の敷地内に入って行こうとする。

「ちょ――朝倉さん。校門出たところまでは、覚えているんだよね？」

　その綾乃を、陸は止めた。

「あ。うん。……あそこの自販機でお茶買おうかどうしようか迷って、店まですぐだから節約することにして、そのときにお財(さい)布(ふ)出して、お守りも直したから……覚えてる」

「じゃあ。学校の中にはないわけだよね」

「う……。うん。そ、そうよね……」

　いつもはしっかりしすぎている綾乃が、子供のように頼りない。

　自分がしっかりしなければ――と、陸は思った。

「とにかくもういちど、戻ってみようよ。――きっと見落としたんだよ」

「そ……、そうよね」

　綾乃と一緒に、陸は来た道を戻っていった。
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「二手にわかれて探してみよう」

　用水路をまたぐ小さな橋の上。

　学校と店のちょうど中間にあたるその場所で、陸は足を止めた。

「僕は店のほう探すから。朝倉さんはもういっぺん学校のほうを――」

「う……、うん……でも」

　心細そうな顔を向けてくる彼女を、どう励(はげ)ましていいのかわからなくなって――。

「僕見つけるから！　ぜったい見つけるから！　だから朝倉さんも――がんばって！」

　――つい大声で叫んでしまった。

「は、はいっ！」

　綾乃も大声で返事してくる。

　二人で別れた。走ってゆく綾乃を見送ってから、自分も駅のほうに向かって歩き出そうとしたとき――。

「よう兄ちゃん。なんか探し物かい？　さっきからカノジョと二人でウロウロと」

　道路工事をしていたおじさんから急に声をかけられた。さっき通りがかったときには工事中だった。いまはもう終わって、道具の片付けをしているところだった。何十キロもありそうな工具を、男性はひょいと片手で担(かつ)ぎあげて、トラックの荷台に積み上げる。

「い、いえっ……なんでもないです」

　陸は慌(あわ)ててそう言った。よく日に焼けた太い腕が剝(む)きだしになっている。肉体労働者の方々の筋肉に圧倒されて、その場をそそくさと立ち去ろうとした陸だったが――。ふと、思い立って、足を止める。

　勇気を出して振り返ってみる。

「あの――っ！」

　たばこを一服ふかしてから、おじさんは、ゆっくりと陸に向いてきた。

「なんだい？」

「このくらいの袋みたいなの。落ちてませんでしたか。布で。紫色をしていて」

「それ探してたのかい？」

「彼女の大事なお守りなんです」

「あの子は――アレか？　おまえさんのコレか？」

　おじさんは小指を一本立ててきた。いかにもおじさん的な、にやにや笑いを向けられる。

　陸は肩を落とした。

　はぁ、とため息をつく。やっぱ無(む)駄(だ)だった。返事を聞くまでもない。

　その場から立ち去ろうとすると――。

「なんかそんなの。……見たっけなぁ？」

「えっ!?」

　驚いて振り返った。

「たしかそこんところに、のっかってて……」

　と、おじさんが指差したのは、橋の欄(らん)干(かん)。石造りの手すりだった。

　だが指差すその場所には、なにも見あたらない。

「……あれ？　ねえな」

　おじさんはこりこりと頭を掻(か)いた。

「そこに引っかかっていたような気がしたんだけど。気のせいだったかもしんねーな」

　陸は欄干をじっと見つめていた。もしあそこに引っかかっていたのだとすると……。

　陸は欄干に近づいていった。お腹をあずけて、下を流れる川を覗(のぞ)きこんでみると――。

　黒い水面が見えるきりだ。夕闇が迫ってきているのと、水がひどく淀(よど)んでいて、川底さえ見えない。たしか膝くらいの深さがあったはずだけど。

　黒い水面や、草の生えた川岸に、お守りを探すが――橋の上から見ていたのでは、どうにもみつかりそうもない。

「よし！」

　川辺に下りられる場所を探して、陸は橋の上を左右に走った。

「おいおい。もう夜だぞ。あぶねーぞ？　だいたい俺(おれ)の見間違いかもしんねーしよ？」

「ありがとうございました！」

　おじさんに礼を言った。

　ようやく川辺に下りられそうな場所を見つけた。柵(さく)を乗り越えて、雑草の生えた斜面を下りていった。

「気をつけろよー！」

　陸の背中に、そんな声がかかった。
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　川辺に下りた陸は、素早く左右に目を走らせた。

　ぱっと見渡せるところにお守りは見つからない。もし落ちていたのだとすれば、川辺ではなくて水の中に落ちるほうが、可能性としては高そうだ。

　陸は川面に近づいていった。

　ぷうんと、嫌な臭いが鼻についた。川底には汚れた土が溜まっている。流れる水は、真っ黒に見えた。

　片足をそ～っと伸ばして。ちょんと、爪(つま)先(さき)で、水に触れてみた。

　それから意を決して――。

　ざぶんと、足首まで一気に水の中に沈める。

　なま冷たくて、ぬるぬるとした汚れた水の感触が、靴と靴下とのあいだに入りこんできた。気色悪さに叫(さけ)びだしたくなったが――我(が)慢(まん)する。

　もう片方の足も、思いきって突っこんだ。

　両足が汚水に浸(つ)かると、自由に動けるようになった。ざぶざぶと水しぶきをあげながら、陸は川の中を歩いた。時折深いところもあって、膝(ひざ)のあたりまで濡れた。しかしやっぱり思った通り、そんなに深くはない。

　陸は腰を屈(かが)めると、水のなかを手でさらいはじめた。

　水が汚いのと、あたりがどんどん暗くなってゆくのとで、目で見るだけでは見つかりそうにない。川底に溜まる黒い泥(どろ)を手でかき回して、陸は懸命に、手を使って探した。

　何度か、ぬか喜びをさせられた。

　あった！　と思って引きあげると、それはカードゲームの空き袋だったり、単なる葉っぱだったりした。

　またひとつ手に触れてきた袋状の物体に、顔をくっつけるほど近づけて、まじまじと見る。周囲が暗くて、そうでもしないことには、よく見えないのだ。

「これも違う」

　たばこの箱を、陸は遠くに投げ捨てた。ほとんどゴミ漁(あさ)りと化した行(こう)為(い)を続行する。

　泥を手でかきわけていると、不意に、情けなくなってきた。

　なにをしているんだろう。自分は。

　見つかりっこない。

　こんなところ探していたって無駄だ。お守りは布の袋だから軽いし。たとえこの川に落ちていたとしても、きっともう、下流のほうまで流されているに決まってる。

　懸命に体を動かしながら、頭では、そんなことを考えていた。

　川に飛びこむまでは、綾乃のために絶対見つけるとか思っていたが――。

　ぬるぬるした臭(くさ)い水にまみれて、十数分も素手でどぶさらいを続けていたら、もはや心は折れる寸前だった。

　だって暗いし。

　見つかんないし。

　陸が諦(あきら)めそうになった、その瞬間――。

　ぱっと明かりがともった。周囲が明るくなっている。手元が煌(こう)々(こう)と真昼のように照らされていた。

　見上げれば、橋の上から巨大なライトが強烈な光を投げかけていた。まぶしくて直視できない。かざした手の隙(すき)間(ま)から、四つの目玉がギラギラと真っ白に輝いている。

「おい坊(ぼう)主(ず)ー！　これで見えるかー！　どうだー!?」

　さっきのおじさんだった。

　工事用のライトをわざわざ持ってきて、上から照らしだしてくれているのだ。

「はいっ！　ありがとうございます！」

　おじさんに聞こえるように、大きな声で、返事を返す。

　ふたたび――陸は探しはじめた。

　猛然と泥を掘り返し――。水草を引っこ抜いて――。綾乃のお守りを探した。

「しっ――！　紫東くんっ!?」

　橋の上から聞こえてきた声に、陸は、はっと我に返った。手を止めて、振(ふ)り仰(あお)ぐ。

　目をいっぱいに見開いた綾乃が、こちらを見つめている。橋の欄干から落ちそうなほどに身を乗り出して――。

　学校までの道を探し終わったのだろう。その手にも胸元にもお守りがないところをみると、やはり見つからなかったのだろう。

「紫東くん！　紫東くんっ！　――陸君っ！　――なにしてるの！　貴方(あなた)はいったいなにしてるんですかあぁ!?」

　なにって。探してるんですけど。

「嬢(じよう)ちゃんのためになんか探してるらしいぜ。このくらいの袋で――」

　と、隣のおじさんが手で形を作って綾乃に見せる。綾乃は最後まで聞かず、また、くの字に体を折り曲げて、欄干から身を乗り出してくる。

「陸君！　いいから上がって！　そんなにまでして探さないでもいいですからあ！」

「朝倉さんは――！　もういちど店までのほうを探しに行ってよ！　ここは僕が探すから！　僕ひとりで！　だいじょうぶだから！」

　橋の上と下とで怒鳴りあう。

　探さなくていいという綾乃と、探すという陸とで、話がぜんぜん嚙(か)み合(あ)わない。

「陸君のバカーッ！」

　ばかってなんだ。ばかって。

　ええい。聞きわけのない。この。女め。

　もういいよ。

　――と、陸は下を向いて、捜(そう)索(さく)を続行した。

「おい嬢ちゃんアブねえって！　やめとけ！　やめとけ！」

　おじさんの慌てた声に、陸はふたたび顔をあげた。綾乃が柵を乗り越えて、下りてこようとしているところだった。錆(さび)だらけの鉄柵にスカートが引っかかって、ちょっとエッチなことになってしまっている。柵の上でじたばたと暴れてバランスを崩している。

「あぶない！　あぶないって！」

　陸は慌てた。

「木登りは――得意だったんですっ！」

　意味のわからないことを綾乃は叫んでいる。

　陸は、慌てて駆けだそうとして――、水底を蹴(け)って――、そして大きく、ズッコけた。

　川の汚れた水の中に、顔面から、突っこんでいってしまう。

「陸君っ――！」

　綾乃の声がどこか遠くから聞こえる。

　陸は水の中でばしゃばしゃともがいた。まさかこんな水深で溺(おぼ)れることもないけど。泥で滑って、なかなか起きあがることができない。

　――と。

　その指先に、なにかが引っかかった。それは紐のような感触だった。

　陸はぴたりと暴れるのをやめた。

　水の中で目をきつく閉じたまま――。手の感触だけで、慎重に――。

　指に掛かった物を、取り逃がさないように気をつけながら、ゆっくりとたぐり寄せた。

　引っぱると、水草かなにかに引っかかっていたらしき〝それ〟は、すぽんと陸の手の中に飛びこんできた。

「ぷはっ！」

　水面に起きあがって、まずやったのは、顔を拭(ぬぐ)うことだった。

　目を開けて、しかと見る。

「陸君！　陸君！」

　綾乃が斜面を駆け下りてくる。

　陸は自分の手のなかにあるものを、信じられない思いで見つめていた。

「あった。……あったよ。――あったよ！　綾乃！　ほらここにお母さんのお守り！」

　紫色のお守りの袋。綾乃の大事なお母さんの形見。

　手のなかに確かに存在するそれを、陸はぶんぶんと振り回して綾乃に示した。

　斜面を下りきった綾乃は、川辺に立っていた。彼女はその口元を自分の手で覆っていた。言葉も発せられないようだ。

　長いこと立ち止まっていた彼女だったが――。ふたたび、猛ダッシュ。

　川辺の小石を跳ね飛ばして、陸の懐(ふところ)に駆けこんできた。

「り――陸君っ！」

「うわわっ」
















　勢いのついた彼女の体を抱きとめて、陸は大きくよろけた。

　頑(がん)張(ば)って――。踏ん張って――。二人で水のなかに倒れてしまうことだけは、なんとか阻止する。

　だけどあまり意味はなかったかもしれない。泥だらけの陸に正面から飛びついてきたせいで、綾乃の制服はすっかり汚れてしまっていた。

「汚れちゃうよ」

「構わない」

　心配して言ったのに、綾乃が返してきたのは、なんとも漢(おとこ)らしい返事。

　ひゅーひゅーと、上のほうから口笛が降ってきた。

　あーゆーの。本当にやるんだ。おじさんって。本当に。

　陸は綾乃に向けて、片手を差しだした。その手のうえには、お守りが載(の)っている。水に濡れて、泥で汚れてしまっているけど。でも綾乃のかけがえのないお守りだ。

「あ……、ありがとう」

　陸の手ごと包みこむようにして、綾乃はお守りを受け取った。

「陸君。ありがとう。……本当にありがとう！」

　そう言うと、綾乃はもう一度、陸に抱きついてきた。走ってきた勢いからではなく、こんどは、とびきりの笑顔とともに、ぎゅっと陸の背中に腕を回してくる。

　陸は真(ま)っ赤(か)になって、両手をぴんと伸ばして「きをつけ」の姿勢で立ちつくしていた。
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「ありがとうございました」

　レジに立つ綾乃が、お客さんをお見送りして、ぺこりと頭をさげる。

　はなぢ店長は今日も健在。

　きょうもさっき一回、はなぢを流した。はなぢは一日二回まで。そう決まっている。つまりまだあと一回はレジに立っていられる。

　棚の整理をやりながら、彼女のことを、ぼんやりと見つめていたら――。

　彼女がこちらに顔を向けた。

　ふと視線が重なった拍(ひよう)子(し)に、にこりと、微笑(ほほえ)みかけられる。

　陸は慌てて本の整理にもどった。さっきまでの三倍速で激しく仕事をした。

　綾乃の胸元には、きょうもお守りがついている。洗(せん)濯(たく)したけど、汚れはすこしだけ残ってしまった。そして前と変わったことは、もう一点。

　二度となくさないように、お守りは〝命綱〟付きとなっていた。しっかりと結ばれたストラップが綾乃の首に掛かっている。

　もうなくしてしまう心配はない。

　綾乃がまたこちらを向いた。

　笑顔を向けてくる。陸も笑いを返した。

　エロマンガ専門店《マーベラス》は、今日も大忙しだった。
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　昼休みの教室。

　バカオと男同士、顔つきあわせて、もそもそとパンを食べながら、陸(りく)はぼんやりと教室を眺めていた。

　教室のちょうど対角線では、女の子たちが三人で机をくっつけあわせて、楽しそうにおべんとをつつきあっている。なにを話しているのかはさすがに聞こえないけど。ころころと笑いあっている。

　朝(あさ)倉(くら)綾(あや)乃(の)と一緒になっておべんとを食べているメンバーは、まず一人目が委員長。

　ホウキ・エクスカリバーと神の盾(たて)チリトリ・イージスシールドを装備可能な全バカ男子の天敵だ。しばらく前に綾乃と大げんかをやって絶交状態だったが、そこから仲直りしたあとは、前よりも親友度が上がった感じだ。

　ちなみに彼女の本名は新(しん)明(めい)路(じ)鳴(なる)海(み)だが、その名前で彼女のことを呼ぶのは、おべんと同盟の二人だけ。

　もう一人の、ふわふわの髪の毛でフランス人形みたいな女の子は、クラスでいちばんちっちゃい天(あま)使(つか)真(ま)央(お)さん。あれで人を嚙(か)んだりしなければ美少女なんだけど。陸はこっそり内心で〝嚙みつきハムスター〟のコードネームを贈(ぞう)呈(てい)している。

　綾乃がふと、笑いをやめた。

　こっちを見つめてくる。視線と視線が重なった。ぱっちり大きく開いた瞳(ひとみ)に、目が吸いこまれそうになる。

　急に恥(は)ずかしくなって――。

　陸は顔をうつむかせた。

　ちら見をしてみると、向こうでも、綾乃が同じように顔をうつむかせていた。

「なんだよ？　陸？　聞いてんのか？」

「えっと。……なんだっけ？」

「だからな。つまり。女っていうのはだ――」

　バカオのいつもの女性談義がはじまった。歪(ゆが)んだ女性観を植え付けられないように、陸は聞いているふりをしながら、まったく聞かないでおいた。

　教室の対角線上でも、委員長が、ぴしっと一本指を顔の横に立てて、したり顔で二人に話をしていた。あれはきっとこちらのハナシの女子版のほう。「男ってのはね――」というほうのハナシ。

　こちらとひとつ違っているのは、あちらの二人は「ふむふむ」と、真剣な顔でうなずいちゃっているところ。二人とも真に受けちゃっているところ。

「――というわけだ。わかったか。陸」

「うん。そうだね」

　陸はバカオにうなずいた。
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「陸君。伝票入っている箱ありませんか。こっちないんですけど」

「ええと。こっちかな」

　積み重ねられている段ボールを次々に開封してゆく。

　新刊と補充分は朝夕の二回届けられる。開封してすぐに並べなければならない。もたもたしているとサラリーマンの方々の帰宅時間にかかってしまう。

「あら綾乃。がんばるじゃない。でもそれって発売日は明日だから、無理して今日出さなくたっていいのよ？」

「ええ。わかってます。ほんとはイケナイんですけどね」

　チロリさんと話すときには、ぺろりと舌を出してみたり、綾乃はすこし子供っぽく見えるときもある。

「今日の仕事を終えて、疲れて家に向かうお客さんに、持ち帰ってもらいたいじゃないですか」

「あら。綾乃も。わかってきたのね。そうね。疲れた男性には、バシッと使ってもらいたいわよね。そしてビシッと抜いて、リフレッシュして――」

「抜く？　……って!?」

　チロリさんの毒のコトバがなにを意味するか――。エロマンガの〝使い道〟に思いあたってしまったのか――。綾乃が鼻を押さえにかかった。

　ティッシュティッシュと、バックヤードのほうに駆けてゆく。

「あたしなんか変なこと言ったっけ？」

「チロリさんの口から出ただけで言葉はすべて毒性を帯びるんです」

　わかっていないチロリさんに陸は言った。だけどきっとわかってもらえないに違いない。

「なにそれ？」

　チロリさんは首をひねりながら行ってしまった。ほうら。やっぱりわかっていない。

　陸は一人で段ボール箱の開封を続けた。

　と。その肩を、がっしりと摑(つか)んでくる大きな手があった。

「お疲れさま。陸君。――頑(がん)張(ば)っているねえ」

　聞き慣れない声。――いいや。陸はこの声を――深いバリトンの声の主を知っていた。

　まだ常連客でしかなかった頃、よく聞いていた声だ。

「店長……？」

　振り向くと、おヒゲに包まれた温かい顔が、そこにあった。

「陸君がバイトに入ってくれて助かっているって、綾乃からよく聞いているよ。これまで一度も顔を出さなくて悪かったね。でもこれからは、もうだいじょうぶだからね」

「お父さん……!?」

　戻ってきた綾乃が、戸口のところで立ち尽くしている。

「おお。綾乃」

「起きて……、へいきなの？」

「ああ。治った。もうばっちりだ」

　腕を広げて、おヒゲの店長は構える。

「よかった！」

　綾乃は父親に飛びついていった。店長は娘を受け止めて持ちあげる。

「あら。デッちん。もういいのね」

　チロリさんも戻ってきて、店長にそう言った。

　この人は本当に誰(だれ)に対しても年上として接する。

「そのデッちんっていうのは、やめてくれないかなぁ」

「じゃあ。釣(つ)られクマ」

「そ、そっちはもっとやめてくれないかな」

　いったいどんな黒歴史があるのか。すこし気になる。

　ヤオイちゃんと関(かん)羽(う)さん。それから鳥(とり)の巣(す)さんも自分たちのフロアから下りてきて、おヒゲの店長を囲んだ。

「いや綾乃には苦労をかけたよ」

「いいってば。お父さん」

「どうかな？　みんな？　綾乃はきちんとやれていたのかな？　みんなに迷惑をかけていたんじゃないのかな？」

「もうっ。子供扱いする」

　親と一緒にいるときの綾乃からは、ふだんの綾乃とは違う一面が垣(かい)間(ま)見える。

「綾乃……朝倉さんって。しっかりしてますから。学校でも優等生なんですよ」

　これは陸。

「はなぢ流してたけどね」

　これはチロリさん。

「チロリさん。それは言わない約束です」

　これは綾乃。

　そして鳥の巣さんも、関羽さんも、ヤオイちゃんもうなずいた。陸の証言とチロリさんの証言と、どっちにうなずいたのかは、定かではないが。

　おヒゲの店長は、満足そうにうなずいた。――そして愛(まな)娘(むすめ)に、その顔を向ける。

「これで綾乃も学生に戻れるな」

「え？」

　綾乃は笑顔のまま固まった。それを見ている陸もおなじように固まっていた。

「……え？　でも。わたし。仕事を……」

「しなくてもいいんだぞ。父さん復帰したからな」

「え？　え？　え？」

　綾乃は混乱した表情を浮かべていた。陸だってそうだった。

　この数週間というもの。店での仕事が日常となっていた。突然それをやめていいと言われても、すぐには理解できない。

　でもそれは当然の話だった。綾乃はあくまでも「店長代理」なのだから、本当の「店長」である父親が復帰したら、仕事を続ける理由はなくなってしまう。

　綾乃はおどおどした目を、店内にさまよわせた。

　天井を見る。壁を見る。そして最後に陸のことを見てくる。

　陸も綾乃を見つめ返した。

　彼女のその目が「どうしよう」と言っていた。
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「おっけ……、っと。これは。おわり。つぎはこっちの帳簿――」

　翌日の仕事の時間。

　それも、そろそろ終わろうかという遅い時間。

　陸は綾乃と二人でバックヤードにいた。

　帳簿の整理をしている綾乃を、端(はた)で見ている。事務椅(い)子(す)を逆にしてまたがり、背もたれに顎(あご)をあずけて、ぎいぎいと鳴らす。

　陸は今日は仕事ではない。ぷらぷらしているだけだった。だからこうしてバックヤードで綾乃の仕事を眺めている。

　綾乃のほうは、本日の仕事は帳簿整理だった。

　そしてこれが〝最後〟の仕事だった。

　昨日、おヒゲの店長が復帰して、すぐにでも綾乃を帰すという話になりかけたのだが、綾乃は一日だけの猶(ゆう)予(よ)をもらった。仕事の引き継ぎと称して、もう一日だけ「店長」でいることにしたのだ。

　だから今日が綾乃の店長最後の日だった。それもあと十数分で終わりを告げてしまう。

　帳簿整理一冊分。たったそれだけの時間。

「明日からは……、もう、普通のクラスメートなのね」

　ボールペンで書きこみ、付(ふ)箋(せん)のメモに注釈を書いて貼りつけつつ、綾乃は感慨深そうにそう言った。

「そうだね」

　陸はそう返すしかできなかった。

　教室で、ふだん二人がどうしているのかを考える。単なるクラスメートだ。友人でさえない。会話も必要がなければしないような間(あいだ)柄(がら)。それが教室における紫(し)東(とう)陸と朝倉綾乃のカンケイだ。

　この店でバイトを始めるまで――クラスメートの朝倉綾乃が、はなぢを流しながらエロマンガ専門店のレジに立っているところを見つけて、すこしでも助けになろうと、バイトとして飛びこんだわけだけど……。それから色々なことがあったけれど……。

　そうなる以前の二人に戻るだけの話だろう。

「ね。陸君」

　整った横顔をノートにうつむかせつつ、不意に、綾乃がそう言ってきた。

「あ。馴(な)れ馴れしかった？　じゃ、あの……紫東くん？」

　返事をしないでいたら、綾乃はへんなふうに誤解した。

「どっちでもいいよ」

「じゃあ陸君」

　名字でなくて名前のほうを選んでくれて、陸もちょっと嬉(うれ)しい。

「なあに。朝倉さん」

「まずそれやめて。お父さんがきてから、なんか戻っちゃってる」

「戻った？　なにが？　……ええと。朝倉……じゃなくて、綾乃さん」

「さん付け？」

「ええっ？　まさかそんな呼び捨てなんて……。できるわけないし。したことないし」

　呼び捨ては……。心の中でしか、していないはず。そのはず。

　綾乃は眉(まゆ)の間に皺(しわ)をつくって、じっと陸のことを睨(にら)んできていたが――。

　ふっと、その顔を笑顔に戻した。

「陸君は、どうなの？」

「え？　なにが？」

「明日から。もう。普通のクラスメートよ」

「うん。そうだね」

　寂(さび)しくはあったが――でも。しようがない。

「わたし……。いやかも」

「え？　いやって？　……どうして？」

　陸は訊(き)いてみたが、綾乃は答えてはくれなかった。

　かわりに上(うわ)目(め)遣(づか)いになって、綾乃は言う。

「わたし……、そうなったら、寂しいかもしれない。いやかも。それで陸君は……、どうなのかなって」

　なにが。とか。

　えっえっ？　とか。

　なんのことかなー。とか。

　ごまかす言いかたなら、いろいろと思いついた。

　ごまかすのは得意だった。

　だけどここは――。

　いまこの時だけは、本当のことを言うべきだと思った。

「ぼ……、ぼくも」

「ぼくも。なに？」

「僕も綾乃と離れるのは、寂しい」

　言えた。

　すごい。

　誰か僕をほめて。

「……え？」

　気づいたときには、じっと見つめてくる綾乃の顔が、目の前にあった。

　目に涙が溜まって……いや潤(うる)んでいて、とても綺(き)麗(れい)だった。

　綾乃はじっと無言で見つめてくる。陸のほうも、彼女と同じように正面から見つめ返した。机の上に置かれた綾乃の手に、陸は自分の手をそっと近づけていった。小指同士が触れあうと、綾乃は手を持ちあげて、自分から手のひらを重ねてきた。

　指が絡(から)みあう。

　肩と肩が、こつんと触れあう。

　顔と顔とは、ものすごく近い距離にあった。

　あともうほんの数センチ近づけば、キスしてしまえるほどだ。

　その残りの数センチを詰めたのは、陸だったかもしれない。それとも綾乃のほうだったろうか。二人はどちらからともなく、唇(くちびる)を近づけていった。

　唇と唇とが、触れあう、その寸前――。

「うおおおおおおおお――――ん！　痛たたたたたたたたあああアア――――アッ！」

　熊のうなり声のような悲鳴が、店中に響き渡った。

「わっ！」

「きゃっ！」

　陸と綾乃は、ばっと身を離した。

　いま自分がなにをしようとしていたのか、陸にはわからなかった。

　キ、キス!?　――ひょっとしていまキスしようとしてたっ!?

　それは綾乃も同じだったようで――。

　片手を口元にあてて、ぱちぱちと、しきりにまばたきを繰り返している。いま自分がなにをしようとしていたのか、信じられないといった顔。

　たぶん自分とおなじ顔。

「腰が――!?　痛たたたたた！　腰が、腰がっ――！　また腰があぁぁ！」

　おヒゲの店長の野太い悲鳴が、また響き渡る。

　陸は綾乃と二人して、急いで、店のほうに出て行った。




＊




「全治数週間だな。またこれは」

　店長の腰に手をあてて、関羽さんが、ぽつりとつぶやく。エロマンガの発する〝氣(き)〟を読むことのできる達人は、手をあてることで診(しん)察(さつ)も行える。

「ばかよね。デッちん。もう治ったんじゃあぁ――とか言って。張りきって段ボール三つも持つから」

「救急車呼びますかあ？」

　ヤオイちゃんがおっとりと言ってくる。

「い、いや――いいっ。歩け――痛たたたたたあ！」

　立ち上がりかけた店長は、また床に寝そべってしまった。〝ぎっくり腰〟というのが、どれほど痛いものなのか、陸にはわからない。だってなったことないし。

「ぎっくり腰で救急車なんか呼んだら、怒られちゃうんじゃないの？　寝てりゃ治るんじゃないの？　そーゆーもんでしょ？　まえのも寝てたら治ったんだし」

「まえは二ヶ月かかったけどね」

　と、そう言ったのは鳥の巣さん。

　その言葉に、綾乃は、はっと顔をもちあげた。

　ゆっくりとした動作で、陸の顔をゆっくりと見つめてくる。

「あの。じゃあ……。またよろしくね――紫東くん」

　綾乃はそう言って、にっこりと笑った。

　すっかり呼び名が戻ってしまっていることに、陸は――。

　残念なような、ほっとしたような。

　とにかく、しばらくのあいだは――また一緒にやっていけるのだ。

　はなぢ店長と一緒に。










あとがき




　ども。ファミ通文庫では一年半ぶりくらいの新(あら)木(き)伸(しん)です。

　ここしばらくガガガ文庫というところで「Ｇ(グツ)Ｊ(ジヨ)部(ぶ)」という四コマラノベを書いていましたが――。

　前代未聞の「奇作」を引っさげて、ファミ通文庫へと帰還いたしました！

　今回は、なんだかあとがきのページがだいぶあるようなので、この「奇作／怪作」が世に出るまでの話などを、つらつらと書いてゆきたいと思っています。




　すでに読了された読者諸氏におかれましては、本作の飛ばしっぷりについて、御納得いただけているものと存じます。

　なにしろ。一話目の一行目から「射(しや)精(せい)」とかいう単語が飛びかっているという飛ばし具合です！

「高速道路を一五○キロでビクビクしながら走っていたら、三○○キロでぶち抜かれた気分」――というのは、お寿司に連れてってくれるお友達の、某肌(はだ)色(いろ)ラノベ作家の談。

「よくわからないが、ファミ通文庫にないことだけは確かだ」――というこれは、ファミ通文庫の編集長談。




　執筆しているあいだじゅう、新木の頭にあったのは――「いいの？　こんなん出しちゃって？」というものでした。

　ていうか。出せるの？　そもそも？

　書きあげたはいいけど、「ごめん。過激すぎたわ。やっぱナシね」とか言われて全ボツ食らうのではないかと、ずーっとビクビクしておりました。




　もともとこの話は、馬(ば)鹿(か)話(ばなし)のなかから生まれたものでした。

「クラスメートの女の子がアニメショップの店長をやっていて、その手伝いで主人公がバイトに入る」というネタを聞いた新木が、馬鹿話の流れの中で口走ったわけです。




「イヤそんなんじゃ面白くないよー。まず店はもっと濃く――たとえば〝エロマンガ専門店〟くらいにしてさー。あと店員は全員もっと変(へん)態(たい)揃(ぞろ)いにしてさー。ロリ痴(ち)女(じよ)店員とかさー。頭に小鳥が巣を作っているとかー。槍(やり)背負ってる関(かん)羽(う)さんとかー。そんでヒロインの娘はいっつも鼻血流してんの。鼻血の勢いで空飛んじゃうくらい♪　えっひゃっひゃ♪」←（徹夜で音声チャットでハイな状態の新木）

　なんかもうこの段階ですでに「はなぢ店長」のすべてが詰まってますけど。さすがに綾(あや)乃(の)は鼻血で空は飛びませんでしたけど。




　当時、新木はファミ通文庫に対して企画提出月間でして――。

「日刊ネタメモメール」と称しまして、Ａ４で一枚程度のネタを、毎日一通ずつ、編集さんに送りつけていたりしました。

　人間が二人いれば趣味は二つあるわけです。こちらが「これだー！」と思うチカラの入ったネタを提出しても、他人がそのアイデアを面白いと思うかどうかは、それはまた別の話。新木が現役ラノベ作家生活二十年で身につけた一つの知恵、企画を通す一つの方法が、この「日刊ネタメモメール作戦」だったわけです。

　開始から二十日も経過して、そろそろネタも尽きてきた頃だったでしょうか。苦しんでいた新木はふと、例の馬鹿話を思いだしたわけです。元ネタ提供者に了解を取って、えーい、と気軽にメールを書いて、送信をかけたところ、編集さんから返ってきた反応は、超絶コアヒット！

「ぼくの求めていたのはこれですよー！　いい！　これいい！　どんな形に仕上がるか、まったく見えないところが物(もの)凄(すご)くいい！」と、他の企画なんか出させてもらえないような雰(ふん)囲(い)気(き)でウケまくり。

　担当編集である長島さんには、ここに感謝を捧(ささ)げます。貴方(あなた)があんな異常なまでの猛烈プッシュをかけてくれなければ、この作品は決して世に出ることはなかったでしょう。もともとシャレ（失礼）で思いついた話なわけで――。こうして作品となり、形をとることができたのは、すべて貴方のおかげです。この「はなぢ店(てん)長(ちよ)じゃ、だめですか？」という作品は――僕は、半分以上、長島さんの作品であると思ってます。




　あと。イラストの火(か)曜(よう)さんにも謝(しや)辞(じ)を。可(か)愛(わい)く気合いの入った女の子たちのデザインが、この作品に命を吹きこんでくれました。特筆すべきはチロリのデザイン！　関係各者の間で〝神デザイン〟名高いです。皆、異(い)口(く)同(どう)音(おん)に、ガーターベルトにショートパンツって、マジアリエネー（褒(ほ)め言葉）




　ちなみに本作は「奇作」だ「怪作」だの、作者みずからが叫(さけ)んでおりますが――。

　ベースとなる部分は、それほど奇抜なものでないと考えています。

　分類的にいうなら――。「日常もの」「部活もの」「仲間もの」といったジャンルにカテゴライズされる作品でしょう。（「アルバイト」も「部活」の亜種ということで）

　作中には過激な言葉が多々見受けられますが――。たとえば「射精」とか「精子」とか「自(じ)慰(い)行為」とか「イキッパ」とか「膣(ちつ)内(ない)射精」とか「バイブ乳首責め」とか「超(ちよう)妊(にん)娠(しん)」とか「くぱぁ」とか「アヘ顔」とか「胃液プレイ」だとか。

　刺激の強い用語に惑わされず、本書の「本質」を、どうか見い出してください。

　本書は、生きることと愛することについて語られた、ひどく真(ま)面(じ)目(め)な物語です。




　最近の新木は、ＧＪ部などの「日常系」を書くことが多いです。

　日常系というジャンルは、キャラクターの魅力を最大限に引き出すことのできるものだと考えています。

　キャラクターが大、大、大、大、大好きなんですよー。

　彼らや彼女たちが、大きなストーリーや過(か)酷(こく)な運命に翻(ほん)弄(ろう)されず、生き生きと過ごせる世界を描くことに、無上の喜びを感じます。




　さてそろそろ残りページ数も少なくなってきましたので、二巻の予告などを。

　次の巻は夏編です。発売時期ははっきりとしたことは書けませんが、着々と準備中とだけ。あまり間を置かず、夏前どころか、梅(つ)雨(ゆ)前にお届けするつもりで頑張っています。

　あとガガガ文庫で展開中のＧＪ部のほうの宣伝なども。今度の三月に九巻が出て、シリーズ完結を迎えるＧＪ部ですが、翌月の四月より、「ＧＪ部中等部」なる新シリーズがはじまります。無印高等部の主人公たちの妹たち三人が、中学校でなんと「ＧＪ部」を作ってしまいました！　一年生の男子二名も捕(ほ)獲(かく)して、女子三名。男子二名の、賑(にぎ)やかなドタバタ・ラブコメディーがテーマです。やはり四コマ小説の形態で、毎巻、三十六話盛り合わせ＋イラストたっぷり、というところも無印ＧＪ部とまったく同じです。

　なお、ＧＪ部を読まれている方には、お気づきの方もいらっしゃるかと思いますけど。あちらに登場する人物が、本作にも、ちらりと出てきていたりします。

　そう。あの方とあの人です。

　じつはこちらの話は、「ＧＪ部」や「明るい家族砲計画っ！」（ファミ通文庫刊）と同じ世界、同じ学園が舞台になっています。リンクしてます。「あの方」が高校一年生であるところをみると、本作のほうは、一、二年前の時間軸になっている模様です。




　最後に著者ＨＰのご紹介です。アンケートなどあります。生の声をお聞かせください。

http://www.araki-shin.com/araki/keitai.htm

↓パソコン専用（右記携帯向けアドレスも入室可能です）

http://www.araki-shin.com/
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